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プロローグ




「『峰みね岸ぎし織おり物もの』の峰岸と申します。弊社商品のことで、担当の稲いな田ださまとお話をさせていただけませんでしょうか？」

　今日はこれで五社目。ハイヒールの中の足は靴ずれを起こしていて、うっすらと血がにじんでいる。だけど、こんなことでへこたれているわけにはいかない。

　私、峰岸砂さ羽わは、創業百三年の、大正時代から続く老舗繊維メーカー、峰岸織物のひとり娘。一年ほど前に父が病気で他界してから、社長に就任した母を手伝い、慣れない営業に出るようになったものの、もともと口下手なので簡単ではない。

「アポイントはお取りでしょうか？」

　服飾メーカー大手の『ブランピュール』の玄関で、にこやかな笑みを浮かべる受付嬢が柔らかい口調で尋ねてくる。

「商品開発の稲田さまには、お電話を入れさせていただいております」

　ただ、電話は入れてあるが、面会は断られている。それでもこうして出向けば、もしかしたら会ってくれるのではないかと一いち縷るの望みにかけたのだ。

「承知しました。少々お待ちください」

　私は受付嬢が内線電話をかけ始めたのを、ドキドキしながら見守っていた。

　商品を見てもらえさえすれば、よさはわかってもらえるはずなのに。

　峰岸織物は、その昔は和服の反たん物ものを多く扱い、一番栄えていた頃は大きな工場を構え、三百人ほどの従業員を抱える会社だった。

　反物だけではなく、緞どん帳ちょうなども手がけている。とある市民公会堂の舞台の大きな緞帳も、我が社が制作したものだ。

　富士山と桜の木があしらわれたその緞帳は、職人が機械に頼ることなく五百色もの糸を操り織り上げたもので、綴つづれ織おり緞帳と言われる最高級品。まさに、峰岸織物の技術の高さを示した代表作だ。

　でも、和服を着るという機会が激減し、おまけに緞帳もデジタル化した原画を生地に印刷しただけのものが増えてきて、職人技を発揮する機会が少なくなってしまった。そのため受注も激減し、会社の規模を縮小することを余儀なくされてきて、今や従業員は二十人ほどしかいない。

　けれども、職人さんたちの知恵と技術を生かし、上質な洋服向けの布を積極的に制作するようになってからは経営状態も安定していたのに……父の突然の死。父の顔で買ってもらっていた会社からはあっさりと手を引かれ、とりあえず社長に就任した今年五十五歳になる母も経営のノウハウなどない。

　大学を卒業してから二年、事務を手伝ってきた私も然り。だけど、どうしても峰岸織物の伝統と技術を絶えさせたくないと、営業の先頭に立って必死に踏ん張っている……もののうまくいかない。今日これまでに訪問した四社は受付で追い返されてしまい、担当者に会うことすらできなかった。

「峰岸さま。ただいま稲田がこちらに下りてくると言っております」

「本当ですか!?」

　やっと面会が叶かなった。

　ブランピュールの資材購入の責任者が稲田さんだという情報をつかむだけに、一カ月。そして電話をかけ続けること、さらに一カ月。アポイントすら取ることができなかった人に会えるという高揚感が、私の頬を上気させる。

　吹き抜けになっている広い玄関の片隅に置いてあるふかふかの白いソファで待っていると、カツカツカツとヒールの音が高らかに聞こえてきた。

　その方向に視線を向けると、黒いパンツスーツを着こなしたスタイル抜群の女性がこちらへ向かってくる。

「峰岸さんですか？　稲田です」

　稲田さんは慣れた手つきで名刺を差し出す。だから私も同じようにした。

「初めまして。峰岸織物の峰岸です」

　立ち上がって挨拶をすると、「どうぞ」と座るように促される。

　肩下二十センチほどのロングヘアの私とは違い、肩の辺りで切りそろえられたストレートの髪が印象的で、すらっと背の高い彼女は視線が鋭く、〝できる女〟を思わせる。きちんとマスカラが乗せてある目は、くっきり二重で目力がある。

　私も二重ではあるけれど、アイメイクは控えめだ。けれども彼女を見ていたら、会社を代表して営業に回っているのだから、もっとしっかりメイクをしたほうがいいかもしれないなんて反省した。

　おそらく私より少し年上の彼女は、余裕の笑みを浮かべ私を見つめる。

「本日はお時間をいただき――」

「すみません。私はお断りに来たんです」

　私の言葉を途中で遮った稲田さんは、淡々とそう口にする。

「お電話で何度もお断りしたはずです。こういうのは迷惑です」

「申し訳ありません。ですが、一度弊社の商品をデザイナーさんに見ていただけないでしょうか？　必ずや気に入っていただけるかと」

　デザイナーの中には、布の張りを生かしたデザインをしたり、その色や柄からインスピレーションが湧く人もいる。

「こちらの織りは――」

　サンプルをテーブルに出したものの、稲田さんは立ち上がってしまった。

「会議がございますので、これで失礼します」

　稲田さんは私の話を聞くことなく、戻っていってしまった。

「はー」

　こんなとき、優秀な営業マンだったらどうするんだろう。このまま仕事が取れなければ、峰岸織物の行く末は暗い。だけど、どうしても伝統は守りたい。

　ここ、ブランピュールは主に女性用の洋服を手がけている。

　女性を美しく見せることに心を砕いたデザインが多いが、ちょっとばかり値が張る。だから私のような普通のＯＬにはなかなか手が出せないけれど、ファッション誌にこぞって取り上げられるし、芸能人にもファンが多い。

　そして、その人たちに憧れる二十代くらいの女性が、いつか手にしたいと目標にし、お金を貯めて買い求めるようなブランドだ。

　そんな一流ブランドに起用してもらえれば注目されるのではと思ったのに、甘かったようだ。

　峰岸織物の布地の品質は、絶対に他社に劣らない自信がある。しかし、丁寧な仕事をするがゆえ、少々値段も高い。

　安い海外産の布も氾濫している中での生存競争がし烈なのは心得ている。でも、これ以上価格を抑えたら品質のレベルを下げるしかなくなる。

　肩を落としながらサンプルを片付け始めると、エレベーターから男性ふたりが降りてきた。

「社長。本日のスケジュールですが、少し変更になりまして」

　どうやらひとりは秘書のようだ。そしてもうひとりは、ブランピュールの社長兼トップデザイナーの一いちノの瀬せ 翔かけるさんだった。

　彼は、たしか私より七つ年上の三十一歳。百八十センチを超える身長に、アーモンド形の黒目の大きな瞳を持ち、鼻はすらっと高く顎はシャープ。サラサラの髪に薄い唇はそこはかとなくセクシーで、モデルと見間違うほどの容姿まで兼ね備えている。時々マスコミにも登場して、彼自身にもファンがいるほどの人だ。

　彼が手がける洋服はとにかくシルエットが美しいと言われていて、顧客には政財界のご令嬢から芸能人まで有名どころがズラッと並んでいるのだとか。ツアーチケットの入手が困難なほど人気のある歌姫のステージ衣装は、必ず彼のデザインした洋服だと聞いたこともある。

　一ノ瀬さんが玄関に横付けされている高級車に向かっているのを見て、気がつけばサンプルを手にして彼のもとに走っていた。

　失礼は承知の上だ。でも、こんなチャンスはもう二度とないかもしれない。

「一ノ瀬社長！」

　声を張り上げると、彼は足を止めてくれた。けれども、三十代半ばくらいで眼鏡をかけ、知的な雰囲気を漂わせた秘書がスッと私たちの間に立ちふさがる。

「突然申し訳ありません。弊社の商品サンプルを、どうしても一度見ていただきたくて――」

「君、アポイントもなく失礼だ」

　秘書は至極当然のことを口走る。

「はい。わかっております。でも、何度お願いしてもお時間をちょうだいできません」

　稲田さんですら門前払い。社長なんて一生たどりつけそうにない。

「稲田が窓口なはずです。そちらにご連絡ください」

　秘書は淡々と語るが、私は食い下がる。ここで引くわけにはいかない。

「お願いします。せめてサンプルを見てください。品質には自信があるんです！　あっ……」

　もう一歩踏み出したとき、目の前の小さな段差に気がつかず、足を取られて派手に転んでしまった。

　あー、やっちゃった。

　それでもこんなチャンスを逃すわけにはいかないと、グイッと顔を上げると……。

「大丈夫ですか？」

　なんと一ノ瀬社長自ら、私に手を差し伸べてくれている。

「あっ、峰岸織物の峰岸と申します。弊社の――」

「とりあえず立とうか？」

「すみません……」

　彼は実に自然な動作で手をスッと差し出し、私の腕を支えて立たせてくれた。

　恥ずかしい。夢中になりすぎて失態するなんて子供みたいだ。

「ケガはしてなさそうだね。痛いところはない？」

「はい。平気です」

　少しぶつけた膝が痛むがたいしたことはない。

「うち、ストッキングはやってないんだよ」

　彼が私の足に視線を落としてそうつぶやくので私も見ると、ストッキングが左右共に思いきり伝線している。

「すみません。お恥ずかしいところを……」

「すぐ近くにコンビニがあるから、そこなら売ってると思うけど……」

　こんな大きな会社の社長さんから、ストッキングの心配をされるとは思ってもいなかった。一いち瞥べつされて終わりでもおかしくはないのに、優しい人のようだ。

「ご心配には及びません。あっ、あの、弊社は小さな会社ですが――」

「社長。遅れますので」

　なんとか話を聞いてもらいたくて口を開いたのに、秘書が一ノ瀬さんに声をかける。

「溝みぞ口ぐち、サンプルをお預かりして」

「ですが、社長……」

「時間がないので失礼しますね。足、お大事に」

　一ノ瀬さんはほんの少し微笑んでから、車に乗り込んでしまった。

「ありがとうございます。どうぞよろしくお願いします」

　溝口さんに慌ててサンプルと名刺を渡し、深く頭を下げる。

　それからふたりを乗せた車は、すぐに去っていった。

　採用してもらえる保証はまったくない。それどころか、サンプルを見てもらえるかどうかもわからない。だけど、まったく手の届かなかった人に少しだけ近づけた。ほんの少し、前進だ。

　ちっともうまくいかないせいで落ちそうになる気持ちを必死に奮い立たせる。

　峰岸織物は、私が守る。

　決意を新たに、ブランピュールをあとにした。










甘えてみなよ




　それから一カ月。長く続いた梅雨が明けたその日。

　営業先から会社に戻ると、事務所に職人頭がしらの橋はし本もとさん――通称・橋さんがやってきていた。

　もうすぐ六十歳になる橋さんは父の同志のような人で、長年我が社に貢献し、職人技を極めた人だ。緞帳を手がけるときは彼が音頭を取り、若手を引っ張る。私のことも娘のようにかわいがってくれていて、父の死後はよりいっそう気にかけてくれている大恩人でもある。

「砂羽ちゃん、お疲れさま」

　目尻のシワをいっそう深くして微笑む橋さんは、髪こそ白髪が増えてきたけれど、いつも私より元気なくらいだ。

「橋さん、お疲れさまです。ごめんなさい。今日も仕事を取れなかったんです」

　正直に告白すると、「大丈夫」と励ましてくれる。

　しかし、そのうしろで母は眉根をひそめた。ちっとも『大丈夫』ではないことを知っているからだ。

　化粧をしっかりと施し、背筋をシャキッと伸ばして、はつらつとしている母の姿が好きだったのに、最近では肩につくくらいの長さの髪を無造作にひとつにまとめ、化粧もほどほど。百六十二センチの私より七、八センチ背の低い母は、父が亡くなってからなんだかいっそう小さく見えてしまう。

　それもこれも、会社を存続させなければという重圧のせいで覇気がないからだろう。

「奥さん。いい娘を持ったねぇ。他の会社のヤツらから、『峰岸織物は看板娘がいていいね』なんて嫉妬されてるんだよ」

　橋さんはすこぶる優しい。

　だけど、単なる〝看板〟ではいけない。ずっと事務しかしてこなかった母も、社長業なんてまともにできるはずもない。新しいことを覚えるのも大変そうだ。それなら、私が頑張らなくては。

「橋さん、ありがとう。照れちゃう」

　それに、ここで私が沈んでいるわけにはいかない。皆の士気まで下がってしまう。

「そうそう。砂羽ちゃんが言っていたサンプル、また用意したから使って」

「わー、助かる。大切に使わせてもらうね」

　橋さんからそれを受け取ると、彼は一瞬顔をしかめる。

「だけど砂羽ちゃん、働きすぎだぞ。明日はちゃんと休みなさい。これはお父さんの助言だと思って」

　明日は土曜。工場は止まるし、本来なら私も休み。でも、そんなことは言っていられず、毎週土曜も出社して営業の準備をしていることに気づいているのだろう。

「はい。ありがとうございます」

　私は橋さんの温かい命令に感謝した。




「お母さん。それじゃあ、ちょっと出かけてきます」

「行ってらっしゃい。ゆっくりしておいで」

　次の日。私は橋さんに言われた通り、少し息抜きすることにした。慣れない営業で神経がすり減り、くたくただったからだ。ここで転ぶわけにはいかない。

　今日は高校時代からの親友、仮かり谷や奈な央おと、超大型商業施設『Laラ merメール TOKYOトーキョー』の中にあるカフェ『プレジール』で待ち合わせ。昨晩お誘いメールをしたら、ふたつ返事だったのだ。

「砂羽、ここ！」

　先に到着していた奈央は、えくぼがかわいらしいチャーミングな女の子。彼女は軽く手を上げて私を呼ぶ。

「遅くなってごめん」

「なに謝ってるのよ。時間通りじゃない」

　たしかにそうだけど、仕事のときは最低でもアポイントの十分前に到着しているのが常なので、つい。

「先に頼んじゃった。砂羽も注文してきなよ」

「うん。そうする」

　このカフェは先に支払いを済ませるスタイルだ。私は奈央がアイスコーヒーと名物のアボカドサンドを前にしているのを見て、注文に向かった。

　彼女と会うのは久しぶり。けれども、気心の知れている友人に会えるとホッとする。

　アイスオレとアボカドサンドを注文して戻り、早速おしゃべりの開始だ。

「ね、奈央。髪、思いきったね」

　奈央は最近、腰まで届きそうだった長い髪を、バッサリとショートにしてしまった。切ったことは聞いていたけど、見たのは初めて。しかし、さっぱりとした性格の持ち主の彼女には、それがかなり似合っている。

「うんうん。心機一転っていうか……新しい仕事を任されて、気合入れたっていうか」

「そうだったんだ」

　彼女は商社で食品の輸入に関する仕事をしている。

「うん。砂羽が頑張ってるのを見て、私も頑張りたくなったんだよ」

　奈央は、父が亡くなってから私のことをいつも気にかけてくれている。母にも言えない胸の内を聞いてもらったこともあり、心強い味方だ。

「そっか。けど、私なんてまだまだだよ」

　ちっともうまくいかない仕事を思うと、そう言われてしまうのはきまりが悪い。

「だって砂羽はさ、どう考えたって営業に向いてないのに踏ん張ってるでしょ？」

　彼女はクスクス笑いだす。

「なによ、失礼ね」と言いつつ、私も噴き出してしまった。昔からどちらかというと引っ込み思案で、奈央に引っ張ってもらってばかりだったのを思い出したからだ。

　だけど、父が病気で突然逝ってしまい、外回りが苦手だなんて言ってはいられなくなった。それに、慣れない営業の先頭に立っているのは、私の意志でもある。大好きな会社を、そして伝統を守りたいという、私の。

「ううん。私、今まで甘えすぎてた。もちろん、仕事は一生懸命やってきたつもりだけど、お父さんの苦労を理解してなかった」

　峰岸織物のブランドを守るということは、ただ商品を生産して売りさばけばいいというわけではない。品質は高い水準に保ち、かつ他社との違いを明確にして売り込まなければならない。

　手をかけている我が社の商品は、価格では他社に対抗できない。だから、いかに品質のよさを顧客に訴えられるかが鍵を握る。

　それを父がやってのけていたことを、事務をしていただけではわからなかった。

「砂羽のいいところは責任感のあるところだけど、悪いところでもあるよ？」

　奈央はコーヒーを口にしてからそう言った。

「どういうこと？」

「そんなに根詰めちゃうと、続かないって。全部背負ったらダメ。砂羽がつぶれちゃう。もちろん、お父さんが亡くなって切羽詰まってるのはわかってる。でも、心配なのよ、砂羽のこと」

　奈央の優しさに胸を打たれる。彼女は厳しいことも言うが、全部愛のある言葉ばかりだ。

「ありがと、奈央」

「なにも手伝ってあげられないのが残念だけど……」

「ううん。こうして愚痴を聞いてもらえるだけで十分」

　私がそう返すと、彼女は首を振る。

「砂羽は愚痴なんて吐かないじゃん。そういうところ、すごく立派だと思う。でも、私にくらいは、ね？」

　そっか。奈央にも言えてないのか。彼女に会うといつも励まされてホッとするので、すっかり愚痴っている気になっていた。

「あー、そっか。それじゃ、これからは愚痴る」

「うんうん。ほら、サンドウィッチ来たよ。今日は仕事を忘れて遊ぼうよ。あとでアイスクリーム食べよ」

「これを食べる前から、気が早すぎだよ」

　私が笑うと、奈央も口元を緩める。

「いいの。食いしん坊なの！」

　彼女と話していると、緊張で固まりっぱなしの心がほぐれていく。

　ちょっと休憩して、また頑張ろう。そして苦しいときは彼女に助けてもらおう。

「あっ……」

　アボカドサンドを頬張っていると、大きな窓の外に、見かけたことのある人の姿を見つけた。

「砂羽、どうしたの？」

「一ノ瀬さんだ……。ちょっとごめん」

　私は奈央に断りを入れ、慌てて席を立った。

　あれは絶対に、ブランピュールの一ノ瀬社長だ。

　彼には、とにかく思い出してもらえるだけでいい。そこからが始まりだと思い、初めて会ったあの日から週に何度も手書きの手紙を書いて受付に預けている。

　一枚ずつサンプルを入れ、その布地の特徴やアピールポイントを、毎回便箋にぎっしり。ときには、峰岸織物の信念について書いたこともある。

　もしかして迷惑かもしれないと心のどこかで思いながらも、窓口の稲田さんには電話すら取り次いでもらえなくなってしまい、他に方法がなくなってしまったからだ。

　そして、受付の人に『もういりません』と言われることもないので、続けている。一ノ瀬さんのところまで本当に届いているのかどうかはわからないけど。

　とにかく、前回アポイントもなかったのにサンプルを受け取ってもらえたお礼が言いたい。

　二階のカフェから階段を駆け下り、彼のあとを追いかける。

　しかし、もうずっと先まで行ってしまっていた彼は、路肩に停めてあった黒い車のドアに手を伸ばしている。

「一ノ瀬社長！」

　私が声をかけると、彼は気づいて振り返ってくれた。

「あれ？　たしかあなたは……」

　もしかして覚えていてくれたの？

「はい。峰岸織物の峰岸です。先日はサンプルを受け取ってくださり、ありがとうございました」

　お礼を口にして、頭を下げる。

　なかなかうまくいかない毎日で、くじけそうなっていた私にとって、あの出来事は転機だった。もしかしたら、見てもらえていないかもしれない。それでも、コツコツと頑張り続ければ、なにかのきっかけはつかめるんだと思わせてくれたから。

「峰岸さんって、なかなかガッツがあるよね。今まで俺の周りにはいなかったタイプだよ」

　きちんと私の目を見て口を開く彼は、口元を少しだけ緩める。

「そう、ですか？」

　それは褒めてもらえているの？

「うん。でもごめん。ちょっと友人を待たせているんだ。失礼するよ」

　プライベートな時間なのに、唐突に声なんてかけるべきじゃなかったかも。

　反省しながら小さく頭を下げると、彼は車に乗ってしまう。

「頑張って」

　しかし次の瞬間、窓が開き、一ノ瀬さんはにっこり微笑んでくれる。

　よかった。怒ってないみたい。

「はい！」

　それからすぐに発進した車が見えなくなるまで、私は頭を下げ続けた。

「あっ、奈央……」

　奈央に詳しい説明もせずに飛び出したから、びっくりしてるかも。ううん、呆あきれてるわ、きっと。

　私は彼女にお説教を食らうことを想像しながら、けれども一ノ瀬さんとまた会話を交わせたことがうれしくて、自然と笑みがこぼれた。




　それからほぼ一カ月。

「砂羽。大丈夫なの？」

　母が心配げに聞いてくるのは、金曜の今晩、アパレル関係の企業が集まるパーティがあるからだ。

　このパーティには各社の上層部が出席して、交流を深め合うというのが表向きの開催理由。でも、ライバル同士の集まりなのだから、他社が次にどんな手を打とうとしているかの探り合いで、険悪な雰囲気になることもしばしばらしい。

　とはいえ、我が社のような繊維メーカーにとっては、アパレルメーカーに顔を売るいい機会なのだ。行かない手はない。

「うん、平気。楽しんでくるね」

　橋さんの話では、とある繊維メーカーの上層部にすこぶる嫌味な人がいて、父もその人には散々困らせられてきたんだとか。

　父ですらそうなのだから、私のようなひよっこが行ったら、なにを言われるかわからない。でも、峰岸織物の伝統を絶やさないためなら、そのくらいは我慢できる。

　少し早めに仕事を終え、祖母の代から受け継がれている訪問着を身につけた。

　峰岸織物の職人が絡み織で織った〝絽ろ〟と言われる涼感のある青あお藤ふじ色いろの生地に睡すい蓮れんの花や葉があしらわれているこの着物は、祖母、母、そして私と三代受け継いできてもまったく色あせることがない。まさに峰岸織物の技術の象徴だ。

　だから私は、これを着ていくことで会社のアピールができると考えたのだ。

　着付けを済ませ一度事務所に顔を出すと、橋さんと数人の職人さんが来ていた。

「砂羽ちゃん！　よう似合ってる」

　目を細めて褒めてくれる橋さんは、お父さんのようだ。

「ありがとうございます。行ってきますね」

「砂羽ちゃんばかりに負担をかけて、すまない」

　次に神妙な面持ちで橋さんが謝るので、私は首を振った。

「負担なんかじゃないですよ。私にはこれくらいのお手伝いしかできませんから。橋さんたちの技術が絶対に必要なんです。よろしくお願いします」

　父がいなくなった今、これだけ技術を持った職人さんたちが残ってくれているのは、橋さんのおかげだ。実際、他社からの引き抜きの話があった人もいたけれど、橋さんが『先代に育ててもらったんだろ』と止めてくれた。

　もう一度「行ってきます」と挨拶をして、会場となる高級ホテル『アルカンシエル』に向かった。




　今日のパーティは十八時から。アルカンシエルの会場につくと、まずは、『さすがアパレル業界』とでも言いたくなるような、華やかなイブニングドレスを身に纏まとった女性たちが目に入る。

　各社、上層部の奥さまという感じの人から、娘さん？と思うような私と同じくらいの年代の人までさまざまだ。しかしどの人も立ち居振る舞いが上品で、ドレスを着慣れているという雰囲気。

　そんな中、華やかな場に参加するのが初めての私は、心臓をバクバクさせて足が動かない。

「頑張れ、私」

　スーッと息を吸い込み、覚悟を決めてから会場の中へと入った。

　着物姿の人が他にはいないからか、一瞬にして注目を集めてしまう。たじろいだものの、宣伝になるのだからこれでいいと思い直す。

　とにかく峰岸織物を知ってもらわなくては。おどおどしていては商談もまとまらない。立食式で交流を深める今日は、自分から積極的に売り込むチャンスだ。

　すぐに司会の人が出てきて、パーティは始まった。

「失礼します。私、峰岸織物の峰岸と申します」

　思いきって自分から話しかける。この人は、ウエディングドレスを手がける会社の社長さんだ。以前は取引があったが、途絶えている。

「あぁ、峰岸さんの娘さん？」

　貫かん禄ろくのある社長は、一瞬眉をひそめたがすぐに笑顔を作った。

「はい。父がお世話になっておりました。父は亡くなりましたが、峰岸のシルクの品質は保っております。ぜひ、またご検討を――」

「ちょっと高いんだよね」

　私の言葉を遮った社長は、すかさず突っ込む。

「おっしゃる通りです。ですが、それだけ手をかけている証拠だと理解していただければと」

「もちろん、わかってるよ。だけど、商売はきれいごとだけではなんともならないんだよ」

　それは痛いほどわかるし、何度も言われてきたことだ。しかし、落胆しているばかりではどうにもならない。首の皮一枚でも、つながりを絶えさせてはいけない。

「承知しております。ですが、また使いたいと思っていただけるよういっそう精進いたします。どうぞこれからもよろしくお願いします」

　私は笑顔を作り、頭を下げた。

「そうですね。よろしく」

　それが社交辞令であることはすぐにわかった。

　だけど、話を聞いてもらえただけありがたいじゃない。

　私は自分にそう言い聞かせて、気持ちを鼓舞した。

　それから数人と話をして、そのたびにシャンパンを勧められたので、お酒に強くない私は気分が悪くなってきてしまった。でも、まだこれからだ。

「どなたかと思ったら、峰岸織物のお嬢さんなんだって？」

　そのあと私に話しかけてきたのは、白髪のやせ型の男性だった。

　私は瞬時に体が固まった。この人こそ父を困らせてきた人だからだ。

　うちと同じように老舗の繊維メーカーで社長を務める彼は、峰岸織物を蹴落としたくてたまらないらしい。昔から商品の評価は圧倒的に我が社に分があり、そのせいで影の存在的な扱いを受けてきたようだ。しかし、それは我が社の努力で勝ち得た地位であって、嫌味を言われる筋合いはない。

「はい。初めまして。鈴すず木き社長でいらっしゃいますよね。生前、父がお世話になりました」

　私は背筋を伸ばして会話を始めた。

「いえいえ。それにしても、着物で乗り込んでこられるとは。よほど自信がおありなんですね」

　嫌味の開始だろうか？

　私は一瞬ためらったものの、きちんと鈴木さんの目を見てから口を開いた。

「この着物は代々我が家に伝わる作品です。峰岸織物の織り職人と染め職人の技術が集結しております。それをそのようにお褒めいただけて、大変光栄です」

　褒められていないことなんて百も承知だ。だけど、これくらいでへこたれたりはしない。

「はー、なかなか気が強いお嬢さんのようだ」

　鈴木さんは顔をしかめる。

「昔は峰岸さんもよかったですよね。でも、今はどうですか？　一時の栄華にすがりすぎて、時代に乗り遅れてしまわれたのでは？」

「そのようなことはございません。時代のニーズにマッチした商品を作っております」

　それは本当だ。けれども、品質にこだわりがあるので価格を下げられないのだ。

「へぇ。でも、峰岸さんの業績は先代が亡くなられてからは下降する一方だとお聞きしてますが？　弊社はおごり高ぶることなく商品開発を進めてまいりましたので、おかげさまで好調で」

　商品開発を進めてきたのではなく、安価な輸入糸に頼り、商品の値段を下げただけだと思うんだけど。でも、そんなことを口にする必要はない。それじゃあ他者を卑下する鈴木さんと同じだ。

「そうでいらっしゃいましたか。ますますのご繁栄をお祈りしております」

　私が引かないからか、鈴木さんの顔が真っ赤になっていく。

　泣かせたかったのかもしれないけど、泣いたりしない。私は峰岸織物を守るためにここに来たんだから。

「わかってるんですか？　峰岸さんはもう終わりですよ、と忠告差し上げてるんです」

　そんな忠告はいらない。それに、絶対に終わらせない。

「あぁ、峰岸さんじゃないですか」

　そこへスッと割って入ってきた人に目を瞠みはる。ブランピュールの一ノ瀬社長だ。

「あっ、一ノ瀬社長。その節は失礼しました」

　慌てて挨拶をすると、彼は鈴木さんのことなど視界にも入れず話し始める。

「峰岸織物さんの品質には参りました。安易に安いものに手を出さず、こだわりの商品を作り続ける。日本の伝統工芸を守られようとしているお姿には感服します。ぜひ、このまま突き進んでいただきたい」

　えっ……。まさかそんなことを言ってもらえるとは。驚きすぎて声が出てこない。

　それじゃあ、あのサンプル、見てもらえたの？

「よろしければ、あちらでもう少しお話を」

　一ノ瀬さんは私の背中をスマートに押し、場所を移動した。まるで鈴木さんから離してくれようとしているかのよう。いや、多分そうだ。あの嫌味な話が聞こえていて、救い出してくれたに違いない。

「助けてくださり、ありがとうございました」

「なんのお話でしょう。私は思ったことを口にしただけです」

　表情ひとつ変えずクールな一面を見せる彼にドキッとする。

「そのお着物は、峰岸織物さんの自信の一作、でしょうか？」

「はい。祖母の代から受け継いだ訪問着です。せっかくのこのような場ですので、弊社のよさをアピールしたいと意気込んでまいりましたが、場違いだったのかもしれません」

　だって、他に着物の人はひとりもいない。

「そんなことはないでしょう。注目の的ですよ。着物を着てくるという発想が他の人になかっただけです」

　一ノ瀬さんにそう言ってもらえて、ホッとした。

「あのっ、先日はいきなりサンプルを押しつけてしまい――」

「そんなことより、大丈夫ですか？」

「えっ？」

「顔が真っ青だ」

　彼に指摘され、体調が悪化していることを意識してしまう。

　苦手なアルコールを飲んだことと、きつく帯を締めていること、そして極度の緊張のせいで、本当は吐きそうだ。でも、せっかく一ノ瀬さんと話せるチャンスなのに、そんなことは言っていられない。

「大丈夫です」

「まったく、あなたは」

　強がってみせると、一ノ瀬さんは顔をしかめ、呆れ声。

　気分を害してしまったのだろうかと焦っていると、「ちょっとこちらへ」と彼に手首をつかまれ、会場の外に出てしまった。

「わかってます？　今にも倒れそうな顔をしている」

「すみません」

　そんなにひどい顔をしているのかな、私。

「謝ってほしいわけじゃない。峰岸さんが、先代の社長を亡くして奮闘されているのは耳に入っています。ですが、そこまで頑張ってはいけない。自分を大切にしてください」

「えっ……」

　彼に思わぬ指摘をされ、ふと体の力が抜ける。

「おっと」

　気力で支えていた体が傾いてしまうと、彼が腕を差し出し抱きしめてくれた。

「すみませ――」

「もう謝らないで。まずいな。ここで待っててください」

　彼は私を近くにあったイスに座らせ、どこかに行ってしまった。そしてすぐに戻ってくると、「行きましょう」と声をかけてから私を立ち上がらせ、がっしりと腰を支えてくれる。

「あ、あのっ、一ノ瀬さ――」

「つらいなら話さなくていい。今は俺の言うことを聞いて」

　もう限界だった私は、素直に従った。

　彼はそのままエレベーターホールへ行き、客室用のエレベーターに乗ってしまう。

「部屋を取ったから、ちょっと休みましょう。そのままでは帰るに帰れない。邪な気持ちはないから安心してください」

　もうこの頃になると、言葉を発することもできなくなっていて、うなずくので精いっぱいだった。

　二十四階に到着すると、彼は私を不意に抱き上げた。

「えっ、あの……」

「いいから黙って」

　彼の優しさに涙がこぼれそうになる。いや、それだけじゃない。ずっと気を張って生活してきたからか、頑張りをわかってくれて『自分を大切に』と諭してくれる人が社外にもいるんだと胸がいっぱいになってしまったのだ。

　彼はそのまま進み、広い部屋に足を踏み入れる。

　ここって、もしかしてスイートじゃない？

　立派なソファに、大きなテレビ。いったい何人入れるんだろうと思ってしまうようなリビングルームの奥へと向かう。ベッドルームにたどりつくと、ベッドに下ろしてくれた。

「帯、自分でほどける？」

「は、はい……」

「水を持ってくる」

　すぐに出ていく彼は、心配げな顔をしている。

　大企業の社長に手助けなんてさせてしまい申し訳ない。

　反省しながら帯に手を伸ばしたものの、酔っているせいか手が震えてしまい、ほどくことができない。

　すると、戻ってきた彼がそれに気づいた。

「俺、着物のことはわからなくて……適当にほどくよ。ハウスキーパーと医者を呼んであるから」

「すみま――」

　謝罪の言葉を口にしようとすると、彼が手を伸ばしてきて、私の唇に指を乗せる。

「大変なときは誰かを頼ればいい。あなたは頼るのが下手なようだ」

　頼る……。父がいなくなってからは、私がしっかりしなくては、とばかり思ってきた。頼られる人間に早急にならなければと必死だった。だから、誰かに助けを求めるなんて考えたこともなかった。

「はっ」

　帯を緩めてもらえたおかげで、酸素が肺に入ってきた。

「すぐにハウスキーパーが来てくれるはずだから、着替えを手伝ってもらって。医者は少し時間がかかるようだ」

「ありがとう、ございます」

　ベッドに横たわったままお礼を言うと、彼は私の髪を優しく撫なでる。

「そう。それがいい。『すみません』より『ありがとう』がうれしいな。あっ、ハウスキーパーかな」

　そのときチャイムが鳴り、彼は部屋を出ていった。

「ありがとう、か……」

　父が亡くなってからうまくいかないことばかりで、卑屈になりすぎているのかもしれない。

　そんなことを思い返していると、ハウスキーパーの女性が入ってきて、着物を脱ぐのを手伝ってくれた。

　締めつけから解放されると、うとうとしてしまった。医者が来てくれたのがわかったものの、アルコールが入っていたせいか目を開けられなかった。




　次に目覚めたときには、部屋が真っ暗になっていた。

「はー」

　気持ちの悪さはすっかりよくなっていたものの、頭が痛い。二日酔いってやつかもしれない。

「起きた？」

「えっ……」

　起き上がって座ると、暗闇の向こうから声がしたので、目が飛び出そうなほど驚いてしまった。

「気分はどう？」

　どうやらツインルームの隣のベッドで、一ノ瀬さんも眠っていたらしい。まさか部屋を手配してくれただけでなく一緒に泊まっているとは思わず、開いた口がふさがらない。

　しかし彼はなにも気にしている様子はなく、起きてきて私のベッドに腰かける。

「は、はい。大丈夫です」

　あー、やっちゃった。大切なクライアントにとんでもない迷惑をかけてしまった。

「ホント？　水、飲む？」

「はい。あっ、自分で……」

　慌ててベッドから出ようとすると、「いいから」と止められた。

　照明をつけ、ミネラルウォーターを冷蔵庫から出してきてくれた彼は、それを手渡したあと、もう一度ベッドに座る。

　私も備え付けのパジャマに着替えたけれど、彼も同様に着替えている。なんとなく目のやり場に困ってしまい、うつむいた。

「医者は少し飲みすぎなだけで、他は特に問題なさそうだと言っていたけど……。働きすぎじゃない？」

「いえ、そんなことは……」

「それじゃあ、前回一日休んだのはいつ？」

　彼に問いかけられたが、答えられない。奈央と会った日も結局、帰宅後に事務所へ行って顧客ファイルの整理をしたし、まったく仕事をしなかったのはいつだったのか思い出せない。

「わかりま、せん」

「やっぱり」

　ふーっとため息をついた一ノ瀬さんは、私の顔をじっと見つめてから再び口を開く。

「ごめん。ちょっとあなたに興味が湧いて、調べさせてもらったんだ」

「興味？」

　って、どういうこと？

「正直に言うと、サンプルは預かったけど最初は放置してた。だけど、何通も手書きの手紙をくれたよね。今時、丁寧にそんなことをしてくれる人はいないから、かなりのインパクトがあったし、その内容からも自社製品を愛してるんだなぁって伝わってきて」

　まさか、あの手紙が功を奏したとは。

「しかも、その手紙に切手が貼られていないことにしばらくしてから気づいて、どうしたのか秘書に尋ねたら、毎回本人が届けに来てるって。そりゃあびっくりしたよ」

　私は、読んでもらえていたことにびっくりだけど。

「それだけじゃなく、俺の乗っている車を見かけると走って追いかけてきたりして」

「気づいていらっしゃったんですか？」

「あぁ。また転ばないかひやひやしてた。でも、アポイントなしの面会を認めていると収拾がつかなくなるから。悪かったね」

　手紙を届けに行ったとき、数回、彼が乗っている車を見かけて追いかけた。だけど一度たりとも間に合わず、話すチャンスすらなかった。

「アポイントを断られてしまっていまして……」

「稲田に？」

「はい」

　彼は小さなため息をつく。

「そうだったのか。すまなかったね。彼女はとても優秀な部下なんだ。ストイックすぎて一度決めたことはなかなか曲げないのが、彼女の長所でもあり短所でもあるんだけど……」

　あの鋭い眼光。たしかに仕事はできそうな人だった。

「話を戻そうか。それで、どんな会社なのか気になりだして、秘書に調べさせたんだ。申し訳ないんだけど、峰岸織物さんのことは心当たりがなくて」

「当然です」

　ブランピュールは、八年ほど前に一ノ瀬社長が立ち上げ、あっという間に急成長した会社だ。峰岸織物は、昔からあるアパレルメーカーの中では有名だが、最近のメーカーには知られていない。

　でも、調べたってなにを？

「営業経験なんてないのに、お父さんが亡くなられて、先頭に立って頑張っているんだね。大変だったでしょう？」

「はい。……あっ、いえ」

　つい本音がポロリと漏れ、口を手でふさぐ。

「ふっ。いいんだよ。もっとリラックスして。胃に穴が開く」

「はい」

　住む世界が違うと思っていた彼は、意外にも話しやすく、緊張がほどけていく。

「でも、お父さんが亡くなった直後から取引を停止する会社が続出して、経営は苦しくなりつつある」

「その通り、です」

　隠しても仕方がない。正直に答えた。

「それを、あなたひとりでなんとかしようと走り回っている。俺も経営者だから、気持ちはよくわかる。だけど、本当はお酒、苦手なんじゃない？」

　バレてるのか、と私はうなずいた。

「はー、やっぱり。それなのに頑張って飲んで、嫌味に耐えて……倒れるまで自分を追い込むのはやりすぎだ」

　ダメだ。まだアルコールが抜けきっていないのか、優しい言葉をかけられたからなのか、瞳が潤んできてしまう。

　泣いちゃダメ。強くならなきゃ。峰岸織物の伝統を守るんでしょ？

　一ノ瀬さんに背中を向け、必死に唇を噛かみしめると……。

「いいから。我慢なんてしないで泣けばいい」

　彼が私の腕をグイッと引き寄せ、腕の中に閉じ込める。

「誰にも言ったりしない。だから、好きなだけ泣いてわめけばいい」

　彼は私の背中に回した手に力を込める。

　もう、無理だ。一気に込み上げてきた感情が爆発して、涙があふれ出てきてしまった。強く抱きしめ続けてくれる彼にすがり、嗚お咽えつを漏らす。

　それからどれくらい経ったのだろう。随分長い間動けないでいたけれど、気持ちが落ち着いてきたので彼から離れた。

「すみませ――」

「違うよね」

　私が謝ろうとすると、また唇を指で押さえられてしまった。

「ありがとう、ございます」

「うん。少しはすっきりした？」

「はい」

　私はずっと泣きたかったのかもしれない。頑張っても先の見えない不安と、伝統を絶やせないという重圧。本当はそれらの荷物が重くてたまらず、毎日押しつぶされそうだった。奈央にも愚痴を吐けと言われていたのに、責任を感じている母や、奮闘してくれている橋さんたちのことを思うと、どうしてもできなかった。

「本当に体調は大丈夫？」

「頭が少し痛いです」

「うん、それでいい。二日酔いの症状が出たときのために薬をもらってあるから、待ってて」

　ようやく本音が言えた。しかも、私の返答に一ノ瀬さんが満足そうにうなずいてくれたので、安心した。

　彼から鎮痛剤を受け取り、もう一度ベッドに入るように促される。

「一ノ瀬さん、お忙しかったのでは？」

　私に付き合わせて申し訳ない。

「いや、あのパーティさえ済めば土日は休みだったから。それより、着物をじっくり見させてもらったよ」

「あっ……」

　私が脱いだ着物のこと？　汗びっしょりだったのに。

「織りが本当に美しい。それに、なんていうんだっけ。柄がつながっている……」

「絵え羽ば模様ですね」

　絵羽模様というのは、着物を仕立てたときに柄が一枚の絵のようにつながる模様のことで、一着作るのにとても手間がかかる。

「そうそう、それ。俺は洋服専門だからよくわからないんだけど、素人しろうと目めにも美しいと心が熱くなる代しろ物ものだ。こういう職人技を目まの当たりにすると、日本に生まれてよかったと思うよ」

　彼の言葉に感動を覚える。峰岸織物を褒めてもらえて、胸がいっぱいだ。

「峰岸織物は他にどんなものを作ってるの？」

「はい。緞帳が自慢です。職人さんたちがすべて手作りで――」

　いつの間にか、峰岸織物への愛を熱く語ってしまっていた。

「ははっ。本当に会社を愛してるんだね。急に饒じょう舌ぜつになった」

　彼は頬を緩め、おかしそうに笑う。

「あっ……」

　そんなつもりはなかったけれど、たしかにそうかも。会社への想いは、どれだけ語っても尽きることはない。

「峰岸さんの情熱はよくわかった。サンプルは確認したけど、もう少し他の布地も見たい。昔ながらの伝統と、新しいものの融合ができないかなと思ってるんだ」

「それは……」

　どういうこと？

「こんなときに商談するのは本当はイヤなんだけど、あなたがあんまり熱いから」

「商談？」

「そう。スケジュールを確認したら、来週の火曜に十六時から少し時間が空いている。もし都合がつけば、工場にお邪魔させてもらえないかな？」

「工場に？」

　びっくりするような申し出に、声も大きくなる。

「あぁ。言葉でこういうのが欲しいと言っても、うまく伝わらないことが多くて。できる限りたくさんの布を見てみたいんだ。思いがけない出会いから、新しい洋服が生まれるかもしれないしね」

　まさか、あのブランピュールのトップデザイナーが、峰岸織物の商品に興味を示してくれるの？　しかも、自ら工場に足を運んでくれるなんて、夢でも見ているかのようだ。ブランピュールに起用してもらうために営業していたとはいえ、まさかだったので、呆あっ気けに取られてしまった。

　興奮気味にガバッと起き上がると、ベッドに座っていた彼は驚いた様子で体をのけぞらせる。

「あ、ああありがとうございます」

「うん。でも、今はもう少し休んで」

　彼は優しく微笑み、私をもう一度ベッドに寝かせてくれた。




　次に目覚めたときには、一ノ瀬さんはいなかった。

　窓に歩み寄りカーテンを開けると、太陽がもう昇っている。

「え……」

　なんて素晴らしい眺めなの？　街並みが一望でき、かつ、海まで見える。まるでこの景色の持ち主になったかのような気分だ。

　振り返って改めてベッドルームを眺めてみると、私の部屋が三つ分くらいはある広さに驚きょう愕がくする。

　そういえば……部屋に入ってきたとき、両手を広げてもあまりあるような大きなテレビを見たような。別に部屋があるってことだよね。

　考えを巡らせていると、部屋のドアが開き、一ノ瀬さんが顔を出した。

「起きた？　頭痛はどう？」

「すっかりよくなりました」

　彼は昨日とは違い、シンプルな白いＴシャツにチノパン姿だ。

「これ、持ってきたからよかったら着て。家にあった試作品だけど」

　彼が差し出したのは、淡いピンクのワンピースだった。

　家って、わざわざ取りに行ってくれたの？　しかも試作品ということは、彼がデザインした洋服ということ？

「いっ、いえ……。そんなわけには」

「もう一回着物姿も見たいけど、体調もよくないだろうし苦しそうだから、今日はこれ。下着も入ってるから、シャワー浴びておいで」

「えっ、下着？」

　唖あ然ぜんとする私にワンピースと小さな紙袋を渡すと、彼はすぐに出ていってしまった。

「どうして……」

　紙袋には、ブラジャーとショーツが入っている。たしかブランピュールは下着も扱っているはずだけど……驚いたのはサイズが合っていることだ。

　デザイナーをしている彼には、サイズなんて一目瞭然なのだろうか。恥ずかしすぎる。

　とはいえ、汗をかいたので着替えられるのはありがたい。私は素直に、ベッドルームに併設されているバスルームでシャワーを浴びた。




「すごいな。一ノ瀬さん……」

　ワンピースも、サイズがぴったり。しかも噂うわさで聞いていた通り、シルエットが抜群にいいのに動きはまったく妨げられず、見た目が素晴らしいだけでなく快適な一着だった。

　彼に峰岸織物の布で、ぜひとも洋服を仕立ててもらいたい。そんな気持ちが増した。

　着替え終わると、ベッドルームから出ていく。

「え……」

　すると、あのベッドルームが三つくらいは入りそうなほど広い部屋に、腰が抜けそうになった。

「よく似合ってる。うん」

　ソファに座っている彼がワンピース姿の私に声をかけてくれたものの、なんだか頭が真っ白だ。

　……いや、まずはお礼を言わないと！

「あっ、えっと……こんなに素敵な洋服を貸してくださり、ありがとうございます」

「いいよ。あげる」

　彼はごく当たり前な様子でそう口にする。

「いえっ、いただくなんて……」

　買えば十万近くはするはずだ。

「気に入らない？」

「とんでもない。とっても素敵です」

　気に入らないわけがない。サイズも私用に作られたかと勘違いしそうなほどフィットしているし、清せい楚そでおまけにかわいらしい。

「それなら、いいよね？　それより、朝食は食べられそう？」

「は、はい。体調はよくなりましたので」

　どうやらプレゼントしてくれることは確定したようだ。それなら、ありがたく受け取っておこう。

「じゃあ、ルームサービスを頼もう」

　彼はてきぱきと決め、電話をかけてしまう。

「あっ、あの……この広いお部屋は……」

　迷惑をかけてしまったのは私なので、当然料金は持つつもりだった。けれども、このとてつもなく広い部屋に、高そうなシャンデリア、そして重厚なアンティーク家具を目の前にして、軽々しく『払います』とは言えない気分だ。

「あぁ、エグゼクティブスイートだったっけ。なかなか快適だったね」

　そういう話じゃなくて！

「宿泊料は……」

「そんなことを心配してたのか。俺が持つから心配いらないよ。ここの社長と友達だから、たまには使わないとね」

　再びソファに深く腰かけた彼は、平然とした顔。

『たまには』って、そんなに簡単に言うけど、私が普段利用する部屋の宿泊料とは二けたくらいは違いそうなのに。

「でも、私がご迷惑をおかけしたんですし」

「ここは甘えるところだよ？　峰岸さんは頼るのが下手すぎるって言ったでしょ？」

　本当にいいのかな。

　ただ、ためらいはあるものの、彼の親切を踏みにじるのもはばかられる。

「すみ……ありがとう、ございます」

　謝りそうになってやめた。彼は謝罪を望んではいない。

「それに、峰岸さんの着物姿を見て、インスピレーションがどんどん湧いてきてるんだ。デザインが浮かぶなら、これくらい安いものだよ」

　彼が口元を緩める様子を見て、ホッとする。

　門前払いに、嫌味、そしてときには罵声。最近はそんなことばかり経験していたので、人の笑顔がこんなに心地いいことを忘れていた。

　それからしばらくして、ルームサービスがやってきた。

　朝食のはずなのにあまりの贅ぜい沢たくさで、目が飛び出しそうになる。だって、小さめではあるけれど牛ヒレ肉のステーキまであるし、ふわふわのオムレツにスモークサーモンの乗ったサラダ。そしてオニオンスープ。さらにはクロワッサン、ライ麦ブレッドをはじめとした五種類のパンに、ヨーグルト。果物もたっぷりと用意されている。

「うん、なかなかうまそうだ。八や坂さかが――あっ、例の友達が、この朝食が隠れた名物で、実はかなりお得だって教えてくれたから、一度食べてみたかったんだ」

　そう、なんだ。でも、もしかして私が負担にならないように、そう言ってくれてる？

「おいしそうです」

　テーブルにずらっと並んだ朝食に腰が引けているけれど、彼がせっかく用意してくれたんだから思いきり楽しみたい。

「うん。それじゃあ食べよう」

　促されたものの、マナーもわからない。なにから先に手をつけるべきか決まっているのだろうか。

　すると、一ノ瀬さんは私が戸惑っていることに気づいたらしく、フォークを取り、私の手に持たせてくれる。

「好きな物から、好きなように食べればいい」

「は、はい」

「緊張しないで。ふたりしかいないんだし、なんならデザートからでもいいよ？」

　彼はクスクス笑い、カチコチになってしまった私を和ませてくれる。

「ほら、好きな物はなに？」

「お肉が、好きです。でも私、好きな物は最後に取っておきたいタイプで……」

　思いきって言うと、彼はニッと口角を上げる。

「あはは、了解。だけど俺は好きな物を前にすると我慢できないタイプだから、ふたりでシェアするときは早いもの勝ちね」

『ふたりでシェア』なんて事態が、この先あるのだろうか。

　とはいえ、お茶目に言ってくれる彼のおかげで、作法を気にすることなく食べ始めることができた。

　どうやら一ノ瀬さんもお肉が好きらしく、最初に手を伸ばしている。

　その後は、量が多すぎてパンを残してしまったものの、他の物は全部堪能した。

「おいしかったです」

「食べられてよかった。少し休憩してから帰ろう。峰岸さんの家には連絡を入れてもらってあるから心配しないで」

「あっ！」

　家のことなんて頭から飛んでいた。

「そんなご配慮まで……ありがとうございます」

　峰岸織物の電話は、休日や夜間は自宅に転送されるようになっている。だから伝わったのだろう。

「でも男が電話をするとかえって心配するかなと思って、ホテルの人に頼んだんだ。体調がすぐれないので泊まるけど、疲れただけだから心配はいらないと言ってもらってある」

　どれだけ気配りのできる人なんだろう。

「助かります」

「うん。もう少し横になる？」

「いえ。こんなにぐっすり眠ったのは久しぶりで……。もう十分です」

　思えば、こんなに熟睡できたのはいつ以来なのかすらわからない。彼の前で泣いてしまったものの、気持ちが落ち着いたのかもしれない。

「そっか。よかった。それじゃあ、俺のインスピレーションをくすぐってみない？」

　彼は私の目をまっすぐに見つめる。その視線が妙に熱くて、なんだかドキドキしてしまう。

「どういうことでしょう……」

「なんでもいい。峰岸織物に関する知識を俺にもっと教えて。和服のことでもいいし、うんと昔のことでもいい。話を聞きながらイメージを膨らませるから」

　まさかこんな一流のデザイナーに、自分の話からイメージしてもらうなんて信じられない。けれども、せっかくの機会だと、私は話し始めた。

「峰岸織物は大正時代に創業され――」

　長く、おそらく関係のない話もあったはずなのに、彼は相あい槌づちを打ちながら真剣に耳を傾けてくれた。

「うん。いくつか浮かんだよ。火曜にデザインを持っていく。まずはそれに合う布が欲しい」

「えっ！　もう浮かんだんですか？」

「俺はいつもこんな感じかな。常に頭の中に未完成なデザインのピースがたくさん散らばっているんだけど、それがなにかのきっかけでスーッと集まってきてひとつのデザインに仕上がるんだ。峰岸さんの話はいい刺激になったよ」

　たったこれだけでデザインが思いつくなんて、一ノ瀬さんの頭の中を覗のぞいてみたい。

「すごいんですね。びっくりです。でも、ありがとうございます」

「いやいや。また仕事させちゃったね。休めと言ったのは、俺なのに」

　彼は心配してくれるが、首を振る。

「いえ。とても有意義な時間でした。私の気持ちばかり押しつけてしまった気がしますけど……」

　大好きなものの話を聞いてもらえて、心地いいひとときだった。

「押しつけがイヤなことも当然あるけど、峰岸さんの話は楽しかったよ。お母さんが心配してるだろうから、そろそろ行こうか」

「はい」

　なんだか別れるのが寂しい。

　雲の上の存在だった人の前なので、緊張でガチガチになっていてもおかしくはないのに、彼の優しさに包まれていたら心がほぐれた。それだけでなく、今までの疲れまで癒してもらった。大恩人だ。

　そのあと、一ノ瀬さんはわざわざ私をタクシーで送り届けてくれた。

「素敵な人、だったな」

　大失態はしてしまったものの、これがよい縁となってくれるとうれしい。

　去っていくタクシーに頭を下げながら、そんなことを思った。




　火曜日は、母もそして職人さんたちも緊張の面持ち。取引先の人が工場を訪ねてくるのは初めてではないけれど、なんていったって相手は大企業の社長さんだ。この商談を絶対にまとめるという意気込みで、橋さんたちは朝からたっぷりサンプルを用意してソワソワしている。

　けれども、一ノ瀬さんが気さくな人だと知っている私は、いつも通り営業をこなしてきた。

「失礼します。ブランピュールの一ノ瀬です」

　そして……十六時きっかりに、彼は秘書を伴いやってきた。

「本日はご足労くださり、ありがとうございます」

　母が挨拶をしている横で、私も頭を下げる。

「いえ。私が見たくてお邪魔したんです。時間がなくて……早速ですが拝見できますか？」

　チラッと私にも視線を送ってくれた彼を伴い、事務所の隣に併設されている工場へと向かう。

「昔とは違い、随分規模も小さくなってしまいまして」

　母の言葉に一ノ瀬さんはうなずいている。

「ですが、伝統を守っていらっしゃることは耳に入っております。私も新しいものばかりを追い求めるのではなく、古きを知りそこから学びたいと思います。温故知新、ですね」

　彼は謙虚な人だ。一代でこれだけ大企業に育てたんだから、もっと横柄でもよさそうなものなのに。

「峰岸さん、先日言っておりましたデザインです」

　一ノ瀬さんは柔らかな笑みを浮かべ、私にデザイン画を差し出す。

「拝見します」

　彼からデザイン画を受け取り視線を落とすと、肌が粟あわ立だつのがわかる。

　そこに描かれていたワンピースは、私がもらったフレアタイプのスカートではなく、タイトですこぶるセクシーだ。襟元は着物の半襟を彷ほう彿ふつとさせるように二重になっていて、なおかつ、太めのベルトは帯のようだった。

　といっても、あきらかに着物ではなく洋服で、見事に和洋折衷が表現されている。斬新でかつ大胆。他では見たことがないデザインだ。私の話からインスピレーションを、なんて言っていたけれど、本当だったんだと感じる。

「これ……」

　言葉を失くしていると、橋さんも覗き込んでくる。

「なんと！　我が社のためのようなデザインだ……」

　橋さんの声に、一ノ瀬さんはにっこり微笑む。

「峰岸織物さんに出会えなければ、これは生まれませんでした。感謝しております」

「そんな。こちらこそ！」

　恐縮して頭を下げると、一ノ瀬さんは続ける。

「こうしてここにお邪魔できたのも、峰岸さんの熱い想いがあったからです」

　どうしよう。泣きそうにうれしい。

「このデザインに使用する布地を選ばせてください。それと、他にも気になるものがあればいただきたいのですが」

　一ノ瀬さんの言葉に、瞬時に橋さんたちが動きだす。彼らもプロだ。一ノ瀬さんが欲しがっていそうな布をどんどん出していく。

　一ノ瀬さんはその一つひとつを手に取り、目で見るだけでなく感触を確かめている。ときには愛おしい人との逢おう瀬せを楽しんでいるかのように頬を緩めながらうなずいたり、なにかを発見したかのようにハッとした表情をしたり、まるで生地との戯れに興じているかのようだ。

　そして、すぐさま数種類の商品の採用が決まり、一ノ瀬さんの即決力にも驚いた。

「本日は時間がなくて、とりあえずこれだけ注文を出させていただきます。納期などについては別の者から連絡させますので、これからもよろしくお願いします」

　一ノ瀬さんは満足げな表情で頭を下げる。

「とんでもありません。こちらこそ、よろしくお願いします。本日は本当にありがとうございました」

　涙目で声を震わせる母を見ていると、頑張ってよかったと心から思う。

　だけど、これはまだ第一歩。一ノ瀬さんから希望をもらったのだから、もっと頑張ろう。

　彼を事務所の外まで見送りに出ると、「素晴らしい物を拝見できました」とまで言ってもらえて感無量だ。峰岸織物の価値をわかってくれる人が、ここにいた。

「ありがとうございました」

　精いっぱいのお礼の気持ちを込め、深く頭を下げる。

「今後についてのお話をしたいので、今度弊社に来ていただけますか？」

「もちろんです」

「秘書の溝口に改めて連絡させます。それでは」

　そう口にした彼は、忙しそうに行ってしまった。




　その日のうちに溝口さんから電話があり、金曜にアポイントを取ることができた。

　先行きが暗かった我が社に明かりをともしてくれた一ノ瀬さんには、感謝しかない。

　金曜が待ち遠しくてたまらない。こんなにウキウキしたのは久しぶりだ。

「砂羽、随分ご機嫌じゃない？」

　母にまで突っ込まれる始末。

「そんなことないよ？」

　ごまかしてはみたものの、自分でも浮かれていると思う。

　それは、会社にとって大きな取引が決まったといううれしさもあるけれど、私が大切に思うものを同じように愛してくれる人に出会えたという喜びも大きかった。




　木曜の夕方。営業から戻り、ブランピュールに持参する書類の作成に入った。

　一ノ瀬さんは『値切るつもりはありません』と言ってくれたが、できうる限り価格を抑えることで、母にも許可を得ている。

　これは峰岸織物が羽ばたいていけるかもしれないチャンスなのだ。ブランピュールのような大きな会社に採用されれば、今まで門前払いを食らっていた会社も耳を傾けてくれるようになるかもしれない。

　諸々の書類が整い、新たなサンプルを工場にもらいに行こうとしたとき、突然スーツを着た男性がやってきた。取引のある『東とう横よこ銀ぎん行こう』の営業の二にの宮みやさんだ。

「あぁっ、こちらへ……」

　すると母がなぜか慌てだし、奥の応接室を勧める。けれども二宮さんは首を振りそれを拒否した。

「本日は取引停止のお知らせに参りました」

「えっ、どういうこと……」

　彼の言葉が呑のみ込めず、声が漏れてしまう。

　我が社は東横銀行からの融資でなんとかしのいでいる。手を引かれたら、倒産するしかなくなる。

「ちょ、ちょっと待ってください。とにかくこちらへ」

　母が不自然なほどに取り乱すので、イヤな予感がする。

「いえ。本日はそれをお伝えしに来ただけですので」

「どうして急にそんなことをおっしゃるんですか？　今、大きな取引の契約が進んでいます。今後の見通しは明るい――」

　私は母の代わりに口を開いた。

「なにもご存知ないんですね」

　二宮さんの言葉に、母の顔が引きつる。

「社長が株取引に手を出され大損害を出されました。不渡りが出ることは確実です。我が銀行としましては、どう考えても存続不可能な峰岸織物さんへの融資は、これ以上はできないという判断です」

　株？　そんな話は初耳だ。

「お母さん？」

「あれは二宮さんがご紹介くださったんじゃないですか。狙い目の株がある。うまくいけば、借金を大幅に減らせるって……」

　母が声を震わせる。

「リスクもあるときちんとお話しましたよ。それでも、と乗ってこられたのは、社長です」

「そんな……」

　へなへなと力なく座り込む母を見て、私も力が抜けていく。

　ようやくこれからの道筋が見えたのに。

「すみません。今日はお帰りください」

　なにがどうなっているのか把握できていない今、どう東横銀行と向き合ったらいいのかもわからない。私は、二宮さんにはひとまず帰ってもらうことにした。

「お母さん、落ち着いて。全部話して」

　オロオロするばかりの母をなだめて全容を聞き出すと、どうやら二宮さんの勧めで購入した株が暴落して、一千万近くの損害が出てしまったらしい。

　すぐに帳簿を調べて、唖然とする。

「このままでは来週不渡りが出る……」

　不渡りが半年以内に二度重なると、二年間融資は受けられない。信用も失い、資金繰りもどうにもならなくなって、おそらく倒産となってしまうだろう。一千万を補填するあてもない。損害を取り戻せなければ、二度目の不渡りも避けられなくなる。

「ごめんなさい。絶対に儲もうかるからって……。このままじゃ、お父さんが残してくれた会社がなくなってしまうと思って……」

　母は泣きながら謝ってくる。

　簡単に責めることはできなかった。母だって、会社を守りたい一心だったはずだ。

「今は泣いてる場合じゃないよ」

　私はすぐに電話を手にして、何件もの銀行に融資を申し込んだ。けれども、銀行の横のつながりで〝峰岸織物は危ない〟という情報がすでに出回っているらしく、話を聞いてくれることすらない。

　それから、銀行だけでなく父の古くからの知り合いに融資を頼んでみたものの、すべて答えはノー。道が、断たれてしまった。

　まさか、こんなふうに終わりを迎えるなんて想像もしていなかった。コツコツ頑張っていれば、一ノ瀬さんのような理解者がもっと増えていくはずだと希望を抱いていた。それなのに……。

　それでも、泣けなかった。自分を責め続ける母の前で、私が涙を見せるわけにはいかなかった。




　その晩。なんとか母をなだめて寝かせたあと、窓から空を眺める。

「お父さん、ごめん。守れなかったよ。ごめんね……」

　今まで我慢していたからか、あふれてくる涙が止まらなくなってしまう。

　もう、他に手はない？　本当に、私にできることはない？

　いったんは倒産を覚悟したものの、あきらめきれない。

「あっ……」

　もうひとつだけ、残された道がある。

　無茶な話だとわかっている。だけど、それにかけるしかなかった。




　次の日。まだ橋さんたち従業員には会社の危機を伝えないように母に口止めをして、ブランピュールに向かった。

「お待ちしておりました」

　今日は、約束の時間に稲田さんが出迎えてくれた。

「本日はお時間をいただき、ありがとうございます。どうぞこれからよろしくお願いします」

　一ノ瀬さんのほうからの依頼とはいえ、通常窓口となっている彼女を通さない商談だったので、怒っているのではないかと緊張していた。けれども、稲田さんはまったく平然とした顔をしている。ただ、その冷たい視線は相変わらずだ。

「社長室にご案内します」

　私は淡々と話す彼女に従った。

　――トントントン。

「稲田です。峰岸さんをお連れしました」

「どうぞ」

　中に入ると、スリーピースを着こなした一ノ瀬さんが、私に微笑みかけてくれる。

「本日はお時間を割いてくださり、ありがとうございます」

「いえ。稲田には今後、御社との取引の窓口になってもらいたいので、同席させていただきます」

「はい。よろしくお願いします」

　ソファに向かい合って座ると、早速一ノ瀬さんが口を開いた。

「納入価格に関する書類と、契約書を持ってきてくれましたよね。拝見できますか？」

「はい」

　私は昨日懸命に作った書類をテーブルに差し出した。

　彼がそれに目を通し始めると、あのデザイン画が頭をよぎる。

　彼に認められ、これから盛り返すはずだったのに、このままでは峰岸織物の歴史が終わってしまう。

　そう思ったら、覚悟が決まった。

「一ノ瀬社長。お願いがございます」

「はい。なんでしょう？」

　一ノ瀬さんは不思議そうな顔をして私を見つめる。

　私はすぐに立ち上がり、床に正座して頭を下げた。もう私には、こうすることしかできない。

「峰岸さん？」

「ぶしつけなお願いだとわかっております。どうか我が社に融資していただけないでしょうか？」

「稲田。席を外せ」

「はい」

　私が頭を下げ続けていると、そんな会話が聞こえてきて、稲田さんが部屋を出ていく音がした。

「峰岸さん。顔を上げて」

　それからすぐに一ノ瀬さんが私のところに歩み寄り、肩をつかんで体を起こさせる。

「こんなみっともない真似をして申し訳ありません。もう、他に――」

「話を聞かせて。とりあえず座って」

　彼は私を立たせて、もう一度ソファに座らせてくれた。

「それで？」

　一ノ瀬さんが促してくれたので、すべてを正直に打ち明けた。

　断られるのはわかっている。取引してもらえるだけでありがたかったのに、融資なんてとんでもない話だ。だけど、最後まであがきたかった。どれだけみじめな思いをしたって構わない。峰岸織物の存続の可能性が一パーセントでもあるのなら、あきらめられない。

「東横銀行か……」

　彼はなぜかそこに引っかかったらしく、顔をしかめる。

「それで、不渡りを出さないためにはいくら必要なんだ？」

「とりあえず五百万。でも、またすぐに次の支払いが……」

「わかった。俺が出そう。一千万でいい？」

「えっ……」

　一ノ瀬さんの言葉が一瞬理解できない。絶対に断られると思っていたからだ。

「甘えられたじゃないか。ただ、土下座はやめてほしいけどね」

　そんなことを言ったって、簡単に貸せる額じゃないことは承知の上だし、父と昔から付き合いのあった人ですら相手にしてもらえなかったのに。つい最近出会い、話ができるようになったばかりの人が、まさか了承してくれるとは思ってもいなかった。

「どうしたの？　キョトンとして」

「す、すみません。断られることしか頭になかったので、びっくりして」

「あはは。いいねぇ、その素直な反応」

　彼は肩を震わせ笑っているが、私は信じられなくていつまでもボーッとしていた。

「その代わり、これは投資だ。峰岸織物の再生を手伝わせてほしい。これほどまでの優良企業がなくなってしまうのは、業界でも痛手だ。それを阻止したい」

「一ノ瀬さん……」

　うれしくて鼻の奥がツーンとしてくる。

「これで会社存続は決まったよ。本題に入ろう」

　彼はあっさり流すけど、やっぱり夢を見ているようで頭が回らない。

「納入価格はこれでいい。ただ、今後商品の大量生産をお願いするかもしれないから、そのときは少々納期の無理を言うかもしれない」

「もちろんです。いくらでもお受けします」

　大量生産の注文なんて最近ないので、大きな声が出てしまう。

「うん。峰岸さんは元気なほうがいい」

　彼は口元を緩める。

「――ありがとうございました。サンプルはすぐに手配いたします」

　もう無理だと思っていた交渉が、彼のおかげでまとまった。

　社長室をあとにして玄関へと向かう途中、席を外してくれた稲田さんとすれ違った。

「先ほどは、申し訳ありませんでした」

「いえ。社長は融資を承諾されたんでしょうか？」

「はい」

　返事をすると、彼女は小さなため息を落とす。

「私たちは社長の意向であれば従いますが……」

　そこでいったん言葉を濁した稲田さんは、私を鋭い目で射る。

「社長が困るようなことがあれば、私が許しません。社長がなんと言おうと、全力であなたを排除します」

　宣戦布告、のようだった。でも、彼女の言うことはもっともだ。自分が慕う上司に危機が迫っていれば、それをなんとかしようとするのは当たり前。

　一ノ瀬さんの好意に甘えすぎているのはわかっている。それでも、峰岸織物の伝統をつなぎたい。今はなにを言われてもこのまま突き進むしかない。

「はい。肝に銘じておきます」

　私が深く頭を下げると、彼女はヒールの音を高らかに響かせながら去っていった。




　会社に戻り一ノ瀬さんに助けてもらえることを話すと、母は泣き崩れてしまった。その気持ちはよくわかる。本当なら今頃、橋さんたちに倒産を伝えていたかもしれないのだから。

「一ノ瀬さんのアドバイスでは、当面は思いきって受注生産のみにして規模を縮小して、在庫を抱えるリスクを回避したほうがいいと。ブランピュールの洋服で注目されれば受注も増えてくるはずだから、それまで耐えてほしいと。あと、価格は絶対に下げないでって」

「下げない？」

　母が怪け訝げんな声を上げるのは理解できる。これまで価格の安い布を扱うメーカーにことごとく市場を奪われてきたし、価格競争に敗れて今の経営難を招いていると思っていたからだ。

「そう。安い布を売るメーカーはいくらでもある。そこに飲み込まれても勝算はない。峰岸織物は品質の高さを前面に押し出して、妥協しちゃダメだって」

「そう、ね。立ち上げからあっという間に会社をあそこまで大きくした人だものね。言う通りにやってみよう」

「うん」

　私がうなずくと、母はようやくホッとしたような顔を見せてくれた。










特別なひとりに




　その後、ブランピュールとの交渉はトントン拍子に進んだ。

　シンプルだからこそ品質の良し悪しが出てしまう真っ白な綿の布も新たに採用となり、ブランピュールで定番となっているブラウスに使用されることまで決まった。

　けれども、まだ商品化にまで至っていないので、『峰岸織物は傾きかけている』という噂を否定することもできず、営業はうまくいかない。

　一日中歩き回ってもことごとく門前払いの生活はかなり堪える。

　無論、ここで立ち止まるつもりはない。一ノ瀬さんがつないでくれた峰岸織物の伝統は、今度こそ私が守る。

「ふー」

　とはいえ、営業先から会社近くの駅まで戻ると、ため息が出てしまった。歩きすぎたせいで豆がつぶれてしまった片足を引きずるようにして進み始める。

「峰岸さん」

　すると、どこからか私を呼ぶ声がする。

「見つけた。すれ違わなくてよかった」

　キョロキョロと辺りを見渡していると……一ノ瀬さんが私に駆け寄ってきた。

「一ノ瀬さん……。どうされたんですか？」

「急にインスピレーションが湧いてね。時間が空いたから工場にお邪魔して、こんな布を作ってほしいとお願いしてきたんだ。そうしたら、峰岸さんがもうすぐ帰ってくるはずだと聞いて」

　それでわざわざ駅まで来てくれたの？

「これを見せたくて」

　彼が差し出したのは、あの和洋折衷のデザイン画の試作品の写真だった。

　茜あかね色いろという落ち着いた赤色の生地に、襟元は紫を帯びた深い青色である紺こん青じょう色いろの生地がチラリと見えるように重ねてあり、着物の半襟のようだ。わざとスリットが深く入れてあるスカート部分からも、紺青色の布が顔を出すデザインになっている。

「あぁっ、すごい。もうできたんですか？」

「いや、ここからまだ動きやすさを考えてパターンが変更になる。だけど、こうして平面のデザインが立体的になる瞬間は俺もいつも感動するから、峰岸さんにも早く見せたくて」

　一ノ瀬さんの言う通りだ。いや、私は平面のデザインどころか、一枚の布から女性をワクワクさせる作品への変化なので、胸が震えるほど感激している。

「本当にありがとうございます。なんとお礼を言ったらいいのか」

　さっきまでのつらさなんて、一瞬で吹き飛んだ。

　胸がいっぱいで瞳が潤んでくる。でも、元気な私がいいと言ってくれたのだから、笑顔でいたい。

「いや、これは峰岸さんの情熱があったから生まれた作品だよ」

「とんでもありません」

　一ノ瀬さんの素晴らしいデザインがあるからこそだ。

　それにしても、なんて優しくて素敵な人だろう。他人への気遣いができ、才能も作品への熱い想いも持ち合わせていて……おまけに容姿も完璧。非の打ち所がない。

「それよりその足、どうかした？　引きずってるように見えたんだけど」

　彼は目ざとく私の足の異変に気がついた。

「豆ができてしまいました。でも、いつものことですから」

　正直に告白すると、彼はしゃがみ、ためらうことなく私の右足に手を伸ばす。

「一ノ瀬さん？　ちょっ、なにして……」

　そして私のパンプスを脱がせ、驚くことにその足をひざまずいた彼の膝の上に乗せた。

「血がにじんでるじゃないか。はー、頑張りすぎだって言ってるだろ」

　彼は眉根を寄せ、呆れ顔。

「いえっ、これくらいは大丈夫です。あとで絆ばん創そう膏こうでも……えっ？」

　なぜか一ノ瀬さんはパンプスを持って立ち上がり、私を横向きに抱き上げるので、慌てふためく。

「あ、歩けますよ？　下ろしてください」

　たくさんの人の視線が私たちに降り注いでいる。

「なにが大丈夫なんだ。俺の前では我慢は不要だ」

「はっ、すみません」

　少し強めにたしなめられてたじろぎ謝れば、彼は首を小さく振る。

「峰岸さんが頼ってくれないから、余計に心配になる。だから素直に甘えてくれない？」

「ですけど！」

「口ごたえは許さない」

　彼は怒ったような顔をして冷たく言い放ったが、次の瞬間、我慢しきれないといった様子で、プッと噴き出した。

「俺、一応そこそこの会社の社長だから。威厳を保たせておいてくれるとありがたい」

　威厳って……社長という立場の人がこうやって私を抱き上げているのが、そもそも間違っていると思う。だけど、私に口ごたえをさせないのは、彼の優しさなんだろう。

「……はい」

「落ちるよ。俺の首に手を回してつかまって？」

「は、はい……」

　彼の言う通りにしたものの、体が密着してしまい鼓動がうるさくて仕方ない。恥ずかしさに頬を赤らめていると、彼は再び口を開いた。

「営業、まったく空振りなんじゃない？」

　図星な指摘をされ、言葉に詰まる。

「あのあと、絶対に大変なはずなのに、峰岸さんがなかなか頼ってこないからどうしたらいいかずっと考えていたんだ。で、俺の手助けへの代償があれば、少々頑固な峰岸さんも遠慮なく頼れるようになるかなと思ったんだけど……」

「代償……」

　これだけ助けてもらっておいて、その分をすっかりお返しすることなんてできないけれど、感謝の気持ちはぜひとも示したい。

「峰岸さん、料理はできる？」

「はい、ひと通りのものは」

　料理教室に通っていたこともあったし。

「じゃあ、手料理が食べたいな」

「えっ！」

　それが代償？

　驚きの声を上げると、一ノ瀬さんはにっこり微笑む。

「そんなことで、いいんですか？」

「そんなことじゃないさ。俺、デザインに没頭しすぎると、食べることを忘れてしまうんだ。自分でも不健康だなと思って――」

「忘れるって……ダメです。きちんと食べないと！　あっ……」

　ついお説教をしてしまい、口をつぐむ。

「ははっ、峰岸さんっておもしろい人なんだね。普段は口数が少ないのに、主張したいことは曲げない。そういう芯の強い女性って、なかなか魅力的だよ」

「み、魅力……？」

「あはは。そのキョトンとした顔もなかなかいいね」

　間近でそんな評価をされ恥ずかしくてたまらない私は、顔を彼の首筋に押しつけて隠した。すると、香水だろうか。とても爽やかな香りがしてドキッとしてしまう。

　私は自分から密着するような行為をしてしまったことをすぐに後悔した。全身が熱くてたまらない。

　こっそり鼓動を高鳴らせていると、彼の足がふと止まった。それに気づき顔を上げれば、彼の視線が遠くに向いているのがわかる。

「社長！　どうされましたか？」

　その視線の先から、白い手袋をした男性が血相を変えて駆け寄ってきて、一ノ瀬さんに声をかける。

「彼女が足を痛めているんだ。峰岸織物に戻ってくれ」

　前方には、黒い高級車が止まっている。運転手さんだ。

「かしこまりました」

　一ノ瀬さんは私を後部座席に乗せたあと、自分も隣に座った。

　運転手付きのこんなに立派な車に、私が乗ってもいいの？

　緊張のあまり顔がこわばる。

「先ほど秘書の溝口さんから電話が入りました。もうすぐ会議なのに、社長の電話がつながらないと焦って……」

「わかった。連絡を入れるから、とりあえず峰岸織物に向かってくれ」

「承知しました」

　もしかして、あの試作品を私に見せるために、時間がないのに駅まで探しに来てくれたの？

　ハッとして彼の顔を見つめると、「大丈夫。間に合わせるよ」と言いながら、スマホを手にした。

「一ノ瀬だ。――あぁ、すぐに帰社する。会議の資料には目を通してある。問題ない」

　凛り々りしい彼の声に、胸がときめいてしまう。私の前ではすこぶる優しく、大企業のトップであることを忘れてしまいそうになるが、部下の前での堂々とした姿を目の当たりにすると、彼への尊敬の念が湧き上がってくる。

　彼は電話を終えると、すぐに私の足を覗き込んだ。

「足は平気？」

「大丈夫です。私は歩けますので、どうか会議に行ってください」

「間に合わせるって言っただろ？」

　彼は先ほどまでとは違う優しい声色で私に話しかけてくれる。

「はい。ありがとうございます」

　これ以上言っても彼は引きそうにない。私は素直に送ってもらうことにした。

「一ノ瀬さんは、毎日遅くなるんですか？」

「毎日というわけじゃないけど、遅くなることも多いね。だから食事も適当になる」

　それで、『手料理が食べたい』なんて言いだしたんだ。

「適当って……なにを召し上がっているんですか？」

「そうだなぁ。つまみを買ってきて、ビールやワインを飲んで終わりのことが多いかな」

「えっ！　それはホントにダメです！」

　さっきお説教をして後悔したばかりなのに、どうしてもムキになってしまう。父を病気で亡くして、健康でいられることのありがたみを思い知ったので余計に。

「そう、ダメだよね。で、代償を思いついたわけ」

　彼は軽くそんなことを言ってくるけど、手料理となれば彼の家に行かなくてはならなくなる。なんと答えていいのかわからず目を泳がせていると、彼は私に少し近づき耳元に口を寄せた。

「代償を受け入れるか、迷ってる？」

「えっ、あのっ……」

　うっとりとしたような視線と少し濡ぬれた唇。妙な色気を放つ彼を前に、質問されただけなのに心臓の高鳴りが抑えられなくなった。

「あー、でも、今日は遅くなるから我慢するよ」

　彼は白い歯を見せる。

「今日って……」

　手料理の件は本気なんだ。

　私が動揺しているうちに、五分ほどで会社の前に到着した。

「一ノ瀬さん、本当にありがとうございました」

　わざわざ車を降りてきてくれた彼に頭を下げる。

「足、ちゃんと消毒するんだよ。せわしなくて申し訳ないけど、今日はこれで」

　彼は一瞬切なげな視線を私に送る。それに気づいてしまった私の胸がコトンと音を立てた。

「待ってください」

　再び車に乗り込もうとする彼のジャケットの裾をつかんでしまう。

　すると彼は、振り向いてくれた。

「どうした？」

「あ、ああああのっ……」

　自分で引きとめておいて声が上ずる。

「私、ついさっきまで、本当はすごくへこんでいたんです。でも、一ノ瀬さんに会えて元気が出ました。代償なんてたいしたことはできませんが、しょ……食事を作りに行ってもいいですか？」

　大胆な発言をしてしまった。だけど、とびきり優しい彼の前で、私も優しくなりたいと思ったのだ。

「これから会議だと言っただろ？」

　彼は眉をひそめ、顔をゆがめる。

「あっ、すみません」

　余計なことを言ってしまったと顔を伏せると、彼が私の手を不意に握る。

「そんなうれしいことを言われたら、会議に身が入らなくなる」

「え……」

　そういう意味で困っていたの？　でも、本当にうれしいと思ってくれるの？

　恥ずかしさに頬を赤らめていると、彼の内ポケットのスマホがけたたましく鳴り始めた。

「ふぅ、タイムリミットだ。峰岸さん、これ」

　彼はポケットからなにかを取り出し私に握らせる。

「鍵？」

「うん。うちのマンションの」

「えっ！」

　次に名刺を取り出し、裏に万年筆を走らせる。端正な文字で書かれたそれは、住所だった。

「ここの最上階なんだけど、二部屋しかないからすぐにわかると思う。いつでも来ていいから」

　彼はごく平然としているが、鍵を預かるなんて想定外すぎて腰が抜けそうだ。

「いっ、いえっ……」

　慌てて返そうとしたのに、拒否されてしまう。

「会社にもうひとつ鍵が置いてあるから心配いらない」

　そんなことを心配しているわけじゃなくて！

「俺、決めたことは即実行しないと気が済まないたちなんだ。それに、峰岸さんが前言撤回したら困るから」

　たしかに、彼の即決力は何度も目の当たりにしてきたし、行動力があるゆえ、あれほどまでに会社を大きくできたのだろう。けれども、それは仕事の上で、だ。

「撤回なんてしません。でも！」

　本当に彼の体が心配だし、食事を作るくらいなんでもない。しかし、恋人でもないのに部屋の鍵を預かるなんてさすがにできない。

「それじゃ、決まり」

　どうやら私の戸惑いを気づかないことにした彼は、緩やかに微笑みながら、鍵を持つ私の手を握らせ大きな手で包み込む。

「鍵を預けてもいいと思ったのは、峰岸さんが初めてだよ」

「えっ……」

「それじゃあ」

　彼は唖然とする私を置いて、車に乗り込み行ってしまった。

「本気？」

　握った手をゆっくり開くと、たしかに鍵がある。とんでもない展開に仰天しつつ、『鍵を預けてもいいと思ったのは、峰岸さんが初めてだよ』という彼の声が耳に残ったまま離れない。

　でも、まだ出会ったばかりだし……彼の前では失態ばかり。しかもことごとく窮地を救ってもらっているというのに、どうしてそう感じてくれたのか不思議でたまらない。

「行って、みようかな……」

　ちょっと緊張するけど、そこまで言ってくれる彼に温かい夕食を食べてもらいたい。そして、もっともっと羽ばたいてほしい。

　そう思いながら見上げた空は、鮮やかなオレンジ色に染まっていた。




　それから四日。なかなか踏ん切りがつかず、預かった鍵を見つめてはため息をつくばかり。

　だけど、行くなら金曜の今日がいい。明日は休みなので、少しくらい遅くなっても構わないから。

　いつでも来ていいと言われているけれど、連絡しなくても大丈夫だろうか。

　といっても、知っている連絡先は会社の電話番号とメールアドレスのみ。しかも仕事で連絡するときは、いつも秘書の溝口さんが間に入って取り次いでくれるので、なかなか私用の伝言はしづらい。

　ただ、このままではいつまで経っても行けない。せっかく思い立ったんだからと、行動を起こすことにした。

「奈央とご飯食べてくる」

　母にどう説明したらいいのかわからず嘘うそをついて、一ノ瀬さんのマンションへと向かった。

　あらかじめ彼のマンションの場所を調べ、近くにスーパーがあることを知っていた私は、まずはスーパーに行き食材をそろえた。

　あんな立派な会社のトップに立つ彼に、なにを作ったらいいのかなんてまったくわからない。料理教室に通っていたことはあるけれど、フレンチのフルコースが作れるわけでもなく、しばらくスーパーで考え込んでしまった。

　でも、そんなことはきっと彼だってわかっている。ビールのおつまみより体に優しいものが作れればいいやと思い直し、材料をかごに入れていった。




　彼のマンションは小高い丘の上にあった。玄関を入る前に振り返ると、眼下に見事な夜景が広がっていて、あんぐりと口を開ける。

「すごいな……」

　一ノ瀬さんはこんなに美しい光景を毎日見ているの？　しかも、ここの最上階だと聞いている。彼の部屋からだともっときれいに見えるに違いない。

　初めての訪問で、しかも肝心の家主がいない家に入るのはドキドキする。エントランスでロックを解除しマンションに足を踏み入れると、大理石でできた床と立派すぎるシャンデリアが私を迎えてくれた。

「ホテルみたい……」

　私の知らない世界に迷い込んだようだ。

　右手にあるエレベーターに乗り込み、最上階のボタンを押す。

　二十階に到着して降りると、たしかに玄関はふたつしかないけれど……二軒では少なすぎじゃない？と思うような広さだ。

　早速玄関のネームプレートを確認すると、右側のドアに【一ノ瀬】と書かれていた。

　私はなんとなく一度深呼吸してから、鍵を開けた。

「お邪魔します」

　エントランスでチャイムを鳴らして反応がなかったことを確認しているのに、一応声をかける。緊張して手に妙な汗をかいてしまう。

「なに、ここ……」

　すぐに見つけた照明のスイッチを押すと、すぐ右側に部屋がある……と思ったらシューズクローゼットだった。

「えー、すごい」

　勝手に悪いと思いつつ、興味津々で中を覗いてしまう。すると、数えきれないほどの靴が並んでいて目を丸くした。

　それから広い廊下をまっすぐに進む。途中でトイレやバスルームだと思われるドアがあったが、とりあえずリビングを探すことにする。おそらく突き当たりのドアがそうだと思ったら、当たっていた。しかし、ドアを開けた瞬間、腰が抜けそうになる。

「広すぎ……」

　五十畳は軽くあるだろうと思われるリビングは、ブラウンの革張りの立派なソファと、もはや何インチなのかわからない大きすぎるテレビとスピーカー。ダイニングテーブルは木のぬくもりを感じるブラウンの無む垢く材ざいで作られていて、イスが六脚ある。

　他には、観葉植物や緑あふれる風景画が飾られており、まるでモデルルームのようなおしゃれさだ。

「そういえば……」

　私はさっき見た夜景を思い出し、閉まっていたカーテンを開けた。

「うわー」

　思った通り。エントランスより随分階層が高いせいで、遠くまで見渡せる。大きなビルがあちこちに見え、車の通りの多い道路は光の束ができている。

　私はその光景に目を奪われた。

　しばらく堪能したあと、早速キッチンへ。シンクはピカピカだったが、コーヒーカップが洗うことなく置かれていた。

　緊張しつつこれまた大きな冷蔵庫を開けたものの、ほとんどものが入っていない。買ってきたものを放り込み、いよいよ調理開始だ。

　調理道具はひと通りそろっているけど、どれもあまり使われた形跡がない。いろんな引き出しを開け、道具一式を取り出してから手を動かし始めた。

　今日作るのは、デミグラスソースで煮込んだロールキャベツ。他にも、ドレッシングを手作りしたサラダや、かぼちゃのスープなどが並ぶ予定だ。

「できた」

　すべてが出来上がったのは、二十時を越えたところだった。

　トイレを借りるために廊下に出ると、ドアが半開きになっている部屋が目に入る。気になって開けてみると、目の前に広がった光景に目をパチクリしてしまう。

「なに、ここ……」

　リビングはきれいに片付いているのに、二十畳ほどの広さの部屋いっぱいに物があふれていた。

「仕事部屋？」

　最初に目に飛び込んできたのは、窓の近くに置いてあるトルソー。一部布が巻かれている。そして、その横にはミシン。床に散らばっていた紙をよく見ると、型紙のようだ。

　真ん中には大きな机が存在感を示している。ハサミやスケールが置いてあるので、作業台なのだろう。

　一ノ瀬さん、自分でも作るの？　社長業だけでなく、自身でデザインを手がけメインデザイナーとして活躍していることは知っていたけど、デザイン画を描くだけかと思っていた。

　それから、布が積まれている棚も見つけた。

「これ……うちのだ」

　その中には以前渡したサンプルの布も含まれていて、なんだか気持ちが上がる。

　一ノ瀬さんが住んでいる世界をもっと見ていたかったけど、勝手にかき回してはいけないと思い、廊下に出た。

「すごいな……」

　社長なんだから経営面でも動き回らなくてはならないだろうに、こうして自宅でもデザインして、洋服を作り……。とてつもなく忙しそうだ。だけど、それも才能がある所以ゆえんだし、天は二物を与えずって嘘なのかも。

　トイレに行ったあと、再びリビングに戻りソファに座ったものの、ソワソワして落ち着かない。

　いつ帰ってくるんだろう。一応食事はふたり分作ったけれど、緊張しすぎて息をするのも苦しいくらいだ。

　いっそ書き置きでも残して帰ってしまおうかと思ったとき、玄関の鍵がガチャッと音を立てた。

「あれっ？」

　一ノ瀬さんの声だ。

「もしかして、峰岸さん？」

　慌ててリビングを出ていくと、一ノ瀬さんの目が真ん丸に見開いた。

「あっ、あの……連絡先がわからなくて、勝手に入りました。すみません」

「なに謝ってるの？　いつでも来ていいって言ったのは俺だよ？　ああ、そっか。仕事用の連絡先しか渡してなかったね。来てくれないんだって落ち込んでたんだけど、来にくかったのか……」

　彼はなぜかホッとしたような表情を見せる。

　私が来ないからって落ち込んでいたの？　まさかの発言に、びっくりだった。

「いい匂いがする」

　リビングのほうに目を向けた彼は、スーッと息を吸い込んでいる。

「夕食を作りました。お口に合うかどうかわからないですが」

「いや。この匂いだけでご飯が三杯くらい食べられそうだよ。すぐに着替えてくる」

　彼は仕事部屋とは反対のドアを開け、入っていってしまった。

　私は再びキッチンに戻り、ロールキャベツを温め始める。

　我ながら、大胆なことをしていると思う。男の人の家に食事を作りに来て、しかもふたりきりなんて。

　一ノ瀬さんに手料理を食べさせてあげたいという気持ちが勝ってしまったが、今さらながらに動揺して、これを出したら帰ろうと決意していた。

　彼はすぐに着替えて戻ってきた。ホテルで見たときのように、Ｔシャツにジーンズというとてもシンプルな装い。でも、一見ごく普通のＴシャツのようだが、とてもシルエットが美しい。

「なに作ってくれたの？」

　すぐに、キッチンにいた私の横にやってきた彼は、鍋を覗き込んでくる。

「メインはロールキャベツです。お嫌いな物、ありましたか？」

「なんでもいただくよ。でも、肉とエビは特に好きかな」

「エビもお好きなんですか？　私もです」

　よかった。サラダにエビをトッピングしてある。

「もうできますので、座ってていただけますか？」

「ここで見ていたいんだ。まさか、こんなに豪華な食事が食べられるなんて思ってなかったから、テンション上がる」

　豪華って……。ごく普通の家庭料理なのに。

　しかし、隣にいられると妙に意識してしまい、息が苦しい。

「あっ、熱っ」

　緊張で体がガチガチになっていたからか、ロールキャベツの鍋に少し触れてしまった。

「大丈夫!?」

　途端に彼は顔色を変えて私の手を握り、すぐに蛇口を全開にして冷やし始めた。

「傷になったらどうしよう……」

　彼が焦りを纏った声を絞り出す。

　この程度のヤケドは珍しくないのに。なんとか安心させたい。

「大丈夫です。おっちょこちょいで、すみません」

　わざとおどけてそう口にしたのに、彼は首を振る。

「ダメだ。ちゃんと冷やして」

　彼がうしろに立ち私の体を挟み込むように、ヤケドをした右腕を両手でつかむので、密着してしまい一瞬息が止まる。ヤケドをした指より、顔が火ほ照てってしまう。

「ちょっと見せて」

　しばらく冷やした彼は、いったん水を止め、私の指を至近距離で観察し始めた。

「それほどひどくないようだ。よかった」

　そして安あん堵どの声を上げたあと、なぜか指先に唇を押しつける。

　な、なにしてるの!?

　仰天のあまり、心臓が口から飛び出しそうになった。

「あっ、あのっ、一ノ瀬さん？」

「ん？　冷えちゃったね」

　焦りまくる私とは裏腹に、彼は涼しい顔をして今度は私の手を大きな手で包み込む。

「だ、大丈夫ですっ！」

　この距離感って、普通なの？　もう、無理。

　男の人にこんなに触れられた経験がない私は、恥ずかしさに耐えられなくなり手を引いた。

「ホントに？」

「は、はい。そろそろお皿に盛りますね」

　冷静になれ、私。

　バクバクと激しい音を立て続ける心臓に命令を下したものの、簡単にはどうにもならない。

　なんとかひとり分を盛りつけテーブルに運ぼうとすると、彼が制止する。

「峰岸さんの分は？」

「私は帰ります。残ったものも、よろしければ食べていただいて――」

「なに言ってるんだ。帰さないよ。一緒に食べよう」

　少し強めに言われたので、動きが止まってしまう。

「せっかくこんなにおいしそうな食事を作ってもらえたのに、ひとりでなんて寂しいじゃないか。ふたりで食べたほうがおいしいに決まってる」

　たしかに、ひとりの食事は味気ない。

「ですが……」

　ホテルに泊まったときは体調不良で仕方がなかったとしても、今日は違う。一ノ瀬さんとふたりきりなんて、やはり気まずい。

「それじゃあ、これも代償。俺と一緒に食事をすること。当然それも含んであったつもりなんだけどな」

　呆れ声を出している彼を前に、『帰ります』とはもう言えない。

　結局、私の分も用意して大きなダイニングテーブルに並べた。

「まともな夕食は久しぶりだ。接待は多いけど、商談しながらでは食べた気がしないからね。ありがとう」

「いえ。お口に合うといいんですが……」

「いただきます」

　彼は本当にうれしそうに微笑み、ロールキャベツにナイフを入れる。そしてソースを絡めてから口に運んだ。

　どう、かな……。

　彼の反応を、固唾を飲んで見守る。

「このデミグラスソースも作ったの？」

「はい。一応手作りです」

「すごくおいしい。なんていうか、幸せになれるような優しい味だ」

　合格点をもらえたようでホッとするのと同時に、自分が作ったものを『幸せになれる』なんて言ってもらえたのは初めてで照れくさい。

「ありがとうございます」

　次に彼はサラダのエビに手を伸ばしている。本当に好きな物から食べるタイプらしい。

　彼の笑顔につられて少しリラックスしてきた私も、ようやくフォークを手にした。

　彼はどんどん食べ進み、ちょっと多めに作ったのに全部平らげてくれた。

「一ノ瀬さん、外食はされないんですか？」

「たまには行くよ。だけどひとりだとなんとなく寂しいし、誰かと一緒に行けば長くなる。会社にいると社長業のほうが忙しくなりがちでデザインをする時間が取れないから、家でゆっくりやりたいんだ」

　それを聞き、仕事部屋の光景が頭に浮かんだ。

「あっ、お仕事の部屋のドアが少し開いていたので、覗いてしまいました。すみません」

「構わないけど、散らかってたよね」

　彼はクスクス笑う。

「ご自分でも洋服を作られるんですね」

「そうだね、試作品は。立体的になると雰囲気も違うし、実物があったほうが改善点も見つかる」

　つまり、ここは自宅であるのと同時に、ブランピュールの大切な拠点のひとつでもあるのだろう。

　だけど、デザイン画を描く時間が欲しいなら、私は早くおいとましたほうがいい。

　それに気づき、慌てて席を立った。

「すぐに片付けますね。どうか私のことは気にせずデザインしてください。食器を洗ったら帰ります」

　お皿に手を伸ばしながら言うと、彼がその手を不意に握るので、目が真ん丸になる。

「もしかして、邪魔かもしれないと思ってる？」

「えっ……。はい」

　正直に返事をすると、彼は小さなため息をつく。

「峰岸さんは特別なんだよ。さっき玄関でいい匂いが漂ってきて、峰岸さんが来てくれたんだと思ったら、飛び上がるほどうれしかったのに。俺はあなたと、一秒でも長く一緒にいたいんだ」

　一ノ瀬さんは私から視線を逸らすことなく、きっぱりと口にする。しかも、握った手を離してくれないので、恥ずかしさに頬が赤く染まってしまう。

　私は特別って、どういう意味なの？　それに、長く一緒にいたいって……。

「仕事を手伝う代償なんて言ったけど、口実だ」

「口実？」

　彼の熱い眼差しに絡めとられてしまった私は、胸が疼うずくのを感じていた。

「好き、なんだ」

　思いがけない告白に、思考が固まる。

「あなたが、好き、なんだ」

　彼はグイッと強い力で腕を引き、私を抱き寄せた。

　えっ……。嘘!?

　途端に激しく打ち始めた鼓動が彼に伝わっていないか心配になる。

「峰岸さんの会社に対する強い想いを見ていたら、ブランピュールを立ち上げた頃のことを思い出して、俺まで熱くなった。それで、ここまで情熱を注げる峰岸さんのことが気になり始めた」

　彼は私を抱きしめたまま話し続ける。私はどうしていいのかわからず、そのまま身を預けていた。

「峰岸さんが峰岸織物の職人さんや伝統について話す姿が本当に輝いていて、それを聞いているだけで、俺まで心穏やかになれて……。しかも、なりふり構わず会社のために奔走するあなたが健気で、おまけに心配で。見えるところに置いておきたいといつの間にか考えるようになっていた」

「一ノ瀬、さん……」

　どうしよう。ヤケドしそうなほどの熱い想いを聞かされ、胸が満タンだ。

「でも、勘違いしないで。あの融資も仕事の取引も、好きだからしたわけじゃない。あなたの情熱と、峰岸織物の技術に純粋に心奪われたからだ」

　それを聞いてちょっとホッとした。もちろん、彼がビジネスの上でそんなに甘い考えを持った人だとは思っていない。だけど、もし私的な感情だけで峰岸織物を評価してもらえていないのなら悲しいから。

「俺……こんなに一緒にいたいと感じたのは、峰岸さんが初めてだ。鍵を預けたのにちっとも来てくれないから、もどかしく思ってた。だから今日、こうして来てくれたのがすごくうれしくて、もう気持ちを抑えておけなくなった」

　これは夢なの？　一ノ瀬さんほどの人が私を好きになるなんて、信じられない。

「峰岸さんは俺の特別なんだ。うまくいかないことが続いて冷静さを失いそうになっても、あなたの笑顔を思い出すと心穏やかになれた。苦しい局面でも、あなたの頑張りを思うともうひと踏ん張りできた」

「私はなにも……」

　私は峰岸織物を守りたくて、必死に走っているだけなのに。

「俺には必要な人なんだ。付き合ってほしい」

　そんなことを言われても……。急すぎて、答えられない。

　頭が真っ白で固まっていると、彼は背中に回した手の力を緩め、私から少し離れた。そして今度は頬を両手で包み込み、まっすぐな視線を送ってくる。

「ノーと言われてもあきらめるつもりはないよ。あなたの心が欲しいんだ」

「わ、私……」

　緊張しすぎて舌がもつれる。

　彼は尊敬の対象で、同時に憧れの人だった。だけど、まさか自分が彼の恋人候補になれるわけがないと思い込んでいたから、そういうふうには見てこなかった。

　でも、私も彼と一緒にいると心地いい。彼の言葉はいつも私の胸の奥まで届き、不安を和らげてくれる。もしも隣にいられるなら、きっと幸せだ。私も彼の心が欲しい。

「俺のそばにいてくれないか？」

「私で、いいんですか？」

「あなたじゃないと、ダメなんだ」

　彼の熱っぽい視線で焦げてしまいそうだ。

「……はい」

　一ノ瀬さんが私を求めてくれるなら、断る理由なんてひとつもない。

　ためらいがちに承諾の返事をした瞬間、彼の双そう眸ぼうが大きく開き、もう一度強く抱きしめられた。

　それからどれくらい抱き寄せられていただろう。激しく暴れたままの鼓動がいつまで経っても収まらず、私は彼のＴシャツをつかみ、しがみついているだけだった。けれども、彼の腕に包まれていると安心する。

「砂羽」

　初めて名前を呼び捨てにされ、心臓がドクンと跳ねる。

「このまま帰したくない」

　彼の言葉に体を固くする。ちょっと展開が早すぎてついていけない。

「……なんて。俺、うれしくて暴走気味だな。大丈夫。砂羽が混乱しているのはわかってる。ゆっくり俺を好きになって」

「一ノ瀬さん……」

　私を気遣ってくれる彼の優しさに、胸がじわりと温かくなる。

「その代わり、俺の願いを聞いてくれないか？」

「願い？」

　私が聞き返すと、彼は手の力を緩めて顔を覗き込んでくる。

「うん。俺の名前を呼んで」

「なま、え？」

「知ってるだろ？」

　もちろん知っている。何度も何度も手紙を書いたのだから。

「……翔、さん」

　思いきって口にすると、彼はプイッと顔をそむけてしまう。

　あれ、違った？　まさか、間違えた？　そんなはずはないんだけど。

「あの……」

「思ったよりクるな」

　まだ視線を逸らしたままの彼の耳が赤く染まっているのに気づいてしまった。

　もしかして、照れてる、の？

　しばらく彼を見つめていると、ようやく視線を合わせてくれた。

「これから、ふたりきりのときはそう呼んで」

「……はい」

　翔さんがあまりにも意外な反応をするので、なんだか私のほうが気恥ずかしくなってしまい、今度は私が目を伏せた。

　幸せな時間というものは短く感じるらしい。もっと一緒にいたかったけれど、もう二十二時。これ以上遅くなりすぎてはいけないと、車で家まで送ってくれることになった。

「あっ、でもその前に……ちょっとそこに立ってくれないか？」

「えっ？」

　彼の言うことに疑問を感じながらも、その通りにした。

　少し離れた場所に立つと、翔さんは私の頭からつま先まで犯すように視線を送る。

　いったい、どうしたというの？

　戸惑う私をよそに、彼はしばらく私を観察したあと近くにやってきた。そして、まずは鎖骨に触れ、その手をスーッと下に下ろしていき、今度は腰。さらには背中を撫でる。

「か、翔さん？」

　な、なにしてるの？

　突然触れられ、パニックになってしまう。

　けれど、決していやらしい触れ方ではなく、その目もいたって真剣だ。

「今描いているデザイン、何度描き直してもしっくりこなかったんだけど、わかった気がする。ありがとう」

　私にはなにが『わかった』のかさっぱりだった。しかし彼が満足そうな顔をしているので、どうやら役に立ったらしい。

　ただ、彼は仕事の一環として触れただけなのに、私はドキドキが止まらなくなってしまった。

　それから彼は私の腰をさりげなく抱き、地下駐車場までエスコートしてくれた。そして車を発進させると、すぐに口を開く。

「遅くまで引きとめたから、お母さん、心配してない？」

「友達と食事に行くと言ってあって……」

　嘘をついて出てきたことを正直に話すと、彼はハンドルを操りながらしばらく黙ってしまう。

「お母さんに会えるかな？」

「えっ、今からですか？」

「うん」

　そりゃあ、間違いなく家にいるから会えるけど……会ってどうするの？

「大丈夫かとは思いますが……」

「砂羽も忙しくしているのはわかってるから、これは相談だけど」

　翔さんは妙な前置きをする。

「はい。なんでしょう？」

「また砂羽と夕食を共にしたい。一緒に行きたいレストランもあるし、また手料理も食べたい。今日、本当に楽しかったんだ」

「もちろん、大丈夫です」

　私も彼との時間は心地よかったし、またこんな日があると思うとワクワクする。

「ははっ、よかった。それじゃあ、毎回友達と出かけるって嘘をつくのは心苦しいよね」

　たしかにその通りだ。それに、そもそも奈央と出かける回数は多くないから、怪しまれるに違いない。

「だから、交際宣言しようかと思って」

「えっ！」

　思いがけない提案に、大きな声が出てしまう。

　ちょっと待って。さっき付き合うと決まったばかりなのに、もう？

　目を白黒させていると、赤信号でブレーキを踏んだ彼が、顔をこちらに向けてクスッと笑っている。

「大切なお嬢さんと付き合わせてもらうんだ。筋は通しておきたい」

「でも……翔さんを連れていったら、腰を抜かしちゃいます」

　だって、私たちにとって彼は大恩人で、雲の上の人だったんだもの。私たちが付き合うなんて、母だって想定外だろう。

「だけど俺は、休日も砂羽とデートをしたい。そのたびに嘘をつかせたくない」

　信号が青に変わり、彼は再びアクセルを踏んだ。

　デート、か……。私だってもっと彼を知りたい。付き合うと決めた以上は、距離を縮めたい。

「わかりました」

　怒ど涛とうの展開に頭がついていかない。だけど、母にも交際を宣言するというのは、いい加減な気持ちで付き合うわけではないと言ってくれているのと同じ。ちょっとくすぐったいけれど、すごくありがたいことだ。

　家の前に到着したものの、緊張のあまり、すぐに車から降りられない。

「ははは、どうして砂羽が顔をこわばらせてるの？　緊張するのは俺のほうだよ」

　彼は声を上げて笑う。

「翔さんが緊張することなんてあるんですか？」

「そりゃあ、あるさ。新商品発売の日は、毎回神にすがりたくなるくらい緊張するよ。でも、今はそれよりすごいかも。反対されたらどうしていいかわからない。ようやくここまでこぎつけたのに、砂羽を失うなんて考えられないよ」

「翔さん……」

　彼のそのひと言に胸がギューッと締めつけられる。そんなに強く想ってくれているんだ。

　彼は私の膝の上の手をそっと握る。そして、熱い眼差しを注ぎながら口を開く。

「俺は砂羽と幸せになりたいんだよ」

　そんなにドキドキさせないで。息が苦しくて歓喜の涙が流れてしまいそうになる。

　父を失ってから、正直、つらいことだらけだった。でもそれも全部、彼に出会うための試練だったとしたら、もういいやと思える。

　それくらいの幸せを彼は私に運んできてくれた。これからも苦難はまだまだ続くだろう。けれども、彼が隣にいてくれるなら踏ん張れる。

「ありがとうございます」

　笑顔を作り、彼に感謝を伝えた。

「なに言ってるんだ。砂羽といられて、俺は本当にうれしいんだよ」

　彼は口元を緩めた。




　それから翔さんを外に残して、まずは私が母に話をした。いきなりでは取り乱すと思ったからだ。

「えっ、彼氏？　砂羽、いつの間に……」

　案の定、母は口をあんぐりと開けて固まっている。

　それが翔さんだとまだ伝えていないのに、この驚きよう。今までお付き合いというものをしたことがないのだから当然か。

「あはっ」

　照れくささと、その相手が翔さんだと教えたときの卒倒しそうなリアクションを想像して、苦笑いしてしまう。

　それにしても『いつの間に』って、ついさっきなんだけど。

「でも、わざわざ挨拶に来てくれるなんて、いい人なんだね」

　母がしみじみとした様子でそう口にするのでうなずいた。

　とってもいい人だよ。絶対に気に入ってくれる。ううん、大喜びしてくれると思う。

　もう時間も遅いからと、翔さんは家には上がらず玄関でと言っていたので、母を連れて玄関のドアを開けた。

「あら、一ノ瀬さん」

　母は翔さんを見て、呆ぼう然ぜんとしている。

　これは絶対、彼氏が翔さんだと気づいていないな。まさか、だもんね。

「すみません。なにか不備でもございましたでしょうか？」

　すぐに社長の顔を作った母に、翔さんは頭を下げた。

「夜分遅くに失礼します。今日は砂羽さんとの交際を認めていただきたくて――」

「えぇっ！」

　こんなに大きな母の声を初めて聞いた。

「さ、砂羽と？　ちょっと……」

　母は目をひん剥き、私と翔さんに交互に視線を送る。そしてその直後、なぜかポロポロと涙を流し始めたので、慌ててしまう。

「お母さん？　どうしたの？」

「一ノ瀬さん。この子は主人が亡くなってから、本当に……本当によく頑張ってくれたんです。なにもわからない私の代わりに、どれだけ走り回ってくれたか。一ノ瀬さんに助けていただいたときも……。つらいことばかり経験させて、親として本当に申し訳なくて……」

　母の胸の内に初めて触れて、唖然としてしまう。

「神様は見ていてくれたんでしょうね……」

　母はそれ以上言葉が続かなくなってしまった。

「砂羽さんがどれだけ峰岸織物を愛していらっしゃるのかもよくわかっているつもりです。会社や伝統を守るために必死になっていらっしゃるのも。でも、頑張りすぎて少々心配しています」

　翔さんがそう口にすると、母は大きくうなずいている。

「これからは私が彼女を支えていきます。必ず幸せにします」

「どうか、よろしくお願いします」

　涙が止まらない母を見て、私まで感極まってきてしまう。

　お母さんだって、お父さんが逝ってしまってから苦しんできたのに。その上、私の心配までして、大変だったに違いない。

「こちらこそ、どうぞよろしくお願いします。では、今日はこれで失礼します。お父さんへの報告にまたお邪魔させてください」

　翔さんは丁寧に挨拶をしたあと、私に目配せしてから帰っていった。

　父のことまで気にかけてくれるなんて……。なんだか結婚の報告みたいじゃない。

「砂羽。よかったね。一ノ瀬さんと幸せになるんだよ」

　母が本当に喜んでくれているのが伝わってきて私もうれしい。私が選んだ道が間違っていなかったのだと確信した。

「うん。ねぇ、お茶でも飲もうか」

「そうだね」

　私は母を促し、リビングに向かった。




　翔さんとの交際を始めて一カ月。とても順調だ。

　仕事のときは社長としてキリリとした表情を見せる彼も、家では甘い言葉を囁ささやき私を優しく抱き寄せてくれる。まるで別人のようだった。

「一ノ瀬が、サンプルを直接届けてほしいと申しております。こちらへ」

　ブランピュールに新たな商品サンプルを届けに行くと、受付で対応してくれた稲田さんが私にそう告げる。

　彼女にはあれからなにも言われない。しかし、その視線の冷たさは変わらない。

　私は彼女について社長室に向かった。

「社長。峰岸さんをお連れしました」

「あぁ。稲田も同席してくれ」

「はい」

　私は早速、商品サンプルを広げ説明を始める。

「こちらはシルク一〇〇パーセントです。織りの細かさには自信があります。扱いやすいように汚れ防止加工もできます」

　今日は新たなブラウスに使う予定の商品ばかりだ。

「うん。肌触りは最高レベルだね。織りのきめ細やかさもさすがだ。ドレープもきれいに出る」

　翔さんは実際に手に取り、照明の下で光沢を確認したり、布を丸めてシワの入り具合をチェックしたりして、満足そうに微笑む。

「ですが社長。納入価格が少々お高いかと」

　稲田さんが助言をすると、翔さんは価格一覧を手に取り目を落とした。

「弊社はこの価格でお願いしたいと思っております。この価格だけの品質は保証いたします」

　私はすかさず口を挟んだ。こうして価格を下げる交渉をされるのは常だ。けれども、翔さんに絶対下げるなというアドバイスをもらってから、一度も下げたことはないし、それでも品質のよさを理解してくれる会社からは受注が取れて、追加の注文も入るようになっている。

「稲田。この価格で商品化するとなると、ブラウスはいくらくらいになる？」

「そうですね」

　稲田さんは即座に電卓をはじき始めた。彼女は物言いは厳しいが、すこぶるできる人だ。翔さんの右腕のような人だとわかる。

　稲田さんが電卓を翔さんに見せると、彼はしばらくなにかを考えている。

「ギリギリ採算ラインだろう。品質のよさが広がり、多く売れればいい。それがブランピュールの信頼につながる」

「ですが、社長！」

　稲田さんは反対なようだ。

「稲田。あのワンピース、すでに予約が殺到していると聞いているが」

『あのワンピース』というのは、和洋折衷のデザインのことだ。

「はい」

「ファッション誌のライターは、第一に素材のよさに目をつけていたぞ。デザインよりも、だ」

　彼は苦笑している。けれども、デザインが素晴らしいのは言わずともわかっていることだからだと思う。

「おっしゃる通りです」

「デザインだけ秀逸では生き残れない。素材もパターンも縫製もすべてが一流で初めてブランピュールだ。これはこのブランドを立ち上げたときから変わらない俺の信念だ」

　翔さんは一転、表情を引き締めた。

　ブランピュールも、価格帯の高さから最初は苦戦したと耳にした。だけど今の地位まで上り詰めたのは、そうした信念を貫き通してきたからなのかもしれない。

「かしこまりました。それではこちらを採用でよろしいですね」

　淡々と語る稲田さんは、納得してくれたのだろうか。

「あぁ。頼んだ」

　それから翔さんは別のアポイントがあるからと、秘書の溝口さんと行ってしまった。

　残された私と稲田さんは、細かな条件を詰め始める。

「随分、社長に気に入られていらっしゃるようですね」

　彼女は表情を変えることなく、私をチクリと突き刺す。

「気に入っていただいているのは、弊社の布です」

「ですけど、社長のポケットマネーから融資をされたんでしょう？」

　たしかに、融資を即決してもらったので、そう言われても仕方がないかもしれない。だけど……。

「一ノ瀬社長には頭が上がりません。ですが、弊社の技術力にご賛同いただいた結果だと思っております。もちろん、できる限り早く返済するつもりですし、そのための努力は惜しみません」

「言葉で言うのは簡単ですね」

　彼女のひと言が胸をえぐる。だけど、翔さんがくれた未来を潰すつもりはない。

「申し訳ありません。私どもはひたすら精進しますとしか申し上げられません」

　ただ、もしかしたらあの融資のほうにはほんの少し私情が入っていたかもしれない。というのは……あの一千万がブランピュールとはまったく関係がなく、翔さん個人の持ち出しだからだ。

　けれども、仕事は別。彼がブランピュールのトップとして下す指令には、おそらくいっさいの私情はない。前回持ってきたサンプルはすべて不採用になっているし、当然、他の繊維メーカーの生地も採用している。

「そう、ですか。前にも申し上げましたが、社長の、いえブランピュールの未来に暗い影を落とされるようなことがあれば、遠慮なく排除させていただきます」

「承知しております」

　翔さんの汚点になるような生地はうちにはひとつもないと胸を張って言える。不採用になるのは、デザインに合わなかっただけで、今後はまたピックアップされる可能性もある。

　稲田さんの冷たい言葉には参るけど、私が峰岸織物を大切に思うように、彼女もまたブランピュールが大切なのだろう。

「本日はありがとうございました。またご連絡します」

　挨拶をして、社長室をあとにした。

　玄関を出て振り返る。

　この大きなビルは、翔さんが努力してきた証。私も負けないように頑張ろう。

　そう気合を入れ、一歩を踏み出した。




　そして金曜。十九時前に、私はまた翔さんのマンションに向かった。毎日電話での会話は続けていたものの、ここに来るのは一週間ぶり。

　今日も夕食を準備しておくと伝えたのに、彼が連れていきたいところがあるからマンションで待っててほしいと言うので、手持ちぶさただ。まだ慣れなくて落ち着かず、テレビをつけても集中できない。

　マンションについて三十分近く経った頃、玄関の鍵が開く音がした。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　リビングからすごい勢いで飛び出していき玄関で迎えると、彼は柔和な笑みを向けてくれる。

「いいね、こういうの」

「なにがですか？」

「『おかえりなさい』って迎えてもらえるのは、うれしい。ちょっと待ってて」

　そう言う彼は私の頭をポンと叩たたいて着替えに行ってしまう。

　なんだか……新婚みたいじゃない。

　彼の指摘でドキッとしてしまった私は、しばらく動けなくなってしまった。すると、「砂羽、入っておいで」とベッドルームから声が聞こえてくる。

「はい」

　返事をしてからドアを開けると、翔さんが上品なレースの生地を使ってある濃紺のワンピースをベッドの上に広げていた。

　たくさんの細かなパーツを縫い合わせて作られているからか、ラインが立体的で美しい。膝丈のスカートの裾は異なるレースを使った二段のフリルになっていてかわいらしいが、落ち着いた色とゴージャスなケミカルレースのおかげで子供っぽくはない。

「これ、出来立てほやほやなんだけど、どう？」

「素敵です！　レースの光沢も艶やかですし、それにこのウエストの辺りのラインのセクシーさは、ブランピュールの特徴ですよね」

　彼が手がけるワンピースは、特に腰周りのラインが秀逸だと言われている。切り替えの位置が工夫されていて腰の位置が高く見えるし、極端に絞っているわけではないのに、きちんとくびれを演出している。女性を美しく見せるともっぱらの評判だ。

「そうだね。ウエストのラインはずっとこだわって作ってる。でも今回はその中でも最高だと思えるものができたんだ」

　彼はワンピースをまるで自分の子供を愛でているように見つめる。

　すごいな。もうすでに称賛の嵐なのに、それに満足せずさらに上を目指しているんだもの。

「さすがですね」

「ありがと。でもこれができたのは、砂羽のおかげだよ」

「私？」

　突然自分の名前が出て首を傾げる。

「そう。砂羽のこのラインを見ていたら思いついて。前に触れさせてもらっただろ？」

　翔さんは私の横腹を手のひらでスーッと撫でる。

　それって、彼に告白された日のこと？　あのとき考えていたのは、このデザインだったの？

「わ、私のラインって……」

「モデルは痩せすぎている子が多くて、スタイルはいいんだけど女性独特の柔らかい丸みが足りないというか……。男って、そういうところに欲情するのになと思ってパターンを急きょ変更させたんだ。そうしたら満足いくものが仕上がった」

『欲情』なんていう言葉が飛び出したからか、心臓が激しく暴れ始めたのがわかる。

「私なんて参考にしないでください」

　私はごくごく標準体型で、モデルのようにスタイルを保つためにダイエットに励んでいるわけでも、筋トレをしているわけでもないんだから。

「どうして？　好きな人のために考えるデザインが一番美しく仕上がるに決まってる。自分の手で最高の女性に仕立てたいという欲求くらい強烈なものはない。それに……」

　彼はそこまで言うと、私の腰をグイッと抱き、耳元に口を寄せる。

「それをいつか脱がせるのが、男の願望。脱がせるために着飾らせるのも悪くない」

「なっ、なに言って……」

　やめて。呼吸の仕方がわからなくなる。

　目を白黒させていると、彼は笑みを浮かべている。

　カチコチに固まっていると、「これ、着て」とそのワンピースを私に持たせる。

「えっ、いいんですか？」

「もちろん。あっ、着替えの手伝いが必要？」

「け、けっこうです！」

　とんでもない発言の数々にクラクラしながら声を張り上げると、「遠慮深いんだな」なんてつぶやきながら彼は出ていった。

「な、に？」

　これが普通？

　仕事をしているときは、どちらかというと社長の顔。でもさっきは……完全にデザイナーの顔だった。

　女性の魅力を最大限まで引き出すことで評判が高いブランピュールの洋服は、こういうインスピレーションから作られているのだろうか。だけど、まさか私がそれをかき立てているなんて、ありえない。

「でも、これは本当に素敵」

　スタイルが抜群だなんてとても言えない私に触れてみてパターンを変えたなんて信じられないくらい、きれいなシルエットだ。

　戸惑いながらも、着てみたいという衝動が私を襲う。

　それから十分。

「砂羽、そろそろ開けていい？」

「はい」

　彼のベッドルームには大きな鏡が置いてある。そこに映った自分をボーッと眺めていた。

「やっぱり、俺の見立てた通りだ。胸から腰にかけてのラインは、最高だ」

　彼は部屋の入り口で立ち止まり、私をうっとりとした目で見つめる。その艶やかな視線にタジタジとなってしまい、呼吸が苦しくなる。

　翔さんが言う通り、コルセットで絞っているわけでもないのに腰がくびれて見え、そのおかげか胸元も程よく強調され、どことなく女性らしく色っぽい。

　このワンピースを身に纏った瞬間から、特別な女性になれたような錯覚を感じ、自然と背筋が伸びた。この洋服に負けることなく自分を磨いて、胸を張って彼の隣に並べるような素敵な女性になりたい。そう強く感じた。

　洋服ひとつで女性の心のありようまで変えてしまう彼はすごい。

「うん。これは商品化決定だな。砂羽、ありがとう」

「私はなにも……」

　すると彼は私の両肩に手を置き、まっすぐな視線を送ってくる。

「本当は、こんなにきれいな砂羽を誰にも見せたくないんだけど」

「えっ？」

「砂羽と一緒に行きたいところがあるんだ。行こうか」

　彼はにっこり笑い、スマートに腰を抱いてエスコートしてくれる。

　そして私たちは、彼のマンションをあとにした。




　タクシーで向かったのは、小高い丘の上にある有名なフレンチレストランだった。しばしばマスコミにも取り上げられ、予約は半年以上先まで埋まっていると聞く。

　それなのに彼は、ためらうことなくドアを開け、私を中に入れてくれる。

「一ノ瀬さま。お待ちしておりました」

　どうやら予約済みらしい。すぐに奥の部屋に案内された。

「えっ……。個室？」

　真っ白なテーブルクロスのかかったテーブルと、四脚のイス。豪華なシャンデリアがきらめいてはいるが程よく照明が落とされていて、落ち着いた雰囲気だ。

「そう。ここはいつも満席だけど、この部屋は比較的予約も取りやすい」

　そんな簡単に言うけど、おそらくここはＶＩＰ専用の部屋だ。さっき見たフロアとは、床に敷き詰められている絨じゅう毯たんから違い、なにより……。

「素敵」

　大きな窓から街の夜景を一望できる。翔さんのマンションからも素晴らしい眺めだが、ここもまた格別だ。

「こちらへ」

　ウエイターに促され、イスに座るだけで緊張してしまう。一方翔さんは、慣れた様子でメニューを受け取っている。

「砂羽、飲み物はどうする？　アルコールは苦手だよね……」

　覚えていてくれたんだ。

「はい。でも翔さんが飲まれるんでしたら、少しは」

　ひとりでは飲みにくいだろう。それに少量なら大丈夫だ。

「無理しなくていいんだけど……ここ、すごく飲みやすいワインがあるから試してみる？」

「はい、そうします」

　彼に任せると、ワインもコースも注文を済ませてくれた。

「ここで出される赤身が最高においしくてね。砂羽、肉が好きだって言ってたから」

　あっ、アルカンシエルでモーニングを食べたとき、そんなことを言ったような。

「はい、大好きです」

「あのときからここに連れてきたくて仕方なかった」

　あのときからって……。そんなに前から私のことを考えてくれていたの？

「それじゃあ」

　ワインを注がれたグラスを手にすると、彼がカチンと合わせてくる。

「砂羽との楽しい夜に」

「はい。ありがとうございます」

　翔さんと一緒にいるとドキドキが止まらない。

　飲みやすいと勧められたワインは白ワインだった。お肉なら赤ワインが合うのでは？と思いながらひと口含んでみると、とってもフルーティで口当たりがいい。

「あっ、本当だ。甘くておいしい」

　こんなワイン初めてかも。これなら飲める。

「これはフランスの『ソーテルヌ』というワイン。世界三大貴き腐ふワインのひとつなんだ」

「貴腐ワイン？」

　初めて聞いた。

「とあるカビが果皮に付着して水分が飛び、甘みが凝縮したブドウを使って作られたワインだよ。これなら甘くて、砂羽みたいにアルコールが苦手でも飲めるかなと思って」

　彼は私を見つめて優しく微笑む。

　翔さんは私と話すとき、必ず視線を絡ませる。それが照れくさくて、だけどうれしくて、胸の高鳴りが抑えきれなくなる。

「すみません、私に合わせてくださったんですね。お肉ですし、翔さんは赤ワインがよかったのでは？」

「気にしないで。最初にフォアグラが出てくるから、それにはよく合うよ」

　そっか。そういうものなのか。

　盛り付けも鮮やかな前菜から始まり、食べきれないほどの料理が運ばれてくる。

　彼おすすめのメインの赤身は、さしが入っている牛肉とはまた違う味わいがある。霜降りこそ高級で柔らかいお肉だと思い込んでいた私の常識を覆された気分だ。

「こんなにおいしいお肉、初めてです」

　そう口にしてから、もしかして恥ずかしい発言だったかしら？と慌てて口を押さえたものの、彼はクスッと笑うだけ。

「シャトーブリアンって聞いたことない？」

「あります！」

　耳にしたことはあるが、食したこともないし、どんな部位なのかも知らない。

「ヒレ肉の中でも肉質がいい部分なんだ。牛一頭からほんの少ししか取れないんだよ」

　これを私に食べさせるためにわざわざ個室を予約してくれたなんて感激だ。

「翔さん、連れてきてくださってありがとうございます」

「俺は砂羽とこうして一緒にいられて幸せなんだ。砂羽の喜ぶ顔が見られるならなんだってしたい。それにこれは、手料理のお礼。まあ、また作ってほしいという催促も含んでるけど」

　彼は楽しそうに顔をほころばせる。

　ロールキャベツのお礼にしては豪華すぎる。それに、手料理くらいで喜んでもらえるなら、いつでも作るのに。

「私の料理で喜んでいただけるなら、もちろんです。翔さんのお母さまは、なにがお上手なんですか？」

　何気ない質問だった。だけど、彼の動きが一瞬止まった。

「母は、二年前に亡くなってて」

「そうだったんですね。すみません。余計なことを……」

「いや。砂羽に話すつもりだったから構わないよ。湿っぽくなるのはイヤだから、食べながら話そうか」

　彼はそう言うと、お肉にスッとナイフを入れ、口に運ぶ。

「もともと体の弱い人だったんだけど、最期はガンだったんだ。安らかに逝きたいってホスピスに入ってね。痛みをコントロールしてもらいながら、穏やかに」

　翔さんはいたって普通の顔をして淡々と語るけど、悲しくなかったわけがない。

「大丈夫、ですか？」

「うん。ありがと。そりゃあ亡くなったばかりのときは……」

　彼は言葉を濁し「ふー」と大きなため息をつく。

「無理に話さなくてもいいんですよ」

「ううん。砂羽には知っていてもらいたいから。……正直、亡くなったばかりのときは落ち込んだ。実は、デザインを始めたのも母の影響というか、体が弱くて入院がちだった母におしゃれを楽しませてあげたかったんだ。些さ細さいなことなんだけどね」

「それは素晴らしい親孝行ですね」

　たしかに入院生活は気が滅入りそうだが、そんな中でも素敵な洋服に出会えたら、テンションも上がるだろう。ましてや自分の息子が心を込めて作ってくれたものなのだから感激もひとしおだ。

「ありがとう。だからうちでは、パジャマも作ってる」

　なるほど。下着やパジャマは、そういう理由で作っているんだ。

「素敵なお仕事ですね。お母さま、きっと喜ばれたと思います」

「けど、新しいパジャマを差し入れすると、もったいないから着られないって言ってたんだよね。喜んでくれてたのかな」

　彼はそのときのことを思い出しているのか、微かに笑みを浮かべている。

　お母さまのその気持ちはよくわかる。私だって、このワンピースに袖を通すのがもったいなかったもの。

「もちろんですよ。翔さんの優しい気持ち、伝わっていたはずです」

「そうだといいなぁ。実は、母が亡くなった直後はデザインもできなくなって、俺もこれで終わりかなんて落ち込んだりもしたんだ。けど、俺のことを一番応援してくれてたのが母だったと思い出して……。そこから一発逆転ホームラン。とにかく自分の信じた道を進もうと走り始めたら、すべてがうまくいきだした」

　お母さまに会ってみたかったな。亡くなってしまったのが残念だ。

「お母さま、ずっと見ていてくださったのかもしれないですね」

「砂羽もそう思う？」

　翔さんは頬を緩める。

「母が生きているうちに砂羽に出会いたかったな。母とはあまり一緒に暮らせなかったから、見舞いに行くたびに『早く結婚してお嫁さんにおいしいものを食べさせてもらいなさい』と口癖のように言っていて……」

　そんなに入院ばかりだったのか。それは気の毒だ。お母さまも優しくて気遣いのできる翔さんと、もっと一緒にいたかったんだろうな。

　その一方で『お嫁さん』というフレーズに、ドキッとしていた。

　翔さんは三十一歳。私は二十四。もしこの恋が最後の恋になれば素敵だけど……。

　そんなことをボーッと考えていると、彼の長いまつげの向こうの大きな瞳が、私を捉えているのに気づいた。

「俺、そのつもりで砂羽に交際を申し込んでるから」

「えっ……」

　それって……この先に結婚を見据えているということ？

「砂羽はゆっくり考えてくれればいい。俺の気持ちは決まってる」

　胸がざわつく。そこまで深く考えてくれていた彼に、私も精いっぱい応えたい。

「……はい」

　悲しい話を聞いたけれど、私たちの未来を私の父も翔さんのお母さまも空から見守ってくれている気がした。




「砂羽、ちょっと」

　レストランからマンションに帰ると、今度は仕事部屋に呼ばれた。

　翔さんはミシンの近くにかけてあった淡いイエローのワンピースを私に差し出す。

　ロールカラーのそれは、スカートのタックの入れ方が変則的で、やはりウエストからのラインが秀逸だ。

「うわー、これも素敵ですね。女心をくすぐられちゃう」

　でも、あれ？　この布に見覚えがある。多分、うちの会社が作ったシルクシャンタンだ。張りがある布なので、スカートが程よく広がる。布の特徴をうまく生かしたデザインだった。

　布をじっと見ていると「峰岸織物の最高級品だよ」と褒めてもらえて、テンションが上がる。

「新しいデザインを考えてくださったんですか？」

「うん。でもごめん。これは量産しない。一枚だけ、大切な人のために作った物だから」

　それを聞いた瞬間、頭からつま先まで電流が走ったような衝撃を覚える。

「翔さん、もしかして……」

「もちろん、砂羽のため。砂羽に着てもらいたくて作ったんだよ」

　こんな贅沢があるだろうか。

　業界内では、ブランピュールのトップデザイナーである彼のデザインは、商品化すれば必ずヒットし、巨額の利益を生み出すとまで言われている。その彼が私だけのためにデザインし、おまけにこの部屋にあるということは、おそらく自分で作ってくれたんだ。しかも、峰岸織物の布地を使うという粋なはからいまで。

「どうしよう。うれしいです」

「どうしようって……着てくれるとありがたい」

　彼はクスクス笑う。

「もったいなくて着られないです」

「あはは。母と同じことを言うんだな。また作るさ。砂羽がいてくれればいくらでもインスピレーションが湧いてくる。明日、それを着てデートしよう」

「はい！」

　彼は私に幸せを運んできてくれる。自然と笑みがこぼれた。




　そして翌日。私は朝早くから起き、ヘアメイクに取りかかった。

　メイクはいつもよりアイラインをくっきりと入れ、コーラルピンクの口紅にはパールのグロスもオンする。髪は丁寧にコテで巻いたあと、後れ毛を残しながらアップにしてコームを飾った。アップにしたのは、昨日彼にもらったワンピースを髪で隠したくなかったからだ。

　こんなにおしゃれに力を入れたのは久しぶり。翔さんの作ったワンピースに見合うような女性になりたいと、張り切ってしまった。

　そして、いよいよワンピースに袖を通した。

　彼が作ってくれたワンピースはサイズを測ったかのようにぴったりで、オーダーメイドしたかのよう。五分丈の袖は私の腕の太さにぴったりだし、胸周りも窮屈さは感じないのに、体のラインに沿っている。

「行ってきます」

　約束の十時に玄関を出ると、すぐにスーッと黒い高級車が滑り込んできた。

「砂羽、おはよ」

「おはようございます」

　翔さんはわざわざ車を降りてきてくれる。

　彼は、今日は白いシャツとジーンズ姿。スタイルがいいので、なにを着ても様さまになる。けれどデザインも秀逸で、おそらくシャツのボタンの位置まで計算されて作られているのだろう。外してある第一ボタンの隙間からちょうどいい具合に鎖骨がチラッと見えて、ドギマギしてしまう。

　一方彼は、私の頭からつま先まで視線を這はわせたあと、小さくうなずいている。

　その真剣な表情に、緊張が走る。

　変、なのかな……。

　言葉を発することなく、しばらく私を瞳に映し続けた彼が近づいてきた。

「このワンピース、本当にありがとうございました」

「うん。……美しいのひと言しか出てこない」

「いえっ、そんな……」

　おかしかったわけじゃないんだとホッとしつつ、最大の褒め言葉をもらい鼓動が速まってしまう。

「肩のタックの量を迷って変えたんだけど……少なめにしておいてよかった。柔らかい感じが出ている」

　彼は私の肩にさりげなく触れる。

「変更してくださったんですか？」

「うん。一センチ分ね」

「一センチ？」

　たったそれだけの違い？と思ってしまうのが素人なのかな。

「量産するものは纏う人に合わせて作ることができないからね。その人のためだけに作る洋服には、こだわりを詰め込みたくなるんだよ」

『その人のためだけ』という発言に、ドキッとしてしまう。世界でたった一枚の洋服を着られて、本当に幸せだ。

「それに……」

　彼はなぜか情欲を煽あおり立てるような艶のある声で言いかけると、私に熱い眼差しを向ける。

「この髪は、もしかして俺のために？」

「あっ……」

　彼がスッとうなじを撫でるので、体がビクッと震える。

　ワンピースを隠さないようにとも思ったけれど、もちろん翔さんの前ではきれいでいたいという気持ちが大きい。

「メイクもいつもと少し違う。誘われてるみたいだ」

「そ、そんな……」

　誘っているつもりなど毛頭ないが、ちょっとしたメイクの違いにまで気づいてもらえて心躍る。

「砂羽がもっと輝けるように。俺も努力しないとな」

「いえっ、十分です！」

　私のために一センチ単位で修正してくれるくらいなのだから、当然最初のデザインにはもっともっと心血を注いでくれたに違いない。

「まだまだダメだ。俺の手で磨きがかかっていく砂羽を見たいからね」

　彼の言葉に頬を赤らめるばかりで、どう返したらいいのかわからない。ただ、私も彼に見合う女性になりたいと強く感じた。

「さて、行こうか」

　彼は助手席のドアを開け、私を乗せてくれた。

　すぐに運転席に戻った彼は、アクセルを踏む。

「あの、サイズを測っていないのに、どうしてこんなにぴったりにできるんですか？」

　疑問に感じたことをボソッと漏らすと、彼は口を開く。

「慣れているからね。それに、好きな女性にはつい目が行ってしまうものなんだよ。だから、知らず知らずの間に観察してるんだろうな。サイズに迷うことはまったくなかった」

「観察って！」

　いつ見てたの？

「洋服を頭の中で一枚ずつ脱がせていって、体の線やサイズを思い浮かべる。そういう作業は役に立つからわりとするけど、砂羽のときは大変だった。デザイナーの視点だけじゃなく男としての感情がつい入ってしまうから」

「え……」

　勝手に脱がさないで！　しかも『男としての感情』って……。スタイルに自信があるわけじゃないし、恥ずかしいことこの上ない。

　赤信号で車を停めた彼はチラッと視線をよこし、とっさに反応できない私を見て肩を震わせる。

「ごめん。妄想でたっぷり楽しませてもらった。職業病なんだ。許してくれ」

　楽しませてって……。

　思わず両手で自分を抱きしめると、彼は笑いを噛み殺している。

「本当は妄想じゃないほうがいいんだけどな」

「なっ、なに言っ……」

「正確なサイズを知るには、裸になってもらうのが一番なんだ」

　翔さんのとんでもない言葉に落ち着きをなくしてしまったが、彼はいたって冷静で、「さて、どこに行きたいか考えた？」なんて言いだした。

　これがデザインの世界では普通なの？　それとも翔さんだけ？

「あぁっ、えっと……思いつかなくて。翔さんの行きたいところで」

「謙虚だな。それじゃあ、買い物にでも行く？」

　彼は白い歯を見せる。

「はい」

　彼と一緒ならどこでもいい。

　直前までの胸の高鳴りはなんとかごまかしつつ返事をする。

　それから繁華街の駐車場につくまで、彼となにを話したのかよく覚えていないほど『裸』という言葉に動揺していた。

　このまま付き合っていれば、いつか彼とそういう関係になるんだろうけど、まさか先に妄想されていたなんて恥ずかしすぎる。それに、想像と違ってがっかりされたらどうしよう。

「さて、行きましょうか、お嬢さま」

　駐車場に車を停めた彼が、私のほうまで回り込んでドアを開けてくれ、手のひらを差し出す。

　えっ、握れってこと？　しかも『お嬢さま』って……。

　目を白黒させていると、柔らかな笑みを浮かべた彼は「ほら」と私の手をちょっぴり強引に握った。

　くすぐったいようなドキドキ感が私を煽ってくる。

　なんなの。デートって、こんなに胸が苦しいものなの？

　翔さんは『東とう郷ごう百貨店』に入るときも、自然な動作で私の背中を押し、先にと促してくれる。

「服はいくらでもあるから、バッグと靴と、あとはなにを買う？」

「えっ、私のですか？」

「うん。俺、今欲しい物ないから。砂羽の物を買おう」

　そうは言うけど、お財布に余裕もないよ？

「か、翔さん。私はいいです」

「いいから」

　彼は強引に私の手を引き、私をエスカレーターに誘導して上の階へと進む。

　そして、ブランピュールと同じように有名人御用達だという高級シューズショップで、とんでもない値段のパンプスを選んでくれた。

　シンプルな形のそれを試し履きさせてもらったが、どこにも当たるところがなく快適で、ヒールが太いわけではないのにぐらつくことがない。なんだか職人の技術が集結されているような商品に出会えてうれしくなる。でも、十万を超えるパンプスを買う余裕なんてどこにもない。

「砂羽はいつも足を痛そうにしてるから。ここの靴は見た目だけじゃなく、履き心地も最高だ。ちゃんとメンテナンスもしてくれる」

　そうかもしれないけど、無理なものは無理！

「翔さん、私買えません」

　小声で伝えると、「俺が買うから気にしない。これにしよう」と店員にカードを渡してしまう。

「待ってください」

　焦って止めようとしたけれど、彼は首を振る。そして私の腰をスッと抱き、耳に手をかざす。

「甘やかしたいんだよ、砂羽のこと」

　とろけるような色気のある声で囁かれ、心臓がはちきれんばかりに暴れだした。

「あ、甘やかすって……」

「だって俺、砂羽の喜ぶ顔が好きだから」

　照れくささのあまり視線を落とすと、彼はクスッと笑う。

「だから、もっと見せて。俺の知らない砂羽の顔」

「翔さん……」

　私が顔を上げ視線を合わせると、彼は優しく微笑んだ。

　それから、パンプスだけにとどまらず、バッグや傘、ヘアアクセサリーに至るまで、たっぷりと買ってもらった。

「本当にありがとうございます」

　しかも荷物を持ってくれる彼に申し訳ないと思いつつ、お礼を口にする。

「いやいや。俺も楽しんでるし」

　本当に楽しそうな彼と一緒に車に乗り込み、今度はランチへ行くことになった。

　彼が車をLa mer TOKYOの駐車場に滑り込ませる。以前、奈央とお茶をしたカフェが入っているビルだ。

　そういえばあのとき、彼のうしろ姿を見つけて追いかけたっけ。

「以前、この近くで会ったよね」

「はい。友達と二階のカフェに来ていたんです」

「そっか。人気スポットなんだな」

　翔さんは車を降りると、私の腰を抱きエスコートしてくれる。

「実は隣に住んでる八坂が、ここの上層階に入っているホテルのトップで……」

「えっ、お隣さん？」

「そう。アルカンシエルって、前に一緒に泊まっただろ？　ここは、あのホテルの別館」

「えっ、アルカンシエルの！」

　あのとき、たしかに友達が社長だと言っていた。

「あのマンションができたときに同じように入居して、気もあったから付き合いがあるんだ。まぁ、アイツは最近結婚したばかりだから奥さんに夢中で、俺のことは放置だけどね」

　そんなふうに言いながらも、彼の目は優しい。八坂さんの結婚を喜んでいるのだろう。

「で、その八坂が、ホテル内のイタリアンはレベルが高いって勧めてくれて。砂羽と一緒に来たかったんだ」

　なんだか翔さんが私のことばかり考えてくれているようで申し訳ない。昨日のフレンチも、さっきの買い物も。そして、洋服も。

「あれ、どうかした？　イタリアン、嫌い？」

「いえ、そうじゃなくて……。すごくうれしいんです。でも、私はなにもお返しできなくて……」

「そんなことを気にしてるの？　砂羽は一緒にいてくれるだけでいいんだ。それで、俺の押しつけるお節介に笑っていてくれれば幸せなんだよ」

『押しつける』なんてとんでもない。

　思いきり首を横に振る。

「言っただろ。砂羽のことは甘やかしたいんだ」

　彼は私を見つめながら優しく微笑み、エレベーターのドアが閉まらないように手で押さえて私を中へと促した。

「でも、砂羽。俺が前に言ったことを覚えてる？」

「なんでしょう」

「俺、好きなものは先に食べるタイプだから。特に、肉とエビね。取られないようにキープして？」

　彼が思いがけないことを言いだすので、口元が緩む。

「えっ、ダメですよ！　私も好きですから」

　彼はきっと緊張気味の私を和ませてくれたんだ。

　翔さんのエスコートで五十三階にあるレストランの個室に入ると、大きな窓から海が見える。幸い天気がいいので、揺れる水みな面もが太陽の光をキラキラと反射させていて、実に美しい。

「わー、ここも素敵」

「そうだね。来てよかった」

　笑みを覗かせる彼は、コースを注文してくれた。

　今日は彼も車なので飲めず、炭酸水で乾杯をしたあと、前菜に早速エビが登場だ。

「エビとホタテのクルードでございます」

　どうやら『クルード』というのは〝生〟を示すらしく、お刺身のようなものだ。もちろん味付けはオリーブオイルやレモンなどでされていて、お刺身とは違うのだけど。

　ウエイターが出ていってしまうと、「さ、食べよう」と翔さんが促してくれた。

　私は最初にエビを口に入れる。

「おいしい！　シンプルな味付けだけど、エビの甘みがしっかりしてる」

　オイルがかかっているのでこってりしているのかと思いきや、レモンのおかげでさっぱりと食べられる。

　思わずはしゃいでしまった私に、彼はおかしそうに頬を緩める。

「あれ、砂羽もエビ好きだよね。好きなものは最後にするタイプじゃなかったっけ」

「そうですよ。でも、今日は狙われてますから」

　私がおどけて返すと、彼が「間違いない」と白い歯を見せるので、私もつられて一気に肩の力が抜けた。

「このビルのカフェに一緒に来たのは、大学の友達？」

「いえ、高校の頃からの友達で、大学は違うんです。頻繁に会うわけではないんですけど、会えば毎日話してるみたいに打ち解けられるような存在で……。あっ、翔さんとお付き合いすることをメールで告白したら、ブランピュールの洋服ちょうだい、なんて。ちゃっかりしてるでしょう？」

　彼が楽しそうに聞いてくれるので、つい口も滑らかになってしまう。

「おー、それはプレゼントしないとね」

「あっ、催促したわけじゃなくて……」

「わかってるよ。でも、砂羽の大切な友達なら喜んでプレゼントするよ」

「ありがとうございます」

　私の周囲の人たちにまで気を使ってくれる彼に、心が温まった。




　レストランを出た私たちは、どこに行くあてもなくふたりで街を歩いた。

　翔さんが私の手に指を絡めて握るので、ちょっぴり照れる。伏し目がちに歩いていると、彼はふと足を止め私の顔を覗き込む。

「どうしたの？　耳、赤くない？」

　あぁっ、こんなことなら髪を下ろしておくべきだった。

「そんなこと、ないですよ？」

「いや、赤いな。俺、砂羽のことが好きすぎて、なんでも気づいてしまうんだよね」

　彼の発言に目を白黒させる。気づかなくていいことだってあるのよ？

「もしかして、この手のつなぎ方に照れてるの？」

　彼は私の手ごと持ち上げ、なぜか甲に唇を押しつける。

「なっ、なに……」

「なにって、愛情表現？」

　彼はケラケラ笑いだす。一方私は思考が固まり、なにも言えなくなった。

　それに気づいた翔さんは表情を緩ませ、「こんなことで動揺するなんて、初々しくてかわいい」とつぶやく。

「ど、動揺なんてしてませんよ？」

　ムキになって反論すると、彼は私を瞬きもせず見つめる。そして顎に手をかけるので、目を瞠る。

「動揺してないなんて悔しいな。もっと俺にドキドキして」

　翔さんは熱い眼差しで私を縛り、指で唇に触れてくる

「俺の頭の中、砂羽でいっぱいなんだ。砂羽の頭の中も、俺でいっぱいにしたい」

「翔さん……」

　私たちはまだ始まったばかりだけれど、あなたのことをいつも考えてしまうのに。

「さて、行こうか」

　彼は再び手を握り、私をリードして歩き始めた。




「砂羽。ちょっと休憩しようか」

「はい」

　ショッピングモールを抜け、海が見える公園まで行くと、彼は私をベンチに誘う。

　爽やかな海風を感じられるそこからは、朱色に染まる太陽が海に吸い込まれていく様子が見える。

　翔さんは隣に座った私の頭を自分の肩に誘導させた。

　こんな姿勢、甘えているみたいで照れくさくてたまらない。だけど、彼との距離が近くて幸せだった。

「ブランピュールを立ち上げた頃、ちっともうまくいかなくて……毎日のようにへこんでさ」

　唐突に話し始めた彼は、私の髪を優しい手つきで梳すきだす。

「そうだったんですね」

　今や飛ぶ鳥を落とす勢いなのに。

「うん。お前はデザインバカだから経営なんてできるわけがないって、デザインを志していた仲間からも同業他社の人からも、相当陰口叩かれた」

「そんな……」

　私はびっくりして顔を上げ、彼を見つめた。すると、遠くに視線を送ったままの彼の横顔がどことなく切なげで、胸が締めつけられる。

「俺、砂羽に『泣けばいい』なんて言ったけど……その当時、多分俺も泣きたかったんだよな。俺をバカにしたヤツを見返してやりたいという強い気持ちと、どれだけ努力しても壁にぶつかってばかりでうまくいかないジレンマで、毎日苦しくて」

　成功の陰には、そんな苦労があったんだ。

「それで砂羽が必死に努力を重ねているのを見ていたら、その頃のことを思い出して。泣いてもいいんだと教えたくなった。泣いたっていい。泣いてすっきりしたら、また顔を上げて前に進めばいいんだって」

　彼は私の手を強く握る。

　翔さんは泣いたのだろうか。いや、自分は泣けなかったから、私を泣かせてくれたのかもしれない。きっと彼は必死に踏ん張って、ここまで来たんだ。

「翔さんは強いんですね」

「強くないさ。へこんでたって言ってるだろ？」

　彼は照れくさそうにクスッと笑みを漏らす。

「けど……お前にはできないと散々言われたから、成功できたんだろうな。絶対に自分の理想とするビジネスモデルを軌道に乗せてみせるって、闘志がメラメラってやつ？」

　やっぱり強い。私ならへこんであきらめている。私、そんなにすごい人と付き合ってるんだ。

「私、幸せですね」

　そんなことを考えていたら、勝手に口をついて出てしまった。

「ん？」

　彼は首を傾げ、私に視線を合わせる。

「なにかに必死になれる人って素敵です。うちの会社の職人さんもそう。意志を貫くのは簡単じゃなくて、ときには周りに流されてしまったほうがずっと楽に生きていけます。でも、逃げることなく困難に向かっていけるのって、すごくかっこいい」

　これは本音だ。峰岸織物も、時代の流れに乗って安い糸を使い大量生産を積極的に行えば、借金なんてできなかったかもしれない。けれども、そうしなかったから伝統は守られている。

「それができる翔さんに好きになってもらえたなんて、とっても幸運なことだなって」

　そう言った瞬間、私は彼の腕の中にいた。

「つまり……砂羽も俺のことを好きだって言ってる？」

　そっか。私、彼にたくさんの愛の言葉をもらっているのに、自分の気持ちははっきりと伝えていないんだ。

「……はい。好き、です」

　もう言わずにはいられなかった。私の心はたしかに彼を求めている。離れたくないと叫んでいる。

「砂羽」

　彼はため息交じりに私の名を口にしてから、抱きしめる手に力を込める。

「好きだ。全力で幸せにする」

　改めての告白は、私の胸を熱くする。

「翔さん……」

　彼となら、歩いていける。

　私も彼の背中に手を回して、ギュッと抱きついた。

「こんなところで煽るなよ」

　翔さんは手の力を緩めたかと思うと、私の顎に手をかけあっという間に唇を重ねる。しばらくして離れた彼が、照れくさそうな顔をして私の頬に触れた。

「砂羽は俺だけのものだ」

　翔さんは切なげな声でそうつぶやいたあと、もう一度熱い唇を重ねた。




　温かな気持ちに包まれたまま、十八時前にマンションへと帰った。

　とても充実した一日だった。この一日で、翔さんのことを随分知ることができて、彼のことを今まで以上に好きになった。

「疲れただろ？　外に食べに行っても……」

「ダメです。外食ばかりでは偏ります。翔さんには健康でいてほしいんです」

　フレンチもイタリアンも最高においしかったけど、やはり塩分も高そうだし、栄養は偏る。

　忙しい彼に少しでも体にいいものを食べさせてあげたいとキッチンに立つと、彼は私のそばに歩み寄り、腰を抱いた。

「そんなうれしいこと、言うなよ」

「えっ？」

「離したくなくなる」

　翔さんは色気を纏った視線を向け、私をグイッと引き寄せる。

　完全に調理の手が止まり、心臓がバクバク音を立て始め、コントロールできない。

「まずいな。俺、浮かれすぎで嫌われそう」

「そんなわけありません」

「ホント？」

　私はうなずいた。

　浮かれすぎているのは私のほうだもの。それにこうして抱き寄せられるのも、気恥ずかしいがうれしくてたまらない。もう完全に翔さんに落ちてしまっている。

　でも、このまま触れていたいけど、それじゃあ食事の準備ができない。

「ご飯、作らなくちゃ」

「うん」

　彼は名残惜しそうな顔をして離れていった。




「翔さんできました」

　調理が終わり、ソファに座っていた翔さんに声をかけたが返事がない。

「翔さん？」

　近づいてもう一度声をかけると、彼はやっと気づいて顔を上げた。

「あっ、ごめん。集中しすぎてた」

　謝る彼の手にはデザイン画が見える。

「うわぁ、素敵……」

　彼が描いていたのはウエディングドレスだった。上半身はオフショルダーのシンプルなデザインだけど、スカート部分はふわふわのレース生地が幾重にも重なり、バラのモチーフが散りばめられている。

「砂羽を見ていたら、アイデアがあふれてきて描かずにはいられなくなって」

「私を？」

「うん。砂羽は俺のインスピレーションをくすぐるんだ。この女性らしい体のラインを生かすにはどうしたらいいのかとか、一番美しく見せるにはなにを足してなにを引くべきかとか」

　まさか、また観察されていたの？

「今日、抱きしめて気がついた。砂羽の背中のラインは、隠さないで見せたほうが美しい。本当は他の男には見せたくないけどね」

　彼は立ち上がったあと私の腕を引き、背中にスーッと手を這わせる。

　おそらくこうして触れながらデザインをイメージしているだけなのに、ゾクゾクしてしまい呼吸が苦しくなる。

「和装も見たいけど、ドレスもいい。絶対、砂羽に似合うと思うよ」

　デザイン画を視線の高さまで持ち上げた彼は、それを見つめて微笑する。

　まさかこれ、私のためのウエディングドレス？

「近い将来、砂羽にこれを着せる。もちろん隣は俺が歩く」

「翔さん……」

「早く砂羽に着せたいよ」

　彼は私の腰に手を回して密着してくる。そして……私の額に額を当てた。彼の吐息が顔にかかってドキドキしてしまう。

「幸せにする。絶対だ」

　力強い言葉にコクンとうなずいた。




　食事のあと、ふたりで紅茶を飲むことにした。今日、甘いピーチの香り漂うフレーバーティを買ってきたのだ。

「いい香りだ」

「はい。癒されますね」

　翔さんの隣に座り紅茶を口にしていると、テーブルにカップを戻した彼の視線がこちらに向いているのに気がついた。

「どうか、しました？」

「いや。砂羽がいると本当に心安らぐなと思って」

　彼は時々、恥ずかしげもなく私に温かい言葉を注いでくれる。そのたびにドキドキしている私のことには、おそらく気づいていない。

「そう、ですか？」

　しどろもどろになりながら返すと、彼は恍こう惚こつの表情を浮かべ再び口を開いた。

「それに……砂羽を愛おしいと思う気持ちがあふれてきて止まらない」

　彼の発言を聞き、息が止まった。これほどまでに深く愛され……心が震え体まで熱くなる。

「翔、さん……」

　視線を絡ませると、彼は私の手からカップを奪いテーブルに置いたあと、ゆっくり近づいてきて唇を重ねる。

　胸が苦しいのは、息がうまく吸えないからじゃない。彼に与えられる極上の愛に感動しているからだ。

　やがて唇のぬくもりが離れていくと、照れくささのあまり目を伏せた。

「ははっ、桃の香りがする」

「か、翔さんもです！」

　私たちは幸せを噛みしめながら、顔を見合わせて笑った。

　再び紅茶に手を伸ばすと、私の腰に手を回した彼が口を開く。

「砂羽は、お父さんが亡くなる前、休みの日はなにをしてることが多かったの？」

「うーん。料理教室にも通いましたけど……。あっ、お茶会に時々行ってました。私、着物が好きで……でも着る機会もなかなかなくて。着付けの先生がお茶会を勧めてくださったんです」

　父が亡くなるまでは、三カ月に一回くらいは行っていた。最初は大好きな着物を着るためだったけど、あの凛りんとした独特の空気が気に入ってしまったのだ。

「へぇー。お茶会か。俺も行ってみたいな」

「一緒にどうですか？」

　翔さんが興味を持ってくれたのがうれしくて、声のボリュームが大きくなる。

「着物、着てくれる？　また砂羽の着物姿が見たいな」

　そう言われると面おも映はゆい。だけど私はうなずいた。




　その日も彼は車で家まで送ってくれた。

「おやすみ。来週末楽しみにしてる」

「はい」

　お茶会の約束を本当にしたのだ。

　車を降りてきてくれた彼は、名残惜しそうに私を見つめ抱きしめてくる。

「はー、充電完了。来週もバリバリ働ける」

「そんな……」

　でも、私もそうかも。彼と一日幸せな時間を過ごしたおかげで、昨日までの疲れが吹き飛び、心が軽くなっている。

「来週は出張があるから会社にもあまりいないんだけど……電話はしてもいい？」

「もちろんです」

　翔さんは帰りが深夜にならない限り、電話をくれる。彼の声を聞けた夜は、ぐっすり眠れる。

「それじゃ」

　翔さんは私が玄関の中に入るまで見届けてから帰っていった。










過ちと海かい容よう




　翌週は、稲田さんとの交渉で相変わらずチクチク嫌味を言われたものの、翔さんとのデートを思えば、ちっとも苦ではなかった。しかも、我が社がブランピュールに生地を卸していることが広まってきて、徐々に他社からの受注が増えてきたため、いったん止めていた機械も動かし始めている。

　峰岸の未来がつながったと、母や橋さんはホッとしたような顔を見せていた。もちろん、私も。

　お茶会の日曜は、朝から着物を準備した。あのパーティのときのものとは違う、これもまた祖母の時代から受け継いできた一品。お茶会なのであまり派手なものではなく、淡い若葉色の色無地だ。

　しかし帯は、橋さんが数年前、お茶会に行く私のために心を込めて作ってくれた、桔き梗きょうがあしらわれている新しい名古屋帯。いつだったか翔さんが『温故知新』と言っていたけど、古きものも新しきものも、どちらもその技術は一流で、ふたつ合わさるとまさに峰岸織物の歴史を表しているような気がする。

　着物に着替えて居間に行くと、母が私を妙にじろじろ見つめてくる。

「砂羽、最近きれいになったわよね」

「そんなことないでしょ？」

「ううん。お父さんが亡くなって砂羽にも苦労させて……いつも険しい顔をさせてしまっていたものね。おしゃれに気を配る暇もなかったでしょ？」

「大丈夫だよ。おしゃれを忘れていたのは、女子力が足りなかっただけだし」

　本当は母の言う通り、そんな気力が残っていなかったのだけど。

「ううん。顔つきも違うもの。かわいくなったわよ。一ノ瀬さんのおかげかしら」

　もしそう見えるのだとしたら、間違いなく翔さんのおかげだ。仕事がうまくいかなくて苦しいばかりの生活に、彼が潤いをくれた。それに彼の隣を歩いても恥じない女性でありたいと、ちょっぴり背伸びもしている。もちろん、楽しい努力だ。

「そう、かもね」

「言うようになったわね。もうさっさと嫁に行ってもいいわよ。今日は帰ってこなくていいからね」

　母の発言に目が点になる。

　嫁は気が早いし、『帰ってこなくていい』って……。

「もう、なに言ってるんだか。行ってきます！」

　なんとなく気まずくなってしまった私は、玄関を飛び出した。

　すると、約束の時間より早かったのに、翔さんはもう迎えに来てくれていた。

　車から降りて待っていてくれた彼は、私の全身に視線を這わせる。ほんの少し首を傾げ真剣な眼差し。完全にデザイナーの顔だった。

　いったいなにを考えているのだろう。

「砂羽。今日もきれいだ。それに最近、色っぽくなってきたよね」

「えっ、そんなことはないかと……」

　母に『かわいくなった』なんて言われたばかりなので、少し驚いた。

「いや、本当だよ。他の男の視界には入れたくないな。でも、砂羽が色香を増したのが俺のせいだとしたらうれしいけど」

　もしそう見えるのだとしたら、彼にもっと好かれたいという気持ちがそうさせているのかな……。

「ほ、他に心当たりはないです……」

　思いきって伝えれば、彼は「よかった」なんて目尻を下げている。

「この着物も昔から受け継がれてきた物？」

「はい。でもこの帯は、橋さんの作品です」

　そう伝えると、彼は私の背後にも回り込み、観察している。

「素晴らしい。技術の伝承を目の当たりにしてるんだね、俺は」

「大げさですよ」

　そうは言いつつも、峰岸織物にとって最大の褒め言葉をもらった気がして、自然と顔がほころんだ。

「俺も着物を作ってもらおうかな」

　今日の翔さんは、濃いグレーのスリーピースに赤のネクタイを合わせている。

「ホントですか？」

　彼なら絶対に似合う。橋さんに聞いてみようかな。

「うん、興味津々。さて、そろそろ行こうか」

「はい」

　私たちは車に乗り込んだ。




　茶会の会場までは車で四十分ほど。郊外の緑あふれる庭園の中にお茶室がある。

　駐車場に車を停めたあと、少し冷たくなってきた風を感じながら、お茶室までゆっくりと歩みを進める。

「茶会なんて、高貴な人間になった気分だ」

　翔さんは私に視線を合わせて口元を緩める。

「でも、私みたいに着物が着たいという別の理由で始める人も時々いますよ？」

「きっかけはなんでもいいじゃないか。俺と砂羽が出会ったのも偶然だろ？」

　そう言われるとその通りだ。あのとき翔さんが通りかからなかったら、今でもブランピュールとの取引はなかったかもしれないし、こうして隣にはいなかっただろう。

　茶室に到着して、いよいよ茶会が始まった。

　翔さんはあらかじめ作法について学んでおいてくれたらしく、初回のときの私とはまるで違い、余裕しゃくしゃく。ピシッと背筋を伸ばして正座する姿は美しい。

　男性の参加者が珍しいからか、それとも彼の放つオーラのせいか、終始参加者たちからの視線が彼に向いていて、なんとなく胸がチクチク痛む。

　そんな中、茶会は進み、お菓子のあとに薄茶が出された。

「ちょうだいします」

　いつもの流れなのに、翔さんが私を凝視しているので妙に緊張してしまう。

　なんとかお茶を飲み終えると、次は翔さんの番。初めてだというのに、一つひとつの所作にまったく迷いがない。社長として数々の修羅場をくぐり抜けてきているからか、この程度では動じないのかもしれない。

　茶会が終わり外に出ると、彼はスッと私の手を握った。

　茶室の周りは立派な日本庭園。大きな池には鯉こいがたくさん泳いでいる。

「都会にもこんなところがあるんだね」

「はい。初めて訪ねたときは驚きました。でも、別世界に来たみたいで癒されて」

「うんうん。自然がたっぷりあると、息をするだけで心がきれいになる気がするよ」

　彼は穏やかな表情を見せる。

　ただ歩き、他愛もない会話を交わしているだけなのに、彼と一緒だとこんなに心躍る。

「茶会も緊張したけど、心が洗われたよ。日本のよき伝統に触れるっていうのは、気持ちがいいものなんだな」

　お茶会になんて誘ってしまったけど、楽しんでもらえてよかった。

「それに、また砂羽の着物姿を見られたし」

　彼は私の手を、指を絡めて握り直す。

「ありがとうございます。でも翔さんも、他の人からチラチラ見られてましたよ」

　そう漏らすと彼はふと足を止め、私に視線を絡ませる。

「それって、もしかして嫉妬？」

「えっ、違いま――」

「うれしいな。砂羽がヤキモチを焼いてくれるなんて」

　彼はにっこり微笑む。

　そう、かもしれない。多分これは、嫉妬だ。

「俺の気持ちがわかった？」

「翔さんの気持ち？」

「砂羽とデートしていると、他の誰にも砂羽のかわいい顔を見せたくなくて、早く家に帰りたくなる。砂羽は俺だけのものだ」

「えっ……」

　独占欲をあからさまにされ、頬が上気してくる。

「といっても、砂羽と出かけるのも楽しいからまたデートはしたいんだよね。難しい」

　複雑な表情の彼は、再び足を進めた。

　それからさらに五分ほど歩いていると、向かいから歩いてきた女性が立ち止まったのに気がついた。ブランピュールの定番のフリルブラウスに、モスグリーンのタイトスカートを合わせたその人は、稲田さんだった。

「一ノ瀬、社長……」

「稲田」

　翔さんはハッとした顔をしたものの、すぐにいつもの表情に戻る。

　慌てて彼から手を離したが、バッチリ見られてしまった。決してとがめられるような関係ではないのに、なんとなく気まずい。

　稲田さんは私たちに向けて軽く会釈をしてくれる。しかし顔を上げた瞬間、私を鋭い目で突き刺した。

「お付き合い、されていたんですね」

「あぁ。彼女と交際している」

　翔さんは隠すことなく堂々と交際宣言してくれたけど、大丈夫なの？

「そう、でしたか。どうりで峰岸織物さんへの肩入れが――」

「仕事に私情を挟んだ覚えはないが？」

　すかさず翔さんが言い放つと、稲田さんは眉根を寄せる。

「失礼しました」

　彼女は小さく頭を下げるものの、表情が曇っていて納得しているようには見えない。

「稲田の家はこっちのほうだったか？」

「いえ。実家がこの近くでたまに来るんです。それでは」

　私を一瞥した彼女は、すぐに行ってしまった。

　すると翔さんはなんでもなかったように私の手を握り、再び歩き始める。

「翔さん、ごめんなさい。稲田さんに知られたらまずかったですよね」

「別に構わない。砂羽は俺の彼女だし、自慢したいくらいだよ」

　仕事がやりにくくなるかもしれないのに、そう言ってくれる彼は優しい。

「また茶会に来ような」

「はい」

　せっかくのデートなのに沈んでいるのはもったいない。私は笑顔で返事をした。




　翌週も、数回稲田さんに会ったものの、翔さんとのことにはなにも触れない。もちろん私も、仕事は仕事として気持ちを切り替えているつもりなので、鉢合わせしたことについては口をつぐんでおいた。

　今日はブラウスに採用された布の納入時期と量のすり合わせのためにブランピュールに足を運んでいる。窓口の稲田さんと応接室での確認作業だ。

「こちらの納期は、最短でいつが可能ですか？」

「はい。来週の火曜にお届けできます」

「わかりました。工場に連絡しておきます。その後、ブラウスの売り上げ次第では、次の納期を急いでいただくこともあるかもしれませんが」

　彼女は視線を書類に落としたまま、私を見ることはない。それが〝拒絶〟を表しているようで、気になってしまった。

「かしこまりました。その都度ご連絡いただければ、できる限りの対処はさせていただきます」

「よろしくお願いします。このブラウスはブランピュールの顔となるような商品に育てるつもりですので、絶対に欠品は許されません。峰岸織物さんにもそのあたりをご理解いただければと」

　襟元のケミカルレースがアクセントになっているこのブラウスが、現在売れ筋のフリルブラウスに次ぐ商品として期待されていることは、十分に心得ている。

　稲田さんの言い方は少々刺々しくはあったけれど、彼女が真摯に仕事に向き合っている様子が伝わってくる。

「承知しております」

「それと先日の生地ですが、協議の結果、不採用です。他社に決まりました。それでは失礼します」

　そう言い放った稲田さんは、面会していた部屋をそそくさと出ていってしまった。

　不採用には慣れているし、ブランピュールでも過去に何回もこういうことはあった。だけど、胸をえぐるような冷たさを含んだあの物言いは堪える。

「はー、また頑張ろう」

　とはいえ、落ち込んでいる暇はない。気合を入れ直し、次の会社へと向かった。




　金曜は、翔さんに夕食を作るためにスーパーで買い物をして、部屋に向かった。

　リビングに行き、まずは大きな窓から夜景を眺める。この景色が気に入ってしまったのだ。

　キラキラ輝く街並みをしばらく堪能してからキッチンに戻り、調理開始だ。

　今日は翔さんも私も好きなエビを使ったアヒージョを作る予定。彼から、私が飲むことができたあの貴腐ワインのうちのひとつ『トカイ・アスー・エッセンシア』というワインが手に入ったと連絡が来たからだ。なんでも、中には百五十万近くするものもあるらしい。

　アヒージョの他にもリゾットなどを作っていると、玄関の鍵がガチャッと音を立てた。

「おかえりなさい！」

　すぐに火を止め玄関に走ったが、翔さんのうしろに稲田さんが立っていたので一瞬思考が固まる。

「稲田、今取ってくる」

「承知しました」

　そう口にした彼女は、ニコリともせずクールな表情を崩さない。

　一方翔さんは「ただいま」と私に向かって笑みを作り、頭をポンと叩いてから仕事部屋に行ってしまう。

　どうして稲田さんが？

　呆然としていると、彼女は私に丁寧にお辞儀をする。

「夜分にすみません」

「いえ……」

　彼女は私の頭からつま先まで視線を這わせ、表情を曇らせた。

「一ノ瀬社長のそばにいらっしゃるおつもりでしたら、それ相応の服装をお願いできませんか？　社長は弊社の広告塔でもいらっしゃいますので、周りの人間が足を引っ張るようなことがあってはなりません」

「はい。すみません」

　今身につけているのは、彼と出会う前に自分で買ったカットソーとパンツだ。翔さんにたくさん服をもらったけれど、家で料理をするだけのために着るのはもったいなくて着られない。だけど、もし私のせいで翔さんの品格を落とすようなことがあるとすれば、彼女の言う通りなのかもしれない。

　しかし、稲田さんの声には棘とげを感じてしまう。

「稲田。これだろ？」

　翔さんはすぐに戻ってきて、なにやら書類を差し出している。

「はい、こちらです。お預かりします。それでは失礼します」

「うん、お疲れ」

「お疲れさまでした」

　稲田さんは最後に私をチラッと視界に入れて帰っていった。

「急にごめん。彼女に渡す書類を忘れていて。月曜の朝イチで必要だから取りに来てもらったんだ」

「いえ。大丈夫です」

　稲田さんの発言にモヤモヤしたけれど、翔さんに余計な心配をかけたくなくて、洋服の指摘をされたことは黙っておいた。

「ニンニクのいい匂いがするな。すぐに着替えてくるよ」

「はい」

　彼がベッドルームに向かうのを見送ってから再びキッチンに戻り、調理の続きを始める。けれども、さっきの稲田さんの冷たい視線が頭から離れない。

　翔さんの人柄に惹ひかれ、こうしてお付き合いを始めたものの、私はよくても、彼はパートナーが私で本当にいいのだろうか。ましてや翔さんは、私との結婚まで視野に入れていると言ってくれている。でも、本当にこのまま突き進んでもいいの？

　そんなことを考えていると、手が止まっていた。

「砂羽、どうかした？」

「なんでもないですよ？」

　Ｔシャツとジーンズに着替えた翔さんがリビングに入ってきて、不思議そうな顔をするので、笑顔を作り取り繕う。

「それならいいけど……」

「あっ、今日、翔さんのアドバイスで訪問した会社から、お仕事をいただけました」

　どうやらうちの会社の商品を使用したワンピースを見た服飾メーカーから、ブランピュールに生地の問い合わせが入ったらしく、それを彼が教えてくれたのだ。ライバル社同士の情報交換に驚いたが、翔さんはよい物は共有し業界を盛り立てたいという姿勢で、積極的に行っているらしい。

　それも、デザインやパターンに自信がある証拠だと思う。いくら同じ生地を使っても、同じクオリティの商品は作れないと自負しているのだろう。

　いち早くお礼を言うべきだったのに、稲田さんの訪問で忘れていた。

「俺は聞いたことを伝えただけさ。砂羽が頑張ったんだよ」

　彼は笑みを浮かべながら近づいてきて、私を腕の中に閉じ込める。

　恥ずかしさに鼓動が速まってしまうけれど、彼の優しさがうれしくて、私も背中に手を回してしがみつく。

「だけど、役に立ったならご褒美が欲しいな」

「ご褒美？」

　翔さんならなんでも手に入るでしょ？　なにが欲しいの？

　なにかわからず疑問を抱いていると、彼は手の力を緩め、私の顔を覗き込む。

「うん。砂羽からキスして？」

「えっ！」

　私からキス？　そんなの、卒倒しそうだ。

「なぁ、いいだろ？」

　突然甘えたような声を出す彼からは、スーツを身に纏っているときの凛々しさが消えている。

「で、でも……」

　なにせ人生初のキスだって、ついこの前だったわけで。いきなり上がったハードルにたじろいでしまう。

「そっか。届かないか？」

「はっ、そうじゃなくて……」

　たしかに彼と私の身長差は二十センチほどもある。だけど、そういう問題じゃない。

「はい。これなら届くだろ？」

　しかし彼は腰を折り、顔を近づけてくる。

　どうしよう。彼に助けてもらったのはたしかだし、メチャクチャ感謝もしている。だけど、やっぱり自分からというのは気が引ける。

　でも、翔さんはもう目を閉じてしまった。

　もう、こうなったら！

　私は意を決して彼の肩に手を添え、ほんの少しだけ唇を重ねてからすぐに離れた。

「それじゃあ足りない。もっと砂羽が欲しい」

　彼は色気を纏った表情で囁き、私の頭を抱えるようにして唇を押しつけてくる。

「んっ……」

　唇を割って入ってきた舌が私の口内でうごめきだすと、声にならない甘いため息が漏れてしまう。何度も離れてはすぐにつながる激しいキスは、乱暴なようでいて優しい。

「砂羽のことばかり考えてた」

　情熱的なキスから私を解放した彼は、突然そう口にした。

「ふと気を抜くと、砂羽の顔が浮かぶ。今頃どうしてるんだろうと心配になる」

「翔さん……」

「俺をこんな気持ちにさせたのは、砂羽が初めてだ」

　彼は真剣な眼差しを私に向ける。彼と視線を絡ませているのがいたたまれなくなりうつむくと、「砂羽」と呼んだ彼が私の顎に手をかける。

「はー、砂羽と一緒にいると気持ちを抑えられない。砂羽がここにいてくれるのが、うれしくてたまらない」

　彼はそうつぶやいたあと、もう一度唇を重ねた。

　今度は触れるだけで離れてくれたが、かえってそれが気恥ずかしいのはなぜだろう。それでも、私を求めてくれる強い気持ちがうれしくて彼を見つめると、プイッと顔をそむけてしまった。

「あんまり見るなよ」

　え……。耳が赤い気がするけど、もしかして照れてるの？

　あんなに濃厚なキスを仕掛けてきた人のセリフだとは思えない。だけど、彼との愛のこもった口づけで、稲田さんの冷たい視線を忘れることができそうだ。

「あっ、えっと……もう少しでできますので座っていてください」

「おぉ、そうだな」

　彼はクスリと苦笑いをして離れていった。

　それから十分ほどで料理が出来上がりテーブルに運び始めると、翔さんがデザインを描いているのに気がついた。

「新作ですか？」

「いや、最近の砂羽は初めて会った頃よりぐんと大人っぽくなった気がして、このままじゃ似合わないなと思って」

　隣に座った私に彼が差し出したのは、ウエディングドレスのデザイン画だ。以前見せてもらった物よりスカートのボリュームが抑えられていて、落ち着いた雰囲気になっている。

「描き直してくれたんですか？」

「何回でも描き直すよ。砂羽が一番輝けるデザインにしたいからね」

　一流のデザイナーに何度も描き直してもらえるなんて、なんて贅沢なんだろう。

「ありがとうございます」

「こちらこそ。どんどんきれいになっていく砂羽を一番近くで見ていられるなんて幸せだ」

　そんなことを面と向かって言われても、なんと答えたらいいのかわからない。

「だから、離さないよ」

「翔さん……」

　彼に艶めいた声で囁かれると、たちまち心臓が暴れだし、体がカーッと熱くなってしまう。

「さて、そろそろ夕飯にしようか。今日は昼を食べ損ねてしまって」

「お忙しいんですね」

　それなのに峰岸織物のことまで気遣ってくれて、ありがたいのひと言だ。

「そうだな。けど、俺には砂羽がいる。それだけで頑張れる」

　私の肩を抱いた彼は、頬を緩めた。




　皿洗いまで済み、家に帰る準備をしていると、翔さんが私の隣にやってきた。

「砂羽。一緒に暮らさないか？」

「一緒に？」

　突然の提案に驚き、翔さんの顔を呆然として見つめると、彼は真剣な表情でうなずく。

「お母さんが寂しくなるかなと思って言いだせないでいたんだけど、やっぱりそばにいたい。週末だけじゃなく、毎日砂羽に触れたい」

　母のことまで気にかけてくれていたんだ。でも、その母はお茶会に行く前に『もうさっさと嫁に行ってもいいわよ。今日は帰ってこなくていいからね』なんて言っていた。冗談かと思っていたけど、その日帰宅すると『フラれたの？』なんてキョトンとしていた。

「母は多分、大丈夫です。むしろ望んでいるというか……」

　だけど、私が持たない。翔さんと一緒にいたら、ドキドキしすぎて息が吸えない。

「本当？　それならすぐにでも」

　彼は私を腕の中に閉じ込める。

「でも私、自信がないというか……」

「自信なんていらない。砂羽はいるだけで俺を癒してくれるんだよ。それに……もちろんゆっくり進むつもりだから、心配いらない」

『ゆっくり進む』ってつまり、アレ、よね……。キスだけで頭が真っ白になってしまう私に最大限の配慮をしてくれているのだろう。

「あっ、あのっ……」

　どうしたらいい？　心臓が暴走するのは止められそうにないけれど、本音を言えば、私も彼ともっと一緒にいたい。

「ごめん。無理強いするつもりはないんだ。それじゃあ、いつか一緒に暮らそうな」

「今が、いいです」

　私を気遣い、自分の意見を撤回してくれようとする翔さんを前に、とっさに口走ってしまった。

「砂羽？」

　彼は私の顔を覗き込み、唖然としている。

「あのっ、えっと……今からでも、いいですか？」

「もちろん。だけど、無理してないか？」

「ドキドキしすぎて心臓が止まりそうです。それだけが困ってます」

　正直に告白すると、彼は一瞬の間のあと「あははは」と声を上げる。

　本当なのに。笑いごとじゃないんだから！

　口を尖とがらせていると、彼は「かわいい」ともう一度抱きしめてくる。

「実は俺も。砂羽といると胸が苦しくなる。でも、それがたまらなく心地いい」

「翔さんも？」

「砂羽よりドキドキしている自信があるよ。だけど、砂羽がそう言ってくれてうれしい。前にも言ったよね？　砂羽の頭の中、俺でいっぱいにしたいって」

　そういえば、そんなことも言われた。

「だから、ふたりでドキドキしよう。な？」

　彼は手の力を緩め、私の額に額を当てる。吐息を感じるほどの近い距離にオロオロしてしまうけれど、彼が言う通りこうして触れられると心地いい。

「……はい」

　私が承諾の返事をした瞬間、額に熱い唇が降ってきた。




　きちんと母に同どう棲せいの承諾を取ってくれた翔さんと一緒に暮らし始めて一カ月。

　仕事は順調にいき始めたとはいえ、ここで手を抜くわけにはいかないと毎日走り回っている。

　まだまだ『価格が高すぎる』のひと言で門前払いを食らう会社も多々あり、落ち込むことだらけだ。しかし、稲田さんに指摘され必ずブランピュールの洋服を身に纏うようになってから、翔さんが近くで応援してくれているような気がして、また次へと気持ちを切り替え頑張ることができている。

　私はここでは終わらない。まだまだできると、仕事にまい進していた。

　それに、翔さんとの新婚生活のような甘い日常は、確実に私の心を癒してくれた。

　といっても、私にとってこれが初めての恋だと勘づいている彼は、キスはしてくるけれど体のほうはまだ。キングサイズのベッドで抱きしめられながら眠る日々だけど、彼は焦って抱こうとはしない。それだけ大切にされていると伝わってくる。

　火曜のその晩。いつものように先に帰宅した私が夕食の準備をしていると、チャイムが鳴った。

「稲田さんだ……」

　ドアホンのモニターには稲田さんの姿が映っている。

　対応すべき？　彼女は翔さんのスケジュールくらい把握しているはずだ。まだ会社にいるとわかっていて訪ねてくるのは、翔さんに頼まれたから？　でも、なんの連絡も入っていないんだけど……。

　いろんなことが瞬時に頭を駆け巡ったものの、私たちが付き合っていることはもうバレているのだし、緊急事態だったら困ると思い、結局は対応した。

『ブランピュールの稲田です』

「はい。お待ちください」

　すぐに鍵を解除して上がってきてもらうと、彼女は険しい顔をして立っていた。

「突然すみません。社長にデザイン画を持ってくるように言われまして、取りに伺いました」

　おそらく翔さんは忙しくてメールもできない状態で、彼女に託したのだろう。

「探してまいります。どんなものでしょう？」

「失礼ですが、お仕事をされている部屋に入らせていただいてもいいでしょうか？　私でないとわからないと思います」

　あの部屋は翔さんにとって、とても大切な空間だ。私も彼が家にいるときにしか入らないようにしている。それなのに、稲田さんを入れてもいいのだろうか。

　無意識に眉間にシワが寄ってしまう。

「すみません、大至急なんです。一大事なんです！」

「わかりました」

　稲田さんが顔を引きつらせひどく焦った様子なので、しぶしぶ了承することにした。もしかしたら不測の事態が発生しているのかもしれない。

　翔さんに仕事部屋にあると指示されてきたのだろう。そう思い、稲田さんを部屋に上げた。

　部屋の入り口から中を眺めていると、彼女はデスクの上にあったデザイン画数枚をバッグに入れたあと、棚にあったファイルから何枚も抜き取っていく。

　せいぜい一、二枚のことだと思っていた私は、驚愕してその様子を見ていた。

　そして最後に、彼が私のためにデザインしてくれたウエディングドレスのデザインまで手にしている。

「それは違うかと……」

　声をかけたが、彼女は「一応お借りします」とあっさりバッグの中に突っ込んでしまった。

「でも、そのドレスは――」

「すみません、急ぎますので。ありがとうございました」

　稲田さんは風のように去っていった。




　その晩、翔さんの帰りは遅かった。二十二時過ぎにやっと帰宅した彼は、いつも余裕のある彼にしては珍しく疲れの色が顔に現れていて驚いた。

「遅くなってごめん」

「いえ。なにかあったんですか？」

　仕事のことに口出しはしないつもりだけど、どうしても気になる。

「あぁ」

　彼はネクタイを緩め、ソファにドサッと座った。

「稲田が会社を辞めた。それと同時に、いくつかの重要書類も消えた」

　それを聞き、息が止まる。

　私、とんでもないミスを犯したのでは？

「実は稲田さん、さっきいらっしゃって……」

　体ががたがたと震えだす。

「稲田が？」

　彼は立ち上がり、目を見開いて私の肩に手を置く。

「翔さんに……デザイン画を持ってこいと言われたって。一大事だから早くって急かされて」

「そんな指示はしていない。それで？」

「私が探してくると伝えたら、自分にしかわからないから部屋に上げてくれと……」

　私がそう伝えた瞬間、彼はリビングを飛び出していった。

　私もあとを追いかけると、仕事部屋に駆け込み、棚を確認した彼は天を仰ぐ。

　大切な情報もデザインも、持っていかれてしまったんだ。どうしよう、私のせいだ。強く言われたからって、この部屋に稲田さんを通すべきじゃなかった。

　彼と一緒に暮らし始めて、なにかひらめくと、デザインをスルスルと描き始める様子を何度も見てきた。しかし、そのデザインのほとんどはボツにしてしまい、残るものは本当に少ない。そこからまた会社で会議があり、そこで採用されたほんのわずかなデザインのみ、晴れ舞台に上がることができる。

　翔さんの描いたデザインならすべて採用になるとばかり思っていた私には驚愕だった。でも、そうやってブランドの高い品質を守っているのだ。

　稲田さんに持っていかれてしまったのは、翔さんがこれならいけると思った作品ばかり。彼女もそれをファイリングしているのを知っていて持っていったのだと思う。

　震えが止まらない体を自分で抱きしめていると、彼はすぐに電話をかけ始める。

「――俺だ。デザインもやられた。稲田の動向を探ってくれ」

　相手は会社の誰かだろう。

　探さなくちゃ。稲田さんを見つけて、デザインを取り返さなくちゃ。

　とっさにそう思った私は、玄関へと走った。なんのあてもなく、探しようがないことなんてわかっている。それでも体が勝手に動いていた。

「砂羽」

　ドアの鍵に手をかけたところで、うしろから翔さんに止められ我に返る。

「ごめんなさい。私が安易に部屋に上げたりなんかしたから……」

　必死にこらえていた涙がこぼれてしまう。

　私がブランピュールの未来を台無しにしたかもしれない。

「大丈夫だ。落ち着いて」

「私、探します。稲田さんから取り返します」

　涙声で告げると、彼は私を背後から強く抱き寄せる。

「落ち着いて、砂羽」

　もう一度繰り返され、へなへなと座り込んだ。

「ごめんなさい……」

　翔さんに峰岸織物をあんなに助けてもらっているのに、私は足を引っ張ることしかできない。稲田さんに指摘されてから、翔さんにふさわしいパートナーになりたいとブランピュールの洋服を身につけ、立ち居振る舞いにも気をつけてきた。だけど、それがなに？　結局私は、お荷物にしかならなかった。

　次から次へと涙があふれてくる。

「泣かなくていい。砂羽のせいじゃない」

　彼は私を腕の中に閉じ込め囁く。

　けれども、デザイン画を持っていかれたのは、確実に私の軽率な行動のせいだ。だから何度も首を振った。

「砂羽」

　すると彼は、いつものように柔らかな声で私の名を呼ぶ。

「砂羽がいてくれてよかったよ。ひとりでは冷静になれなかったかもしれない。大丈夫だ。ブランピュールはそんなにやわな会社じゃない。デザインがなくなったなら、また描けばいい」

　そうは言うが、稲田さんが持ち去ったデザイン画は大量だった。

「砂羽が無事ならそれでいい。砂羽がそばにいる限り、デザインはいくらでも湧いてくる。稲田になにも言われなかったか？」

「はい」

「砂羽が傷つくのが一番怖い」

　翔さんの言葉に涙が止まらなくなる。叱られても仕方ないのに、こんなに優しい声をかけてもらえるなんて思ってもいなかった。




　食事のあと、私がシャワーを浴びている間に、翔さんは電話でなにやら話していた。

　リビングから聞こえてくる彼の声を廊下でしばらく聞いていたが、彼は取り乱した様子はなく、淡々と指示を出し続けている。

「――デザインは俺がなんとかする。システムのほうはどうだ？　――そうか。進展があったら連絡をくれ」

　毅き然ぜんとした態度の彼を見ていると、トップで部下を引っ張る社長としての資質を十分すぎるほど感じる。

「警察沙汰にはまだしないでくれ。稲田は俺の部下。俺の責任だ」

　裏切られたのにそう言える彼に驚いてしまった。なんて懐の広い人なんだろう。

「おそらく……『マルグリット』あたりにいるはずだ。あそこはブランピュールの後追いブランドだし、最近妙に稲田が気にしていたのが引っかかっている。俺が直接話をつける。見つけたら知らせてくれ」

　マルグリットって……ブランピュールと同じ高級ラインの女性服を扱うブランドだ。価格帯は被るが、正直デザインはブランピュールに分があり、どちらかというと陰の存在。でも、その会社が翔さんのデザインを発売したら……ブランピュールのお客さまを持っていかれてしまうかもしれない。

　立ち尽くしてあれこれ考えていると、目の前のドアが開いた。

「遅いと思ったら聞いてたのか。ごめんな。砂羽が気にすることはなにもないんだよ」

　彼はそう言いながら私の頭をポンと叩く。

「……はい」

「暗い顔をしなくてもいい。こっちにおいで」

　私の手を引く翔さんは、リビングに戻ってソファに座り、自分の隣に私を誘導する。

「砂羽」

　彼のまっすぐな視線が私に注がれる。

「俺は砂羽を幸せにすると約束した。なにがあってもそれだけは守る。だから砂羽は、楽しい未来のことを考えていればいいんだよ」

「翔さん……」

　私はたまらず彼に抱きついた。

「煽ってるの？」

「ち、違います」

　慌てると、私の髪に手を入れた彼はクククと笑っている。こんな事態なのに和ませようとしてくれているに違いない。

「煽ってもいいよ」

「そんなことしません」

　私は彼の腕の中で首を振る。

「嘘つきだな。こんなに耳を真っ赤にして」

　彼は私の耳元で囁き、耳じ朶だを唇で食む。

「ひゃっ」

「砂羽の弱いところ、見つけた」

　彼はそう言うと、私の背に回した手に力を込める。

「や……」

「ヤバ。スイッチが入る三秒前」

　次の瞬間、あっという間に私をソファに押し倒し見下ろしてきた。そして、指を絡めて私の手を握り、切なげな視線を向けてくる。

「砂羽の目に映るのは俺だけでいい。余計なものは見なくていい」

　それは、情報やデザインを盗んだり盗まれたりというドロドロした社会も視界に入れなくていいということ？　でも、今回は私の失態なのに。

「翔さん……」

「砂羽の瞳は、ずっと澄んでいてほしいんだ。俺が必ず守るから。愛してる」

　優しい声で愛を囁いた彼は、私を強く抱きしめた。




　その夜はなかなか寝つくことができず、朝日が上がる頃にやっと翔さんの腕の中でうとうとできた。目覚ましの音に驚き飛び起きると、彼はもう出社したあとだった。

【おはよ。早いけど出るね。なにかあったらすぐに電話して】

　ダイニングテーブルに置かれていた手紙を手にして、しばし考える。

　私になにができるだろう……。

　すぐに思いつかないけれど、彼と一緒に戦いたいと強く思った。




　出社すると、大量の発注が入っていたので愕然とした。和洋折衷のワンピースのみならず、シルクのブラウスも売れ行きが絶好調で、それをかぎつけたメーカーから注文が相次ぐようになったのだ。これも全部翔さんのおかげだ。

　峰岸織物は軌道に乗り始めたのに、ブランピュールには危機が訪れている。私も彼を助けたい。

　母には心配をかけたくなくて、いつもの通りに仕事を開始した。そして書類のチェックを始めたところ、発注伝票の中にマルグリットのものがあるのに気づいた。

「お母さん、これ、どうしたの？」

「ついさっき新規で発注をいただいたのよ。有名なブランドよね」

　母はすこぶる上機嫌だ。

「でも、サンプルも見てないよね」

「そうなのよね。それなのにこんなに大量にだから、びっくりしちゃって」

　それを聞きピンときた。

「ねぇ、この注文が入った生地のサンプル、ブランピュールに出したよね？」

　たしか、私が直接持っていって稲田さんに渡したはずだ。その採用、不採用についてはまだ聞いていない。

「えっ？　そうね……」

　母は台帳をめくり始めた。

「あっ、出してるわね。一カ月前に二色」

　間違いない。稲田さんはマルグリットにいる。

　翔さんはデザインを描いてから布地の選定に入るときと、先に布地を決めておいて、その素材を生かしたデザインを描くときがある。後者の場合、デザイン画の端に生地に関する情報を書き込むことがあるのだ。

　昨日、持っていかれてしまったデザイン画の中に、この生地を使う予定だった物があったに違いない。

「これ、商品を出すのは待って。私、マルグリットに行ってくる」

「えっ、どういうこと？」

「帰ってきたら話すから」

　私は会社を飛び出した。




　おそらく翔さんの予想は当たっている。稲田さんはマルグリットにブランピュールの情報を持って転職したんだ。

　マルグリットまでは電車を乗り継いで四十分ほど。その間ももどかしくて落ち着かない。翔さんに連絡すべきかとも思ったが、彼は彼で対処に駆け回っているはずだ。それに、デザイン画を渡してしまったのは私。自分でなんとかしたいという気持ちが先走る。

　数回訪れたことのあるマルグリットの本社は、十五階建ての立派なビル。やはり門前払いで玄関までしか入ったことはない。

　まずは受付に行き、大芝居を打つことにした。なんのコネクションもない人間が突然訪問したところで、取り次いでもらえるわけがない。

「峰岸織物の峰岸と申します。実は稲田美み奈な絵えさんに頼まれましたサンプルをお持ちしたのですが、所属部署をお聞きするのを忘れてしまいまして……」

「稲田美奈絵ですか……。お調べしますね」

　受付嬢は社員名簿を取り出したが、私は首を振った。

「昨日か今日、入社したばかりの人なんです」

「あっ、秘書室に入った人じゃない？」

　そのとき、ふたりいる受付嬢のうちの片方が小声でもうひとりに話しかけている。

「その方だと思います」

　私が食いつくと、受付嬢はうなずいた。

「それでは確認してみますので、少々お待ちください」

　受付嬢が受話器を手に内線をかけ始めるのをドキドキしながら見ていた。

「そちらに稲田さんは――。峰岸織物の峰岸さまがお越しです。サンプルをお持ちになったとおっしゃっているのですが。――はい」

　やっぱりいた。しかし、簡単に出てきてくれるとは思っていない。

「かしこまりました。そうお伝えします」

　電話を切った受付嬢は「申し訳ありません」と私に頭を下げる。

　やっぱりダメだったか。

「稲田はたしかに秘書室に勤務しております。ですが、サンプルは頼んでいないと言っておりまして……」

「あれ、バタバタしていてお忘れになったんでしょうか？　それならもう一度お話しますので、アポイントを――」

「峰岸さまにお会いするつもりはないと言っております」

　冷や汗をかきながら嘘を並べたが、先手を打たれてしまった。

「そう、ですか。お手数をおかけしました」

　私は頭を下げ、いったんマルグリットを出た。

　だけど引き下がるつもりはない。絶対にデザイン画を返してもらう。

　私は玄関を出たところで待つことにした。

　稲田さんは、どうしてブランピュールの情報を持ってマルグリットに来たんだろう。ブランピュールに不満があったのだろうか。

　彼女は立ち上げ当初からいた社員で、ずっと営業戦略に携わっていたんだとか。そんな彼女の手腕を高く評価した翔さんが、二年前に商品開発の責任者に抜ばっ擢てきして、重要な案件を一緒に乗り越えてきたと話してくれた。

　頭の切れる人で、翔さんの要求に『できません』と言ったことがないらしい。そして、不満ひとつ漏らさずついてきてくれたと、翔さんは感謝までしていた。

　それほど信頼していた部下に裏切られてしまった翔さんの胸の内を考えると、ため息が出てしまう。




　それから二時間。稲田さんが姿を現す気配はない。もしかしたら昼食を食べに出るんじゃないかと期待していたけど、それも無理そうだ。

　そうなると、帰宅する時間まで待つのは難しいかもしれないと思った瞬間。

「あっ！」

　ビルからすらっとした背の高い、四十代くらいの男性が出てきた。あれはたしか、マルグリットの社長だ。そしてそのうしろに見たことがある顔がある。稲田さんだ。

　黒塗りの車がスッと入ってきて玄関に横付けされる。

　このまま行かせるわけにはいかない。私は社長の前に飛び出した。

「待ってください」

「あなた……」

　稲田さんが私に気づき、驚きの声を上げている。

「ブランピュールのデザインと情報を返してください」

「なんだね、君は」

　社長があからさまに不機嫌な顔をして私をにらみつける。

「あれは一ノ瀬社長が心を込めてデザインしたものです。お願いします」

　私は深く頭を下げた。しかし社長は「邪魔だ」と一喝して、再び歩きだしてしまう。

「待ってください。ブランピュールのデザインを――」

「そんなものは知らないよ。稲田、この人をなんとかしなさい」

「かしこまりました」

　稲田さんは玄関の付近にいた警備員に目配せしている。

「稲田さん、どうして翔さんを裏切ったんです？」

「君、社長になにをしている！」

　私が尋ねた瞬間、警備員にうしろから羽交い絞めにされてしまった。

「翔さんがどれだけ苦労してブランピュールを成長させてきたのか、ご存知ですよね」

「そんなの……知らないわ」

　稲田さんは一瞬顔をしかめたが、クールな表情に戻り社長のあとに続く。

「離して。返してもらわなきゃいけないの！」

　体をよじり警備員を振り切ろうとしたのに、男の人の力にかなうはずもない。

「デザイン画を返して！」

　渾こん身しんの叫び声を上げると、社長が振り向いた。

「お願いです。返してください」

「君はなにを言ってるんだ。ブランピュールのデザインなんて知るわけがないだろ。名誉毀損で訴えるぞ」

　そんな……。

　どうしたらいいのかわからなくなったとき、拘束されていた手がふと緩んだ。

「その汚い手を離せ」

　低い声が聞こえたかと思うと、スッと腰を抱かれる。

「翔さん……」

「堂どう本もと社長。お久しぶりです」

「一ノ瀬くん……」

　翔さんの顔を見た堂本社長は、途端に顔色を変えた。

「稲田。なぜここにいる？」

　極めて冷静に言葉を紡ぐ翔さんの視線が、稲田さんを捉える。

「それは……」

　稲田さんは唇を噛みしめている。

「昨日、弊社の顧客データに不正アクセスされまして。なにを持っていかれたのか分析を進めさせておりました。そうしましたら、盗まれたデータは暗号化してあり、解読はできなかったはずだとシステムの者が申しております」

　それじゃあ、情報は抜かれていなかったの？

　それを聞いた稲田さんが、目をキョロキョロさせた。

「ただ、データ以上に大切な社員がひとりいなくなりました」

　翔さんは稲田さんをじっと見据える。

　すると彼女は唇をわなわなと震わせ、視線を逸らした。

「それと困ったことに、同時になくなったデザイン画に関しては本物でして」

　彼はそこまで言うと一転、視線を尖らせ社長をにらみつける。

「ですが、そんなものはいくらでも差し上げますよ。私にはインスピレーションをくすぐる幸運の女神がいますから、デザインが枯渇することはありません」

　彼は私の肩を抱き抑揚なく語る。しかしその瞳の奥には怒りの炎が見えた。

「ただし、私のデザインを知り尽くしたパタンナーがいて、縫製のプロがいて……初めてブランピュールの洋服ができます。同じものができるとは思わないでください。私の部下をなめないでいただきたい」

　すこぶる丁寧な物言いだったのに、最後だけは語気を強めた翔さんは、「行こうか、砂羽」と私を促す。

　デザインを取り返さなくていいの？

　思わず翔さんを見上げたけれど、彼は顔色ひとつ変えず私を伴って歩きだした。少し先に、運転手さんが待ち構えている。

「おかえりなさいませ」

「林はやし。悪いけど、いったん俺の家に向かってくれ」

「えっ、まだ仕事がありますし、私はひとりで大丈夫です」

　おそらく彼だって忙しいだろうに。

「ダメだ」

　けれども彼は冷たく言い放つ。もしかして私が余計なことをしたので、怒っているのかもしれない。

　それからマンションにつくまでの間、私たちはひと言も話さなかった。

「少し待っててくれ」

「かしこまりました」

　運転手の林さんに指示を出した彼は、私の腕を引き、部屋へと向かう。そして玄関のドアが閉まった瞬間、私を壁に追い詰めドンと手をついた。

「砂羽」

「は、はい……」

　翔さんの顔が険しい。

「頼むから、無茶はしないでくれ」

　ひどく叱られると覚悟したのに、彼は表情を緩め大きく息を吐き出した。

「ごめんなさい」

　無茶だったと言われれば、言い返す言葉もない。だけど、しなくちゃいけない無茶もある。

「砂羽の様子がおかしいとお母さんから電話をもらって。おまけにマルグリットに行ったなんて聞いて……生きた心地がしなかったよ」

『生きた心地』なんて大げさだ。でも、それほどまでに心配してくれていたなんて知らなかった。

「ごめんなさい。私、デザインを取り返したくて……」

　うつむき加減で言うと、彼は私を抱き寄せる。

「わかってる。その気持ちはすごくうれしい。だけど、砂羽が傷つくのが怖いんだ」

「私は大丈夫です。翔さんがどんな思いでブランピュールを守ってきたのか少しはわかっているつもりです。必死に描いたデザインが他の人の名前で世に出るなんて耐えられない」

　彼の苦労を目の前で見てきたので、どうしても取り返したかったのだ。

「さっきも言ったが、ブランピュールの商品は俺のデザインだけで完成されているわけじゃない。優れたパタンナーも縫製もいなくては商品にはならない。もちろん、峰岸織物のような布地を作ってくれるメーカーもその一端を担ってくれているんだよ。だからマルグリットが同じものを作るのは無理だ。デザインはまた描くさ」

　彼は私を安心させるためか、優しく微笑んでみせる。

「ただ……あのドレスだけは残念だ」

　私のためにデザインしてくれたウエディングドレスのことだろう。最初はひらめきからスルスルと生まれたデザインだけど、その後も、イメージだとか感情が変化するたびに何度も描き直しをしている。

　それほどまでに大切に思ってくれているあのドレスのデザインが、他人の手に渡ってしまった。私のためだけのオーダーメイドが、商品化され一般に販売されてしまうのは残念だ。

「……はい」

　私が肩を落とすと、彼は「でも」と気持ちを切り替えたかのように、口角を上げる。

「もっといいドレスを作る機会を与えられたってことだ。砂羽に早く着せられるように頑張る」

　さりげないプロポーズのような言葉に、タジタジになってしまう。彼の熱い想いに胸が震える。

「ごめん。来客があるから、会社に戻らないといけない」

「あっ、すみませんでした……」

　忙しいのに駆けつけてくれたんだ。

「いや。彼女の一大事に駆けつけられなくてどうする。俺は砂羽のナイトだよ」

　彼は冗談めかしてクスッと笑みをこぼすが、その通りかもしれない。だけど、こんなに素敵な人が自分のナイトだなんて、信じられない。

「さっきお母さんに連れて帰ると伝えておいた。だから、もう今日はここにいて。疲れてるよね？」

　私は彼の言葉に甘えてうなずいた。

　自分のせいでデザインを持ち出されてから、ずっと緊張の連続だった。どれだけ翔さんが大丈夫だと諭してくれても、気持ちは休まらなかった。体は元気でも、心がヘトヘトだった。




　その晩。食事を済ませたあと、リラックス効果のあるカモミールティを用意した。さすがに翔さんも疲れているはずだ。

「ありがとう、砂羽」

「いえ」

　私にとっても怒涛の一日だったけど、彼が近くにいてくれるだけで心が落ち着いてくる。彼の隣でカモミールティを口に運んだ瞬間、チャイムが鳴り、翔さんがドアホンに応答した。

「どうして来た？」

　なぜか尖った声を出す彼に首を傾げながら私もモニターに近づくと、険しい表情の稲田さんが映っていたので目を瞠る。

『謝罪に参りました。許していただけるとは思っていません。でも、謝らせてください』

　稲田さんは声を震わせている。

　彼女がしたことは許されることではない。だけど、どうしてこんなことをしたのか知りたい。

　翔さんがどう対応するのか見守っていると、「上がってこい」と声をかけている。

「砂羽。ちょっとごめん。稲田と話してみる」

「わかりました」

　彼はそう言い残してリビングを出ていく。

　しばらくして稲田さんがやってきた。玄関のドアが開いた音がした瞬間、「申し訳ありません」という彼女の泣きそうな声が響いた。

　リビングで緊張しながら聞き耳を立ててしまう。

「稲田がしたことは、ブランピュールに対する裏切りだ」

　翔さんの声が鋭い。

「わかっています。私……社長と峰岸さんとのことを知って、頭に血が上ってしまって……。社長の一番近くにいるのは私だとばかり思っていました」

　それって、もしかして……。

「そうだ。稲田は俺の右腕だ。だが、仕事の上でだ」

「でも、私が気持ちを伝えても、そばに置いてくださったじゃないですか」

　稲田さんは翔さんが好きだったんだ。

　彼女の胸の内を知り、唖然とする。

　だけど、『気持ちを伝えても』って、翔さんは彼女の好意を知っていたということ？

「稲田ほど有能な社員を私情で逃すほど、バカな経営者じゃないつもりだ」

　彼女の能力の高さは、社内でも認められていると聞いている。私も一緒に仕事をして的確な分析力や判断力を目の当たりにしているので、その有能ぶりはわかっているつもり。だから、彼の言うことはもっともだ。けれども、勘違いしてしまう稲田さんの気持ちが、同じ女としてちょっとわかる。

「そんなの、あんまりです……」

　稲田さんの声が泣き声に変わった。

「好きな人がいると、話したよな」

　翔さんの声が少し柔らかくなった。

　それって、私のこと？　じゃあ、彼女からの告白はわりと最近で、彼は返事を曖あい昧まいに濁して仕事上の関係を続けていたわけじゃないんだ。

「……はい」

「それが、彼女だ。前にも話した通り、稲田のことは同志だと思ってる。ブランピュールの立ち上げからずっと支えてくれた稲田には、感謝しかない。大切な社員だから、俺のデザイン画が今後に役立つのなら、持っていけばいい」

　翔さんの言葉に驚愕した。

　彼がデザインを取り返そうとしなかったのは、そういう意図もあったんだ。

　それから稲田さんがすすり泣く声が聞こえてきた。そして翔さんは、しばらくなにも言わなかった。

「ホントはわかってたんです。私のことなんて、社長の眼中にないってこと。でも、なにも失敗したくなかった。仕事も恋も……」

　彼女は声を震わせながら続ける。

「それなのに、全部失敗しちゃいました。ごめんなさい。お返しします。マルグリットにはもうコピーもありません」

　ドアを隔てているので見えないが、デザインを返してくれたようだ。だけど、これじゃあ稲田さんはもうマルグリットにもいられない。

「全部失敗なんてしてないだろ」

「えっ？」

　翔さんの問いかけに稲田さんが怪訝な声を出す。

「稲田はどこでもやっていける能力がある」

「そんな褒め言葉、欲しくありません」

　彼女はきっぱり断言する。欲しいのは、翔さんの愛の囁きなのだろう。

「ブランピュールに戻すのは難しい。別の会社を紹介しよう」

「社長……」

「稲田は俺が見いだしたできる部下だ。自信を持て。ただし、もう二度と誰も裏切るんじゃないぞ」

　翔さんは静かに、そして諭すように話す。

「……はい。肝に銘じて。でも、社長はずるいです。そうやって誰にでも優しいから、好きになっちゃうんですよ」

「俺は相当厳しくしてきたつもりだよ？」

「そうですね。仕事では鬼でした。何回泣いたことか……。でも、透けて見えるんですよ、優しさが」

　稲田さんの声が明るくなってきた。

「本当に申し訳ありませんでした」

「あぁ」

「失礼します」

　そんな会話のあと、すぐにドアがバタンと閉まった。

「砂羽」

　呆然としていると、翔さんがリビングに戻ってきた。

「俺、甘いのかな」

　結局、稲田さんを許したのだから、甘いと言えば甘いかもしれない。だけど私は首を振った。すると彼は立ち尽くしていた私の手を取り、ソファに誘導してくれる。

「聞こえてたよね」

「はい」

　正直に答えると、彼は再び口を開く。

「彼女に告白されたのは、砂羽に心が動いている自分に気がついた直後だった。彼女は優れた観察眼を持っているから、もしかしたらそれを感じたのかもしれないな。もちろん、邪な気持ちではなく、技術の高さに感心して峰岸織物を採用したが……あの手紙は捨てずにとってあるから」

「捨てずに？」

　読んでくれただけでも意外だったのに。

「今でも会社のデスクにあるよ。あんなに丁寧に手書きされ、熱すぎる想いをぶつけられているのに、捨てられないだろ？」

「いえっ、捨ててください」

　今となっては恥ずかしくなってきた。

「お断りだ」

　彼はニッと笑ってから、神妙な面持ちに戻った。

「稲田に告白されたときは、正直驚いたよ。同時に、自分の鈍感さに呆れた。仕事に熱中するあまり、彼女の気持ちに気づかず……。俺は一緒に戦う人間としてしか見られなくて……」

「稲田さん、おきれいな方ですし、翔さんのお仕事も理解できて……。それなのに、気持ちが動かなかったんですか？」

　私が尋ねてしまったのは、おそらく不安だったからだ。彼女に比べたら女性としても成熟しているとは言い難く、足を引っ張ってしまうような私が彼の隣にいていいのかと。

「彼女とは男女の垣根を超えた信頼があったというか……。まあ、俺の勝手な言い分だけど。彼女から気持ちを聞いたときは、もう砂羽に出会ったあとだったから、俺の気持ちは揺らがなかった」

　彼は少し困ったような表情を浮かべている。

「かといって、砂羽に出会っていなかったとしても、稲田の気持ちを受け止めたかどうかはわからない。うまく言葉にはできないけど、やはり戦友だったような気がする」

　翔さんは私の手を不意に握り、私に視線を注ぐ。

「砂羽が傷ついたのに、許してごめん」

「えっ、そんなこと……いいんです」

　おそらく翔さんは、彼女の気持ちに応えられなかった罪悪感と、今までの仕事への貢献に対する感謝を、できる範囲で示したのだと思う。

「優しいんだな、砂羽は」

　ううん。優しいのはあなた。

　テーブルに置かれている返されたデザイン画にふと目をやると、下のほうの紙の端に、ピンクの付箋のようなものがつけられているのに気がついた。なんだろうと思いながら、それをめくると……。

「翔さん、これ……」

　付箋がつけられていたのは、私のためにデザインされたウエディングドレス。しかもその付箋には【絶対に幸せになってください】と書かれていた。

「稲田……」

　彼はそれきり言葉を失くしている。

　しかし、しばらくしてやっと表情を緩めると、私の腰を抱き口を開く。

「砂羽の幸せは約束する。稲田の気持ちにも報いたい」

「はい」

　稲田さんに一度は裏切られてしまったけれど、翔さんの人を見る目に間違いはなかったように思う。

「あー、ハーブティ冷めたな」

「淹いれ直しますね」

　もう稲田さんの過ちの追及は終わり。彼女がどんな思いであの付箋の言葉を書いたのか、想像できる。私たちはあの言葉通り、幸せになるしかない。

　そんなことを考えながら、翔さんのために心を込めてカモミールティを淹れ直した。










情熱的なプロポーズ




「砂羽ちゃん、仕立ててもらってたのができてるよ」

　遠くの山々が赤茶色に色づいている十月末。出社すると、橋さんが満面の笑みを浮かべて着物を持ってきてくれた。あのお茶会をきっかけに、翔さんの着物を橋さんに頼んであったのだ。

「うわー、素敵。ありがとうございます！」

　少し灰色がかった緑――老おい竹たけ色いろの着物は渋く、翔さんがこれを着ているところを想像するだけでテンションが上がる。

「いやいや。一ノ瀬さんからのご依頼とあらば、頑張らないわけにいかないだろー。着流しでいいのかい？」

　橋さんも、私と翔さんとの交際には諸もろ手てを挙げて賛成してくれている。

　茶会は本来男性は袴はかまだが、お茶の先生に聞いたところ、正式な茶会である〝茶事〟ではなく大寄せの茶会なら、袴をはかない着流しでも大丈夫だと言われたので、そうした。

「うん。先生が着流しで十分だって。そもそも男の人が着物で来てくれるのがうれしいって、喜んでた」

「そうだよねぇ。最近は着物の需要も随分減ってしまったから、一ノ瀬さんのように着たいと思ってくれる人がいるのはうれしいよ」

　和服の反物を得意としていた峰岸織物の業績が傾いてきたのは、需要がガクンと減ってしまったのが大きい。男性のみならず女性も着る機会は激減しているし、少し前までなら成人式の振袖をあつらえて……なんてこともあったが、今はレンタルが主流だ。

「それと、これも」

「えっ、なに？」

　橋さんがもう一着、淡い藤色の生地に鼓や小花が散らされている上品な訪問着を私に差し出すので、首を傾げた。

「これは今のうちの技術を全部詰め込んだ一品だよ。砂羽ちゃんに着てもらいたいんだ。近い将来、一ノ瀬さんの実家に挨拶に行くこともあるだろう？」

　翔さんの実家に挨拶って……。結婚という意味？

　目をパチクリしていると、橋さんは笑みをこぼす。

「一ノ瀬さんの会社は洋服で頂点を、峰岸織物は和服で。まあ、比べたら叱られちゃうくらいの業績の違いはあるけど、そのくらいの意気込みでやらないとね。砂羽ちゃんは由緒正しき家柄の娘さんだ。俺たちが足を引っ張るわけにはいかない」

「橋さん……ありがとう」

　そんな優しい言葉をかけられたら、目頭が熱くなっちゃうじゃない。

　翔さんと付き合いだしてから幸福感で満たされてはいるけれど、本当に私でいいのかという迷いは常にある。あんな大きな会社の社長さんの隣が、つぶれそうな繊維メーカーの娘って、どう考えても釣り合わないもの。

　もしかしたら橋さんは、そんな私の気持ちに気づいているのかも。でも、それでも大丈夫と背中を押してくれた気がする。

「砂羽。実は、一ノ瀬さんのご提案を受けようかと思っているの」

　私たちの様子を目を細めてうれしそうに見ていた母が、そう言いだした。

「ブランピュールの傘下に入るっていう話？」

　実は、少し前からそんな話が持ち上がっている。峰岸織物の業績はブランピュールのおかげで右肩上がりだが、やはり経営のノウハウがある人間がいないというのは痛手だ。翔さんもアドバイスはくれるけど、自身の仕事の合間にでは負担が大きい。傘下に入れば、ブランピュールから知識を持った人材を必要なときに派遣できるから、ということだった。

　しかも、吸収合併ではなくあくまで業務提携。屋号も残るし従業員のリストラもいらない。それだけでなく、ブランピュール以外の会社との取引もオーケー。我が社にとって不利益はひとつもない話だ。

「こういううまい話には気をつけないと、乗っ取りなんて事例も聞いているからね。でも、一ノ瀬さんがそんなことをするはずがない」

　橋さんがきっぱり断言する。翔さんに窮地を救ってもらっているのだから当然だ。

「一ノ瀬さんは、あの一千万の返済はいつでもいいし、利子もいらないとおっしゃってくれているけど……やっぱり相応の利子をつけて返済したいの。砂羽にはなんの引け目も感じず、お嫁に行ってほしいから」

「お母さん……」

　母の心遣いがうれしくて、鼻の奥がツーンとしてくる。

「それには、もっともっと頑張って、峰岸織物を成長させなくちゃ。だから、ね？」

「うん。そうだね」

　こんないい話、もう二度とない。なにも知らない会社との提携なら、あまり利益の見込めない着物の反物や緞帳から手を引けと言われても仕方がない状態だもの。その点、私たちが伝統を守りたいと奮闘していることを承知している翔さんなら、最大限の配慮をしてくれると思う。

　結局、私たちの意見はすんなり一致して、ブランピュールの傘下に入ることを決めた。




　その週末、翔さんとの着物デートが実現した。

　茶会が終わったあと、前回と同じように日本庭園をふたりで散策することにした。

　翔さんは初めてとはとても思えないほど、着物姿がしっくりときている。ぴったり合わせられた首元から覗く首のラインはどこか色っぽく、帯はきちんと前下がりうしろ上がりに結ばれており、貫禄がにじみ出ている。

　かっこよくて、存在感抜群で……すれ違う人が皆振り向くので、嫉妬してしまうくらいだ。

　仕事のときのスリーピースの着こなし具合も最高だけど、和服もたまには着てもらいたい。彼のような人が和装で街に出てくれたら、着物も見直されないかしら？なんて思ってしまうほど似合っている。

　今日の私は、淡い黄褐色――鳥とりの子こ色いろの訪問着に、翔さんの着物を意識した老竹色を基調とした菊きく菱びし模様の名古屋帯姿だ。

「砂羽は本当に和服がよく似合う。本当に最近はびっくりするほど色っぽくなってきたから、着物を着るとそれが際立ってしまって、隠したくなる」

　翔さんは褒めることを忘れない。

「い、色っぽくは……言いすぎですって」

「一番近くにいる俺がそう言ってるんだよ？　間違いない。俺としてはうれしい限りだけど、誰かに取られないかハラハラする」

　そんな心配、まったくいらないのに。

「取られるなんて、そんな」

「まあ、死守するけどね」

　クスッと笑う彼は、私の手を握った。

「けど、たまには和服もいいね。思ったより楽だし、なんていうか背筋が伸びる」

　彼は小道を悠然と歩きながら、空いているほうの手で自分の着物に触れる。

　たしかに、特別なときにしか着ないので、その日は気持ちが引き締まる。けれども、イヤな緊張感ではなく心地いい。

「和服のよさがもっと広がるといいな。もちろん洋服も負けない」

「はい」

　社長である母から、傘下に入りたいという正式な意思表示はしてある。ブランピュールの会議を経て、おそらく承認される。

　峰岸織物はブランピュールの足元にも及ばないけれど、和服分野でも踏ん張って、傘下に入れてよかったと言ってもらえるようにしたい。

　それから東屋のベンチに私を誘った翔さんは、ぴったりと横に座り、目の前に広がる池に視線を移す。周りの風景に彼の和服姿が溶け込んでいて、ゾクッとするほど美しい。

「ここで呼吸をしているだけで、心が浄化される気がするな」

「そうですね」

　相変わらず忙しい彼だけど、デザインへの情熱は私と暮らし始めてからいっそう高まっているらしく、時間を惜しんでデザイン画を描いている。

　その間は楽しくてたまらないらしいが、商品化を目指すとなるといろんな制約をクリアしなければならず、それがとてつもなく疲れるんだとか。それに加え、社長として経営戦略を練るのも重要な仕事。気疲れしているのはよくわかる。

　自然の中で過ごすこの時間が、そんな彼を癒していればいいな。

「しかも、砂羽が隣にいてくれるから、最高だ」

「そんな。私は、翔さんに助けられてばかりです」

　少しずつ営業もうまくいくようになってきた。だけど、まだまだ心ない言葉をぶつけられて落ち込むこともある。そんな日は、なにも言わなくても私が沈んでいることを察知してくれて、『大丈夫。俺がついてる』と抱きしめてくれるので、また次の日から踏ん張れる。

「砂羽に出会えて、本当によかったと思ってる。伝統に誇りを持つことや信念を貫く大切さ。砂羽のブレない気持ちに導かれて、俺は新たなステージに上がれた気がしている」

「私はなにもしてないですよ？」

　そう否定すると彼は首を横に振り、私の腰を抱いた。

「してるよ。砂羽のあきらめないという強い心は、俺に火をつけた。古きを守りつつ新しき道の模索もやめない砂羽に負けないように、ブランピュールも殻を破って新たな一歩を踏み出さなければと思った」

　最近ブランピュールでは新たなブランドの立ち上げのために動きだしたと聞いている。だけどそれは、翔さんがここまでコツコツと積み上げてきた実績のおかげで実現できるのであって、私の影響なんか微々たるものだ。

「俺には、砂羽が必要なんだ」

　彼が私に視線を合わせ、そう囁くので、胸がドクンと跳ねる。

「翔さん……」

「ずっとそばにいてくれないか。結婚、してほしい」

　えっ……。

　突然のプロポーズに呆然としてしまい、反応できない。ただ彼の熱を孕はらんだ視線を一身に受け、頬を赤らめるだけ。だけど、激しく胸が揺さぶられ、じわじわと瞳が潤みだす。

　なんだろう、この気持ち。感動と喜びと……いろんなものが混ざり合い、感極まってしまう。

「……はい」

　私も彼の澄んだ瞳をしっかりと見つめ、承諾の返事をした。

　断ることなんてできない。だって私にとっても彼はいなくてはならない人になってしまっているし、一生添い遂げるなら翔さんしかいない。

「幸せに、する」

　彼はうれしそうに微笑み、私を抱きしめた。




　それから、せっかく着物を着るのだからと、翔さんが予約しておいてくれた懐石料理を楽しんでマンションに帰ったが、照れくさくて彼の顔をまともに見られない。

「着替えてきますね」

「砂羽。待って」

　リビングから出ていこうとすると、彼が私の腕を引き、止める。そして力強く私を抱き寄せた。

「これからずっと一緒にいられるなんて、夢みたいだ」

「翔さん……」

　それは私のセリフなのに。

「来週、俺の実家に一緒に行ってくれないか？」

　結婚の報告にということだろう。急展開で緊張してしまうけど、私はうなずいた。

　すると彼は手の力を緩め、強い眼差しで私を見つめたまま、頬に手を伸ばしてくる。

「砂羽」

「はい」

「愛してる。一生、砂羽だけを愛してる」

　そう吐き出した彼は、柔らかい唇を重ねた。

　次第に深くなるキスに腰が砕けそうになったが、彼は軽々と私を支えてくれる。

「んっ……」

　息がうまく吸えず唇が離れた隙に思いきり吸うと、再び唇が重なる。彼の舌が私の口内を蹂じゅう躙りんしてきて、頬が上気していく。

「砂羽。抱きたい」

　息が上がってしまうような激しいキスから私を解放した彼は、耳元で囁いた。もしかしたら、プロポーズするまではと待っていてくれたのかもしれない。

　私も……彼に抱かれたい。もっともっと熱を感じたい。

　だけど恥ずかしくて返事ができず、彼の着物をギュッとつかんでしまう。

「怖い？」

　私は小さくうなずいた。

「できるだけ優しくする」

「そう、じゃないんです。これ以上翔さんのことを好きになったら、おかしくなっちゃう」

　思わず本音をこぼしてしまった。

　もちろん初めてなので、ちょっぴり不安だ。でも、翔さんは私がイヤなことはしないとわかっている。それより、これ以上彼のことを好きになってしまったら、他になにも考えられなくなりそうで怖いのだ。

　それに……極上の幸せが手に入ると、今度はそれを失ったらどうしようという不安に陥るのだと、初めて知った。

「じゃあ、おかしくなればいい」

「えっ……」

「俺はもうとっくに変なんだ。砂羽のことばかり考えてしまう。砂羽が俺の前に現れたあの日から」

　彼はそう言うと、深い口づけを落とす。

「心配いらない。砂羽は俺が必ず守る。愛してる」

　そして甘い愛の言葉を囁き、首筋に唇を押しつけた。

「ん……っ」

　初めての感覚に、変な声が漏れてしまう。しかも、彼が私の襟元をグイッと開き何度も唇を押しつけてくるので、心臓が暴走を始め、手をつけられなくなってしまった。

「あっ、翔さん……」

「砂羽」

　指を絡めて私の手を握る彼は、空いたほうの手で器用に帯をほどいていく。そしてそれがストンと床に落ちると、私を抱き上げベッドルームに向かった。

　私をベッドに優しく下ろしてくれた彼の胸元は、着物が乱れてしまって大胸筋が見え隠れしている。それを見ているのが恥ずかしくて顔をそむけると、彼は私の顔の横に両手をつき「砂羽」ともう一度私の名前を口にする。

　恐る恐る視線を合わせると、切なげな表情を浮かべる彼が視界に入る。

「怖い、な」

「えっ？」

「もし砂羽がいなくなったらと思うと、怖い」

　翔さんも？　私も彼を失ったら、どうしていいかわからない。

「でも、砂羽がどこに逃げても俺は追いかける。逃げられないから、覚悟して」

　こんなふうに想ってくれる彼となら、絶対に幸せになれる。

　私は大きくうなずき、彼の首のうしろに手を回してしがみついた。

　それから彼は私に甘い口づけを落としながら、大きな手を私の肌に滑らせ始める。

　自分でも体が真っ赤に染まっていくのがわかる。でも、決してイヤではない。直に伝わってくる彼の体温は、言い知れない喜びをもたらした。

「あぁっ……んっ」

　いつの間にか一糸纏わぬ姿にされ、彼の腕の中で悶えていた。恥ずかしくてたまらない甘い声も、とても我慢できない。

「はぁっ……」

「砂羽。愛してるよ」

　私の体のいたるところに舌を這わせ長い指で翻弄してくる彼は、何度も愛の言葉を囁いてくれる。私は勝手にビクビク震えてしまう体を持て余しながら、必死になって彼にしがみついていた。

　頭が真っ白になり息を荒らげていると、私を愛おしそうに見つめる彼が、深いキスを落としながら入ってくる。

「あっ……翔さん」

「もっと、もっと名前を呼んで」

「翔さん……」

　始まる前は恥ずかしさと怖さばかりが先立っていたが、素肌と素肌が触れ合い彼のぬくもりを感じていると、そんなことは頭からすっかり飛んでいた。ただただ、彼が愛おしい。

　想像していたよりずっと痛くて……彼の背中に爪を立ててしまうと、彼はすぐに体を離そうとする。

「行かないで」

　私は彼の腕を捕まえ、首を振る。

「砂羽。無理しなくていいんだよ」

「無理じゃないの。痛いけど、幸せなの」

　少し涙目になってしまったものの胸の内を明かすと、彼は目を細め、ゆるゆると髪を撫でてくれる。

「ありがとう。俺も幸せ。メチャクチャ、幸せだ」

　私のまぶたにキスを落とした彼は、それから私をいたわるように抱いてくれた。




「あっ！」

　翌朝目を覚ますと、一糸纏わぬ翔さんの厚い胸板が目の前にあって、大きな声を出してしまった。

「砂羽、起きた？」

　寝ぼけ眼で私を抱き寄せる彼は、「もうちょっとこうしてて」と離してくれない。

「えっ、ちょっ……。起きますからっ！」

　自分もまだ裸なことに気がつき、半ば無理やり彼の腕から逃れて広いベッドの端まで逃げた。けれども、服を着ていないので出ていけない。

　どうしようかと迷っていると、彼が近づいてきてうしろから抱きしめてきた。

「体、平気？」

「……は、はい」

「かわいかったな。昨日の砂羽」

　そんなこと、改めて言わないでほしい。あぁっ、もう、顔から火を噴きそうだ。

「シャワー浴びる？」

「はい」

　もう、『はい』しか言えない。

　すると彼は私から離れていき……クローゼットからＴシャツを出してくれた。

　大きなＴシャツは太ももまで隠れたが、それでもまだ恥ずかしい。

　私が彼の前を駆け抜けると、ドアが閉まった向こうで「ははははっ」と大笑いされてしまった。




　彼のプロボーズを受け入れ、体を重ねてから、前にも増して気持ちが安定してきた。

　至極の幸福を味わってしまったらそれを失うのが怖くなるのではないかと心配していたけれど、彼がそれ以上の愛を惜しみなく注いでくれるので、不安になることはない。

「今日、会社に来るんだよね。新しい担当とはうまくいってる？」

「はい。とてもよくしていただいています」

　稲田さんのいなくなったあとは、彼女の部下だった男性が引き継いでくれている。

　あの一件のあと、稲田さんは翔さんの口利きで別のアパレルメーカーへの転職が決まった。

　彼女がしてしまった過ちはブランピュールでもごくわずかな人しか知らないらしい。それは翔さんがかん口令を敷いたため。だから、それを知らない人たちは、単なる転職だと思っているようだ。

　今となっては、翔さんは最初から稲田さんがデザインを返してくれると信じていたんじゃないかとさえ思う。

「そっか。困ったことがあれば言って」

「ありがとうございます」

「それじゃ、気をつけて」

　朝イチでアポイントが入っている彼は、運転手の林さんと秘書の溝口さんが迎えに来た車に乗って、行ってしまった。

「よし」

　今日も頑張ろう。

　空を見上げると、雲ひとつないいい天気だ。それが私たちの未来を示しているようで、なんだか心躍った。




　週末も青空が広がり、秋の風が心地いい爽やかな天気だった。

　一ノ瀬のお父さまへの挨拶に行くために、橋さんたちが仕立ててくれた訪問着を身に纏う。

　リビングに行くと、黒に近い濃紺のスーツに深いえんじのタイを合わせた翔さんが、目を細めてじっくり観察を始める。こうして見られるのはもういつものことだけど、少しも慣れなくてドキドキしてしまう。

「はー、これもいい。砂羽の白い肌にこの藤色は映える。主張しすぎない柄も砂羽の奥ゆかしさを表しているようだ。橋さんに嫉妬するな」

「えっ、橋さんに？」

　とんでもないことを言いだした翔さんに驚き聞き返すと、「砂羽が一番美しく見える色や柄を知ってる」とつぶやく。

「そう、ですか？」

「うん。よく似合ってる。でも、洋服なら負けない」

　彼は白い歯を見せる。

　彼は時々、私だけのためにデザインした洋服をプレゼントしてくれる。それがどれだけ贅沢なことかわかっているつもり。たくさんの人にこんなに気にかけてもらえて、私はとんだ幸せ者だ。

　そして、いよいよ出発。彼の運転する車は、比較的空いている道を進んでいく。

「緊張してる？」

「はい……」

　翔さんの実家は高級住宅街にあるという。そこに向かうまでの四十分、緊張のあまり車内でなにも話せなくなってしまった私を、ハンドルを握る彼が気遣ってくれる。

「正直、十八で実家を出てからほとんど帰ることもなくて、父と会うのは二年ぶりなんだ。母の葬儀のときに会ったっきりで」

「そうなんですか？」

　そんなに疎遠になっているとは、驚いた。そういえば、彼のお父さまの話は一度も聞いたことがない。

「あっさりとした面会になると思う。だけど、砂羽がどうとかっていうわけじゃないから。俺がひとりで行っても、そんな対応なんだ。気に障るようなことがあったらごめんな」

「大丈夫です。翔さんがいてくれるから」

　深い家庭の事情はわからない。翔さんが私を求めてくれるならついていくだけ。

　そう口にすると、赤信号でブレーキを踏んだ彼は私に視線を向けた。そして左手を伸ばしてきて、私の膝の上の手を握る。

「そんなことを言うと、キス、したくなるだろ」

「えっ……」

「砂羽がかわいくてたまらないよ」

　翔さんの薄い唇から紡ぎ出される言葉に翻弄されてしまいうつむくと、信号が青になり彼は再びアクセルを踏む。

「絶対に離さない。砂羽は俺だけのものだ」

　ハンドルを巧みに操りながらまっすぐ前を見据え、独占欲をあらわにする彼を見て、ますます胸の鼓動が高まっていく。

　あぁ、私は愛されている。翔さんの隣にいられて幸せだ。

　一等地に建つ一ノ瀬家は、驚くほど立派だった。長い塀が続いたかと思うと大きな門が現れ、彼が車を停めてどこかに電話をすると、その門が自動で開いた。

　まるで西洋のお城のように、〝そびえたつ〟という表現が正しそうな絢けん爛らん豪華な建物が目の前に現れ、峰岸織物の工場がすっぽり入りそうな広さの庭の間を車は進んでいく。

「えっ……えっ……」

　想像を超えた規模の実家を目の当たりにして、戸惑いの声が出てしまう。

「どうした？」

「どうしたって……こんなに大きいなんて聞いてません！」

「あはは。言ってないな」

　彼は軽く流すが、私は目が点だった。

　どこからか漂ってくる山さ茶ざん花かの香り。本当なら大好きなこの香りで癒されるところだけど、緊張が増すばかりだ。

「親父が『三みつ谷たに商事』のトップで」

「え！」

　それも初耳。しかも三谷商事は、最大手の総合商社だ。

「あれ、驚いた？」

「当たり前です。倒れそうです」

　私が素直な気持ちを吐き出せば、彼はクスクス笑っている。

「一番上の兄が跡を継ぐことになってるから、俺は関係ないけどね」

　お兄さんがいるんだ。ホント、彼のことをなにも知らない。

「一番上ってことは、まだ他にも兄弟が？」

「うん。もうひとり兄がいる。一番上は七つ離れてて、もうひとりは五つ上かな。ほとんど会うこともない」

「随分歳が離れているんですね」

「まぁね」

　思ったことを口にすると、なぜか彼の顔が一瞬曇ったような気がした。

　とはいえ、一ノ瀬家がこんなに立派な家柄だなんて。翔さんがブランピュールの社長ということだけで、腰が引けているのに。どうしよう。余計に緊張してきてしまった。

　車が玄関に横付けされると、お手伝いさんらしき初老の女性が出てきてドアを開けてくれる。

「いらっしゃいませ。翔さん、お久しぶりです」

「うん。元気にしてる？」

「はい。恐縮です」

　丁寧に頭を下げた女性は、私にも「ようこそおいでくださいました」と声をかけてくれた。

「初めまして。峰岸です」

　私も腰を折ると、翔さんが私をエスコートするように隣にやってくる。

「俺が小さい頃からお世話になっている坂さか井いさんだ」

「どうぞよろしくお願いします」

　坂井さんは目尻のシワを深くして頭を下げる。

「翔さん。今、重しげ人とさんがお越しになり、旦那さまとお話をされています」

「そう……」

　重人さんって誰だろう？と翔さんを見上げると、「二番目の兄だよ」と教えてくれた。

「お話が終わるまで、二階の部屋でお待ちになりますか？」

「そうするよ」

　私は翔さんに促され、緊張しながら一ノ瀬家に足を踏み入れる。

　玄関を一歩入ると、あんぐりと口を開ける羽目になった。いきなり大きなシャンデリアが目に飛び込んできたかと思えば、立派な胡こ蝶ちょう蘭らんが存在感を示している。大理石の玄関フロアはピカピカに磨かれていて、私の部屋の二倍くらいの広さはある。いや、それ以上かも。隣に翔さんがいなければ、逃げ帰りたいような場違い感。

「砂羽、とりあえず俺の部屋に案内するよ」

「は、はい」

　なんとか取り乱さないように気をつけて返事をしたあと、彼に続いた。

「お茶をお持ちしますね」と坂井さんが離れていくと、やっと空気が肺に入ってくる。

「ふー」

　思わずしてしまった深呼吸を翔さんに気づかれてしまった。

「帯、苦しい？」

「いえ、そうじゃありません」

「それじゃ、緊張か……」

　私がコクンとうなずくと、「少し休憩しよう」と、階段を上がってすぐの彼の部屋に向かった。

「なんですか、ここ」

　もう住んでいないのに、翔さんの部屋は整っていた。二十畳近くはあると思われる南向きの広い部屋にはソファとテーブル。そして峰岸家のリビングにあるものよりずっと大型のテレビ。さらには、片隅に勉強机と本棚が置かれている。

「俺の部屋だけど？」

　平然とした顔の彼が奥にあるドアを開けると、ベッドルームが別にあるという贅沢ぶり。

「倒れそうです、私」

「これくらいで倒れるなよ」

　彼は白い歯を見せているが、私は本気で卒倒しそうだ。

「あっ！　これ、翔さんですよね」

　ベッドルームのサイドテーブルに写真立てがあるのに気づいて、手に取った。

「そんなの忘れてた。小学校の卒業式のときの写真だな」

　翔さんはもうこの頃から整った顔立ちで、卒業証書を手にして微笑んでいる。

「モテたでしょう？」

「まあ、中学生くらいから、よく告白はされたかな」

「すごいんですね」

　自分で聞いたのになんだかおもしろくない。だからか棒読みになってしまった。

　私の隣にやってきた彼は、クククと肩を震わせている。

「砂羽。もしかして嫉妬してる？」

「し、してません」

　と言いつつも、胸はこんがりと焼けている。

「中学生の頃の話だよ？」

「だって、そのあともモテたんでしょ？」

　私が尋ねると彼はニヤリと口元を緩め、私を抱き寄せる。

「やっぱり嫉妬してるんじゃないか」

「あ……」

　モヤモヤしていることを暴かれてしまい、とても気まずい。『過去のことなんて気にしません』というような大人の女でいたかったのに。

「砂羽。もっと嫉妬して」

　色気を纏った声で囁かれ、たちまち体が熱くなるのを感じる。

「どうしてですか？」

「砂羽にヤキモチを焼かれると、愛されてるって自信が持てる」

　自信って……。私は翔さんのことしか目に入らないのよ？

「わ、私は、翔さんが好きなんです。過去の翔さんも全部私のものにしたいくらいなんですから」

　勇気を振り絞り気持ちを伝える。

　私だって、彼と関わったことのある女性にヤキモキしてしまう。私の知らない翔さんのことを知っていると思うと、うらやましい。

　盛大に告白したはいいが気恥ずかしくなり、彼の肩に顔を埋めて隠した。それなのに、すぐ引き離されてしまう。

「顔、見せて」

　彼は私をちょっと強引に離し、顎に手をかけ持ち上げた。そして視線を絡ませ続ける。

「これからの俺は、全部砂羽のものだ。だから、許して」

　許すもなにも、過去があるのは当たり前のことで、私が大人げなく嫉妬しただけだ。

　翔さんは顔を近づけてきて、私の額に額をぶつける。

「その代わり、砂羽の未来は俺のものだから」

　そうつぶやいた彼は、さらに距離を縮めてくる。キスされる、と思ったとき……。

　――トントントン。

「はっ……」

　ドアをノックする音に必要以上に驚いてしまい、翔さんが笑いを噛み殺している。

「お茶をお持ちしました」

　坂井さんだ。

「はい。どうぞ」

　翔さんは返事をしながら、私の顔を見て「セーフ」と口で形を作り表情を緩めた。

「ありがとう」

　彼に続いてソファのある部屋に戻ると、坂井さんがテーブルにモンブランとコーヒーを並べてくれる。

「ご結婚されるとお聞きしました。おめでとうございます」

「ありがとう。これから砂羽のこともよろしく頼むよ」

　翔さんの言葉に合わせて頭を下げると、「使用人にそのようなことを！」と慌てている。

「いえ。知らないことばかりで……。いろいろ教えてください」

　坂井さんは私の知らない翔さんをたくさん知っているはずだ。私はそう付け足した。

「翔さんは幼少の頃から苦労されてきましたので、どうしてもお幸せになっていただきたいんです」

　坂井さんは語気を強める。

「ありがとう。必ず幸せになるよ」

　翔さんが応えると、坂井さんはホッとしたような顔をして出ていった。

　だけど、『苦労されてきました』という言葉が引っかかる。誰しもそういうことはあるし、ブランピュールを立ち上げ、ここまで大きくした彼には、もちろん苦労もつきものだったはずだ。しかし、坂井さんは『幼少の頃から』と言っていた。ということは会社の話ではない。それが少し気になった。




　それから三十分。どうやら重人さんの話が終わったらしく、坂井さんが呼びに来てくれた。

「はー」

　大きく深呼吸すると、翔さんは笑っている。

「行こう」

　彼が私に手を差し出してくれたので握り、足を踏み出す。

　一階に下りていくと、長い廊下を玄関に向かう男の人のうしろ姿が見えた。

　男の人は私たちの足音に気づき、振り返る。翔さんより少し背が低い彼はどちらかというと色白で、眼鏡の向こうの目はなんとなく冷たく感じる。真っ黒な髪はサラサラで、少し前髪が長め。どことなくインテリな雰囲気を漂わせている。

「翔か。久しぶりだな」

　どうやら重人さんのようだ。

「はい。ご無沙汰しております」

　翔さんはニコリともせず挨拶を交わしている。

　兄弟らしからぬよそよそしい会話に首をひねりながら、会釈した。

「結婚するそうだね。その人が、峰岸織物の――」

　うちの会社のことを知っているの？　ブランピュールのような大きな服飾メーカーならまだしも、峰岸織物は最近勢いを取り戻しつつあるとはいえ、一般的には知られていない会社なのに。

「そうです。峰岸砂羽さんです」

　翔さんが重人さんの言葉を遮るように紹介してくれたので、「峰岸です」ともう一度頭を下げた。

　すると重人さんは私を値踏みするかのように、頭から足の先まで視線を這わせ、鼻でふんとあざけている。

　挑発的に感じる態度にたじろいでしまったが、翔さんがそっと腰を抱いてくれたので落ち着いていられた。

「さすがだな、翔。他人のものを奪うのが得意なのは、その血のせいか？」

　どういう、意味？

　ハッとして翔さんを見つめると、硬く握った拳を震わせ、珍しく興奮した様子で目を血走らせている。

「兄さんには関係ありません。私は彼女と幸せになります」

　なぜかふたりの会話が刺々しい。

「ま、せいぜい頑張れよ」

　重人さんはニヤッと冷笑し、背を向け出ていってしまった。

「ごめん。感じ悪かったよな」

　翔さんは肩を落として私に謝る。

「大丈夫です」と答えたものの、『他人のものを奪うのが得意』という言葉が頭から離れない。

　それに、『血のせい』って？

　ふたりの会話がまるで飲み込めず、どういう意味か知りたいのに、そのあと怒りをあらわにした翔さんに聞いてはいけないような気がして口を閉ざした。

　余計なことを考えてはダメ。彼は『幸せになります』と言ってくれたじゃない。

「兄さんはいつもああなんだ。気にしないで」

「はい」

　私はうなずき、再び歩き始めた。

　案内された一階の応接室は、まるでパーティルームのようだった。ちょっとした披露宴ならできそうな広さで、グランドピアノまで置かれている。家具は近世ヨーロッパを彷彿とさせるアンティーク調のもので統一されていて、センスのよさを感じる。

「お久しぶりです」

「あぁ、待たせたようだな。重人の話が長引いた」

　深いこげ茶のフレームに丁寧な彫刻が施されているソファに座ったままこちらに視線を向けたお父さまは、切れ長のくっきりとした二重の目が翔さんに似ている。白髪交じりの髪ではあるが、きちんと整えられていておしゃれにすら感じる。

「いえ。電話でお話しましたが、こちら、峰岸砂羽さんです。彼女と結婚します」

　翔さんは早々に切り出してくれた。

「初めまして、峰岸です。翔さんとお付き合い――」

「挨拶は必要ない。好きにしなさい」

　お父さまは私をチラッと視界に入れ、言葉を遮る。

　翔さんの言っていた通りだった。息子の結婚という大きな人生の分岐点なのに、それすら興味がないのだろうか。言い方もとても冷ややかだ。

　重人さんとは長い時間話していたようだが、翔さんの結婚についてはこれで終わりなの？　そりゃあ、あれこれ言われても困るけど、あまりにあっさりしすぎていてモヤモヤしてしまう。認めてくれるなら、せめて『おめでとう』のひと言くらい欲しかった。

「はい、そうします」

　翔さんはどこかあきらめ気味にそう言った。

「では、失礼します」

「あぁ」

　結局、まともに話なんてできなかった。

　私たちは坂井さんに見送られ、一ノ瀬邸をあとにした。

　とっても素敵な家だったのに、家の中は凍りつくような冷たさを感じた。それは、お母さまがすでに亡くなっているせいなのかもしれない。重人さんもあそこに住んではいないようだし……家族団らんのような機会もなかなかないのかも。

「イヤな気分にさせてばかりだったな」

　ハンドルを握る翔さんが、珍しく大きなため息をついている。

「平気です。これで翔さんと結婚できるんですし」

　たしかに冷遇だった。でも、私たちは前に進める。

「砂羽は本当に……」

　彼はそこまで言うと、口元を緩める。

「そのポジティブなところは、出会った頃とちっとも変わらないな。つらいことがあっても顔を上げて……信じたものを守ろうとしていた」

　そんなふうに意識はしていなかったけど、たしかに峰岸織物の伝統を守るために、必死に前を向こうとしていた。

「実はあの頃、請け負った仕事が多すぎて忙しかったせいか、デザイン画が描けなくなっていたんだ。でも精いっぱい未来の可能性を探っている砂羽を見ていたら、目の前に積まれた仕事にばかり目がいって、成功する明日を想像できなくなっていることに気がついた」

　次々とデザイン画を描いていく彼を見ているからか、描けない姿を想像できない。

「で、ブランピュールが世界に羽ばたいていくことを考えるようにしたら、どんどんインスピレーションが湧いてきて、スランプはあっけなく終了」

　彼はおどけた口調で、白い歯を見せる。

「私、そんなに役に立ったんですか？」

「うん。それに、砂羽は峰岸織物の技術に絶対的な信頼があったから、あんなに必死になれたんだろ？　それを見ていたら……部下にとって俺も、そういう存在にならなくてはと気持ちが引き締まった。一ノ瀬のデザインだから、自信をもって売れると言ってもらえるようにね」

　彼のデザインする服は、女性の美しさを際立たせてくれるものばかり。それに加えて素材から縫製に至るまでひとつの妥協もないのだから、彼の部下だってブランピュールの商品に自信を持っているはずだ。

「砂羽は、俺にいい影響を与えてばかりなんだよ」

　彼は左手を伸ばしてきて、私の頭をポンと叩く。

　そっか。なにをしたわけでもないけど、翔さんの人生がよいほうへと動いているのなら、よかったのか、な。これからもずっと、そんな存在でありたいな。

　家につくまでの間、そんなことを考えていた。

　帰った途端、リビングのソファに座り込んだ。緊張していたせいか、いつもより疲れてしまった。

　それでも、『結婚』という目標がぐんと近づいた大切な一日だった。




　運命の歯車が順調に動きだし、この上ない幸せに包まれていた、とある天気のいい朝。出社すると、母が大興奮して私に駆け寄ってきた。

「砂羽！　あのね、あの……」

「ちょっと、どうしたの？　落ち着いて」

　最近上向きになりつつあった業績がまた悪化したのではないかと息を呑む。

　ただ、母の顔は沈んではいない。

「今度できる隣町のカルチャーセンターから電話が入って……」

　母は興奮気味でなかなか話が進まない。

　そのカルチャーセンターの規模は大きく、三千人ほど収容できる大ホールを持つ予定。半年ほど前から何度も足を運び、緞帳を売り込んできたけど、もしかして……。

「砂羽ちゃん、やったよ！」

　母からすべてを聞き終える前に、事務所に顔を出した橋さんに嬉き々きとした表情でそう報告され、受注したのだと確信した。

「久々の緞帳づくりだよ。綴織を作れるなんて、もう二度とないかと思ってた」

「えっと……」

　なにか言いたいのに、びっくりしすぎてそれしか出てこない。営業しているとき、反応が決してよかったわけではないからだ。

「なんだよ。もっと喜びなよ」

　橋さんに指摘されて我に返り、一気に喜びがあふれてくる。

「すごいね！」

　それでも興奮のあまり、それしか言葉が出てこない。母がうまく話せなかった理由がわかった。

　これは夢？　橋さんの言う通り、コストが高く職人の腕ひとつで品質が大きく左右される綴織緞帳は、もしかしたらもうこのまま廃れてしまうのではないかと、どこかで覚悟をしていた。

　父も緞帳の需要があると聞けば、遠くても足を運んで営業していたし、受け継いだ私もそうしてきた。でも、ここ十年近く一枚も作っていない。

「どうやら、ブランピュールの洋服に使っているうちの布の噂を聞いたみたいでね。峰岸織物なら間違いないだろうって。これでいっそう、うちの品質のよさが伝わる」

　母の声が涙声に変わり、私まで瞳が潤んできた。ここまでの道のりが決して平たんではなかったので、余計に感動的だ。

「砂羽のおかげだよ。砂羽が必死に頑張ってくれたから……」

「ううん。皆が踏ん張ったんだよ」

「そうね」

　母の頬にひと粒の涙が伝ったのを見たとき、ようやく母は重い荷物を下ろせたのではないかと感じた。

「一ノ瀬さんにもお礼言わなくちゃ」

　母がそうつぶやくので私はうなずく。

「うん。今日は一日外回りみたいだから、忙しいはずなの。帰ったらすぐに伝えるね」

　今は彼の仕事を邪魔できない。

　私はウキウキした気分で、早速カルチャーセンターへお礼の訪問に向かった。




「ただいま」

「おかえりなさい！」

　その晩、二十時過ぎに帰ってきた翔さんに玄関でふわっと抱きついた。

「お、濃厚なお出迎えありがと。キスのおねだりかな？」

「ち、違いますっ」

　とんでもない勘違いをされ、アタフタしてしまう。

「なんだ。そうだとよかったのに。ま、おねだりされなくてもするけどね」

　翔さんはニヤリと笑い、すぐに唇を落とす。

　ただいまのキスはもう毎日のことだけど、ドギマギしてしまいうつむいた。

「あはは。かわいいな。これくらいで真っ赤になってたら身が持たないよ。続きはあとでね」

　それって、つまり……。

　軽く固まっていると、彼は「着替えてくる」とベッドルームに行ってしまう。

　あっ、お礼を言うんだった……。

　我に返った私は、彼を追いかけた。

「翔さん！」

「どうした？」

　ネクタイを緩めている彼は、不思議そうに私に尋ねる。

「綴織緞帳の注文が入ったんです！」

「本当か？」

　彼の目がいっそう大きくなる。

「はい。営業はかけていたんですけど、あまり反応はなくて。きっかけはブランピュールの商品なんです。責任者の娘さんが着ていらっしゃって、うちの会社に興味を持ってくださったとかで……あっ」

　まだ話している途中だったのに、腕を強く引かれ腕の中に閉じ込められる。

「よかった。本当によかった。そもそも峰岸織物の品質はもっと認められるべきなんだよ。これは正当な評価だ」

　翔さんの言葉がうれしくてたまらない。

「ありがとうございます。翔さんのおかげです。母も職人さんたちも、皆そう言ってます」

「俺はなにもしてないじゃないか。峰岸織物の伝統と未来に乾杯しないと」

　体を離してからクスッと笑みをこぼす彼は、私の頭を優しく撫でた。




　緞帳の注文が入ってから、職人さんたちの顔が生き生きしてきた。『腕の見せ所だ』と張り切る皆は、黙々と作業を続けている。

　機械に頼らず、目の前に並ぶ縦糸の向こう側に置いた図面に合わせるように織っていく過程は、職人技そのもの。簡単に織り進んでいるように見えるが、これだけ工場に出入りしている私ですらまったくできない。

　その陣頭指揮を執る橋さんは緞帳を作るだけでなく、自分が年老いたあとの後継者を育てたいと、さらに未来を見ていてくれてありがたい。この先も峰岸織物が続いていくという希望だけはいつなんどきも捨てたくはない。

　そんなふうに緞帳作りを開始して一カ月。

　翔さんと一緒に夕食を食べていると、彼の携帯が鳴った。

「ちょっとごめん」

　席を立った彼は、ソファのほうに歩いていき電話に出ている。

「翔です。なにか？」

　彼が一瞬顔をしかめた気がして、なんとなく気になる。

「――わかり、ました。それでは伺います」

　しばらくなにやら会話を交わしたあと、通話は終わった。

「お仕事ですか？」

　戻ってきた翔さんに尋ねると、首を振る。

「兄貴だった」

　重人さん？

「どうかされたんですか？」

「しばらくアメリカに行っていた一番上の兄貴が帰国するらしくて、皆で飯を食べようって」

　なんだ、そんなことか。

「はい。行ってきてください。いつですか？」

「今度の日曜なんだけど……砂羽も一緒に行くんだよ」

「私も？」

　だって、家族団らんなら邪魔じゃない？

「兄貴の奥さんも来ることになってる。もう砂羽は家族じゃないか」

　翔さんの『家族』という言葉がうれしくて気分が上がる。

「はい」

「そうだ。ちょうど出来上がってきた新作のワンピースが会社にある。砂羽のサイズに手直しするから、それを着ていくといい」

　また彼の新作を着られるんだ。

　翔さんは私用にデザインしてくれるものの他にも、新作が出て似合いそうだと思うと持ってきてくれるのだ。

　高級ラインの洋服に袖を通すのはまだ緊張を伴うけれど、密かな楽しみでもある。しかもトップデザイナーがサイズ調整までしてくれるなんて、こんなありがたいことはない。

「うれしいです。ありがとうございます」

　私がお礼を言うと、彼は笑顔でうなずいた。




　週末、落ち着いたグレーの上品なワンピースを纏い、再び一ノ瀬邸に向かった。

「翔さん、奥さま、いらっしゃいませ」

　玄関で出迎えてくれた坂井さんはにこやかで、私たちの到着を待ち構えてくれていたようでホッとする。

　けれども、坂井さんに『奥さま』なんて言われて、うれしいやら恥ずかしいやら。

「重人さんはもうお越しです。悠ゆう馬まさんはあと十五分ほどでおつきになると、先ほど連絡が」

　一ノ瀬家の長男は悠馬さんというらしい。

「了解。応接室？」

「はい。旦那さまはまだ書斎にいらっしゃいますが、すぐに行かれるかと。奥さまもどうぞ」

　翔さんについてお父さまと面会した部屋に向かうと、重人さんと、胸の辺りまである髪をふわふわに巻いた姿が印象的な、スレンダーな女性がコーヒーを口にしていた。奥さまだろう。

「ご無沙汰してます、恵めぐみさん」

　翔さんが奥さまに声をかけると、彼女は立ち上がった。

「ホント、久しぶり。ブランピュール、うまくいっているそうですね」

「はい、おかげさまで」

「そちらが婚約者の方ですか？」

　恵さんは私に視線を送る。

「峰岸砂羽さんです」

「初めまして、峰岸です。どうぞよろし――」

「彼女は峰岸織物の娘さんだってさ」

　私の挨拶を、重人さんが遮った。

「あっ、そうなの……」

　驚いた様子の恵さんは、ポカンと口を開ける。

　恵さんまでうちの会社のことを知っているの？

「東横銀行も、あの一件があったときはざわついたけど……」

「東横銀行？」

　重人さんが思わぬことを言いだしたので、声が出てしまった。母に株取引を勧めたのが、東横の二宮さんだったからだ。

「あー、言ったらまずかった？　俺が東横に勤めてること」

「えっ……」

　重人さんの発言に驚愕して頭が真っ白になる。

　そんなことはひと言も聞いてない。今まで黙っていたのは、どうして？

　イヤな予感がして、心臓がバクバクと音を立て始めたのがわかる。

　そんなわけない。翔さんはそんな人じゃない。

　でも、ひとつの仮説が私の頭の中をグルグル回る。

　もしも目の利く翔さんが、埋もれていた峰岸織物の価値に気づいたとして……。いったんは窮地に追い込んだあと、素知らぬ顔で手を差し伸べて恩を売り、優良企業に生まれ変わったところで吸収してしまえば、ビジネスは潤う。

　融資を申し込んだのは私のほうからだけど、他の銀行はおろか父の知り合いですら、〝峰岸織物はもう終わりだ〟という噂を聞きつけ、どこからも借りられなかった。それすら、あらかじめ手を回してあったとしたら……。

　今はまだ傘下の提携企業という立ち位置だけど、この先峰岸織物の株を買い上げ、完全子会社化することだってありえない話ではない。

　しかも、私を妻という立場で迎え入れれば、峰岸織物は簡単にはブランピュールから離れられなくなる。この状態なら、次に経営不振という事態になったとき、喜んでブランピュールに株を差し出すだろう。

　重人さんと手を組んで、うちと取引のあった東横銀行を通じてあえて苦境に立たせ、それから救うことで私たちを信用させた、とか？

　そんなふうに考えが飛んでしまうのは、前に会ったとき『他人のものを奪うのが得意』とつぶやいた重人さんの声が耳に残っていて離れないからだ。

　だってやっぱりおかしいもの。翔さんほどの地位のある人が、つぶれそうな会社の娘に惚ほれるなんて。こんなシンデレラストーリー、現実にあるわけない。

　重人さんの発言がショックすぎて、考えがよくないほうにどんどん転がっていく。

「砂羽」

　翔さんに名前を呼ばれたが、動揺して返事ができない。

　同棲を急ぎ、結婚まであっという間に進んだのは、それを悟られる前に入籍を済ませたかったから？　ううん。翔さんはそんな人じゃない……。

　相反する考えが頭の中で交錯して、冷静になれない。

「兄さん、その思わせぶりな言い方は……砂羽！」

　翔さんが話し始めた瞬間、私は部屋を飛び出した。

「砂羽、待って」

　すぐに翔さんが追いかけきて、あっけなく玄関で捕まってしまう。

「砂羽。落ち着いて」

「どうしてお兄さんが東横銀行に勤めていること、黙ってたんですか？」

　泣きそうなのをぐっとこらえて、翔さんに問いかける。

「それは……。妙な誤解をされるかもしれないと……」

「誤解なの？」

　涙があふれそうになり、唇を噛みしめる。

「俺を信じてくれ」

　翔さんの目は真剣だった。

　でも、この状況で信じろと言われても簡単じゃない。彼を信じたいのに……。

「離してください」

　泣くのを必死にこらえて声を絞り出すと、彼はあきらめたかのように、握っていた私の腕を離した。

　それから私はすぐに玄関を飛び出した。

「あれ、君は？」

　悠馬さんらしき人と、おそらく奥さま。そして小さな男の子が到着したところで、坂井さんがお出迎えしていたけれど、私はただ頭を下げて駆けだした。

「奥さま！」

　坂井さんにそう呼びかけられたものの、止まることなんてできない。それにもう、『奥さま』にはなれない。

　広い庭を走りに走り、大きな門の横にある通用口を通って道路に出ると、じわじわ涙があふれ出してきた。

「どうして……」

　無造作に頬に流れる涙を拭い、大通りのほうへふらふらと歩きだす。

「もう、好きになっちゃったのに……」

　今さらこんなことってある？　峰岸織物の人たちだって、翔さんのことを神様みたいに思っているんだよ？　自分たちが必死に守ってきたものを『素晴らしい』と評価してくれて、窮地を救ってくれたあなたのことを。

「どうしよう……」

　勢いで飛び出してきてしまったが、実家には帰りたくない。帰れば心配をかけるだろう。かといって、翔さんのマンションには戻れない。

　私は迷いに迷って、奈央に電話をした。

『砂羽、久しぶりだね』

「うん……」

『あれ、涙声？』

　奈央はすぐに異変に気がついてくれて、『とにかくうちにおいで』と言ってくれる。

　奈央はひとり暮らしをしている。休日は彼氏がよく遊びに来ると聞いていたのでためらったものの、どこにも行くあてのない私には救世主だった。




　タクシーを捕まえ、奈央のマンションについたのは、それから三十分後。チャイムを鳴らすとすぐに出てきてくれた。

「砂羽、どうしたの？」

　なんとか泣きやんでいたのに、彼女のひと言で顔がゆがんでしまう。

「うん……」

「とにかく入って」

「彼は？」

　日曜だからいるんじゃないかと思ったけど、気配がない。

「砂羽の一大事なんだから、そんなこと気にしないの」

「ごめん。もしかして追い出しちゃった？」

「だから、今は砂羽」

　さっきの電話でなにも事情を話さなかったのに、奈央は一大事だと気づいてくれた。

「ありがと」

　八畳ほどの部屋に入ると、さっと座布団が差し出された。

「座って。コーヒーでいい？」

「うん」

　奈央がいてくれてよかった。少し気持ちが落ち着いてきた。

「砂糖いるっけ？」

「ううん。ブラックで大丈夫」

　奈央からコーヒーを受け取ると、彼女は向かいに座りコーヒーを口に運んだ。

「どうした？　イケメン社長とケンカした？」

「……うん」

　奈央のほうからせっかく聞いてくれたのに、ショックすぎて言葉が続かない。

「ここにいると知ってる？」

　その質問に首を振る。

「心配するよ？」

　さっき彼女に連絡してから、携帯の電源は切ってしまった。もしかしたら翔さんから連絡が入っているかもしれないが、今は出る気になれない。

「……うん」

　さっきから『うん』しか言えない。

　すると奈央はしばらくなにも言わずに待ってくれる。

　黙々とコーヒーを口に運び、それがなくなった頃、私は意を決して口を開いた。

「私、翔さんに、裏切られちゃったかも……」

「どういうこと？」

　それから奈央に、今日あったことと、私が推測したことをすべて話してしまった。

「お兄さんがその銀行に勤めているって、知らなかったんだ」

「うん。誤解されると困るから言わなかったって」

　私がそのままを伝えると、彼女は腕を組み考えだした。

「話を聞いたところでは、砂羽が裏切られたかもしれないって考えるのも無理はない気がするの。最初からお兄さんと手を組んでいて、ひと芝居うって峰岸織物を手に入れようとしていたとしたら……」

　奈央も私と同じ考えに至ったことで、ますます不安になる。

「でもさ」

　彼女は私の目を見て、ニコッと口角を上げる。

　この重い空気にそぐわない笑顔を不思議に感じる。

「一ノ瀬さん、砂羽の会社にあれこれ指示出してくるの？」

「ううん。困ったときはこちらから聞けば、いろいろ調べてアドバイスをくれるの。でもそれはブランピュールとはまったく関係がない事柄ばかりで……」

　私が話し始めると、奈央は「うんうん」と何度もうなずいている。

「傘下に入ったのだって、峰岸織物の再建には翔さんひとりの知識では足りなくて、いろんな道のプロの意見を聞けるようにっていう配慮があったからなの。実際、経理の面はかなりお世話になってる」

　母も『すごく助かる』と感謝していた。

「営業でもね、ブランピュールの商品にうちの生地を使うことがあれば、プレスリリースでさりげなく峰岸織物の名前も出してくれる。そこから取れた仕事はいっぱいあって……」

　それから峰岸織物は復調していった。

　奈央の言葉で気づいたが、翔さんから押しつけられたことはなにもない。すべて峰岸織物が救いの手を求め、それに応えるという図式だ。

「砂羽もわかってるんじゃない？　会社を乗っ取って、自由にしようとしていたわけじゃない気がするんだよね。それなら、融資したときにそうすればよかった。その権利は十分にあるでしょ？　わざわざ砂羽を人質みたいに妻にしなくたってさ」

　それにはうなずける。会社がなくなる危機だったのだから、翔さんが融資をする代わりに社長として陣頭指揮を執ると言っても、誰も反対はできなかった。あのときは会社を存続させることしか考えていなかったから。

「そうか、な……」

　奈央の話に納得しながらも、疑心暗鬼になっている今は曖昧な返事しかできない。

「峰岸織物の価値に気づいていて、それを利用して財を成したいと考えていたなら、ブランピュールは専属契約でも結んでおけばよかったじゃない。そうすれば峰岸織物の布を使えるたった一社になれる。そうしたら商品価値も上がるよ？」

　彼女の発言にハッとする。

　翔さんはうちが傘下に収まると決まったとき、今後もどの被服メーカーと契約しても構わないと言ってくれた。それに自社製品に使ったうちの布のことを、〝よい物は共有し業界を盛り立てたい〟という精神で、どんどん宣伝してくれた。

　そんな彼が乗っ取りを企んでいたなんて、やっぱり考えられない。さっきは重人さんの挑発的な態度に乗ってしまい、頭に血が上ってしまったけれど、冷静に考えれば考えるほど、翔さんに悪意はないと思えてくる。

「ね、今日は朝まで語り尽くそうか？」

　奈央は朗らかに提案する。

「えっ？」

「実家にも帰りたくないんでしょ？　心配かけるもんね。砂羽はそういうところ、ちゃんと気を使えるから」

「ありがと、奈央」

　泊めてくれるんだ。時々しか会えない彼女だけど、私のことをよくわかってくれていてありがたい。

「でも私、ノロケるから。砂羽もね」

「私も？」

「うん。だって、彼のこと好きなんでしょ？」

　彼女にそう指摘され、目を見開いた。

　好き、だ。だからこんなに苦しい。

「……うん」

「それじゃ、ノロケ開始！　あっ、でもその前に、一ノ瀬さんにここにいるって連絡して？」

「えっ……」

　今は話したくないのに。

「恋愛下手な砂羽に教えてあげる。ときにはハラハラさせるのも効果的よ。それで愛を再確認して、ますます燃え上がっちゃったりね」

　奈央はすこぶる楽しそうだ。ニマニマしている。

「でもね、限度を超えるのはよくない。このまま連絡しなかったら、一ノ瀬さんはひと晩中砂羽のこと探すんじゃないかな……」

　私が知っている翔さんは、そういう人だ。私のことを第一に考え、守ってくれるナイトなのだから。

「砂羽ができないなら、私が話すよ。また洋服くださいってついでに言えるし」

「あはは。……じゃあ、お願いしようかな」

　まだ冷静に話せそうにないし、かといって彼にひと晩中走り回らせたいわけじゃない。

「了解」

　私はスマホの電話帳から翔さんの電話番号を表示して、奈央に手渡した。

　すぐにボタンを押した奈央がスマホを耳に持っていくと、「もしもし」とすぐに反応している。ワンコールで出てくれたようだ。

「砂羽の友達の仮谷です。砂羽からケンカしちゃったことは聞きました」

　奈央は『ケンカ』とわざと言ってくれたような気がする。さっきの出来事はあくまでただの〝ケンカ〟で、亀裂がこれ以上広がらないように。

「砂羽は一緒にいます。今晩は泊まってもらいますね。ちょっと頭を冷やす時間があったほうがいいかな、なんて」

　彼女はそう言ったあと、翔さんの返事にうなずいている。

　なにを話しているんだろう。

「――わかりました。伝えておきます。あっ、この前いただいたスカート、すごくかわいくて。ありがとうございました。宿泊料はブラウスあたりで。ふふ」

　奈央ったら、本当におねだりしてる。

「それでは」

　彼女は電話を切ると、私をじっと見つめる。

「な、なに？」

「心配なさそうだなー。一ノ瀬さん、『ずっと待ってると伝えてください』だってさ。いいな、砂羽は。うちの彼はそんなにストレートに愛情表現してくれないもん」

　そういうものなのかな……。私は翔さんしか知らない。彼は毎日のように愛を囁いてくれるから、それが当たり前だと思っていた。

　だけど『待ってる』と言ってくれたのは、本当にうれしい。

「そっ、か……」

「さて、ノロケ大会でもしますか。でも、戦う前から負けそう……」

　しょげてみせる奈央がおかしくて、クスッと笑ってしまった。




　翌朝、私は奈央に洋服を借りて出社した。彼女が貸してくれたのは、翔さんが奈央のためにプレゼントしてくれたロイヤルブルーのフレアスカートだった。

　それをチョイスした奈央は、出かける前に「まだ帰れなかったら、今晩もおいで」と声をかけてくれた。つらい夜になると覚悟していたのに、彼女のおかげで泣かずに眠ることができた。

「おはよ」

　事務所に入る前に深呼吸して笑顔の練習もした。やはり母に余計な心配はかけたくない。

「砂羽、おはよ。受注が多くて伝票をさばききれないの。今日は内勤してくれない？」

「わかった」

　母に頼まれ、早速席につく。

　父がいなくなってから、営業に出ることのほうが多かった。素人で口下手な私でも、戦力になりたかったからだ。

　だけど、最近は他の営業さんに任せてこうして内勤することも増えてきた。電話での問い合わせも多いし、納品書や請求書も作らなければならない。まだまだ人を増やすほど潤っているわけではないので、母と仕事を分担して頑張っている。

　月曜は特に問い合わせの電話が多い。その合間に必死に書類を処理していると、あっという間に夕方になっていた。

「ごめんください」

「はい」

　コピーをしていると、来客があり振り向いた。てっきり仕事の関係の人だと思ったのに……そこにいたのが坂井さんだったので、腰が抜けそうになる。

「突然お邪魔して申し訳ありません。奥さまにちょっとお話が……」

　また『奥さま』と呼ばれて恐縮してしまう。

「あっ、こちら翔さんの家のお手伝いさんの坂井さん。坂井さん、母です」

　双方を紹介すると、坂井さんは丁寧に頭を下げている。

「まぁまぁ、いらっしゃいませ。狭いところですが、どうぞ」

　母が接客室を勧めたが、坂井さんは首を振る。

「いえ。お仕事の邪魔になりますので。砂羽さんに少しお話がありまして、お仕事が終わられるまで外で待っております」

　坂井さんがそう言いだすので、「そんなわけには……」と首を振る。外で待たせるなんてできない。

　でも、ここでは話しにくいことなのかな。

　そう思っていると、母が口を開いた。

「砂羽。今は大丈夫だから、喫茶店にでも行ってきたら？」

「うん」

　私は母の言葉に甘えて、坂井さんと一緒に徒歩五分ほどのところにある喫茶店に向かった。




　おしゃれなカフェ、ではなく昔からあるこの喫茶店は、父も息抜きによく利用していた。

「お仕事中にすみません」

「いえ、大丈夫です」

　席につきコーヒーを注文すると、坂井さんは口を開く。

　なにを言われるのかと少しドキドキしながら、耳を傾けた。

「昨日、奥さまが飛び出していかれて……翔さんは相当落ち込んでいらっしゃいました」

　彼女があのあとのことを話し始めたので、緊張のあまり顔が引きつる。

「そう、ですか……」

「申し訳ありません。翔さんになにがあったのか全部お聞きしました。ですが奥さま、本当に誤解です」

「えっ……」

　坂井さんは切羽詰まったような顔をして、私に強く訴える。

「奥さまは、翔さんが重人さんと手を組み、奥さまのご実家の会社を手中に収めようと画策したのだと思われていますよね？」

「……はい」

　嘘をついても仕方がないので、正直に答える。

「実は……翔さんと重人さんはあまり仲がよろしくなくて」

　それを聞き、『あっ』と声が出そうになった。思い起こすと、ふたりは兄弟だというのによそよそしかった。それに、重人さんの態度も冷たかった。

「翔さんは、一ノ瀬の奥さまの実子ではなく……旦那さまと別の女性との間にお生まれになったお子さまなんです」

　衝撃の事実に耳を疑う。

　もしかして、重人さんが『他人のものを奪うのが得意なのは、その血のせいか？』と言ったのは、翔さんのお母さまのことを言っていたの？　いつも冷静な翔さんがあんなに取り乱したのは、お母さまを侮辱されたから？

「翔さんのお母さまは体が弱く入退院を繰り返されていましたので、翔さんは一ノ瀬邸に引き取られていました。ですがやはり複雑なお立場でしたので、一ノ瀬の奥さまからも当然のように愛されることはありませんでしたし、重人さんからも煙たがられていて……」

「それで？」

　いつの間にか身を乗り出すように聞いていた。

「ですが、十分に世話をしてあげられないという罪悪感からでしょうか。実のお母さまから一ノ瀬家の息子として生きていってほしいと強く望まれ、翔さんは文句ひとつ言うことなく、嫌味にも耐えられていました。悪いのは、既婚者であることを隠して翔さんのお母さまとお付き合いをした旦那さまなのに」

　坂井さんは顔をしかめる。

　そんな……。それじゃあ、翔さんのお母さまも苦しい立場だったんだ。

「翔さんの存在を知ったとき、使用人の立場ではありますが、旦那さまに苦言を申し上げました。そのとき、もう一ノ瀬家を出ていくつもりでしたが……翔さんのお世話をする者がいなくなってしまうと、そのあともお仕えしました」

　坂井さんはお手伝いさんというより、乳う母ばのような存在なのかもしれない。

「どれだけ申し上げても、旦那さまは奥さまの手前、翔さんに愛情を注ぐことはなく、唯一翔さんと言葉を交わしていたのは長男の悠馬さんでした。悠馬さんはおおらかな性格で、翔さんのことをいつも気にかけられていて……昨日も奥さまのことを大変心配されていらっしゃいました」

「それは、本当に申し訳ありません」

　玄関ですれ違っただけで、ろくに挨拶もしなかった。

「いえ。翔さんから事情をお聞きになりましたので、なにも心配はありません」

　坂井さんの言葉に小さくうなずく。

　そんなつらい状況でも、悠馬さんという理解者がいてくれてよかった。

「ですから、重人さんと翔さんが手を組んで画策されたようなことは絶対にありません。それどころか、一ノ瀬の奥さまは十年ほど前に離婚され家を出ていかれましたので、重人さんはそれを翔さんのせいだと責任転嫁して恨まれているような節もあります」

　だから重人さんは翔さんにあんなに冷たい態度を取るのか……。

「結婚のご挨拶にいらっしゃったとき、久しぶりにお会いしましたら、翔さんの表情が本当に柔らかくて……奥さまと出会われてお幸せなのだと感じたんです」

　坂井さんはうっすらと涙まで浮かべている。ずっとそばで見守ってきた彼女は、翔さんの冷遇に心を痛めて苦しんでいたのかもしれない。

「坂井さん、わざわざありがとうございます。私……ちゃんと翔さんとお話してみます」

　このまま逃げられない。だって私の心は、翔さんに囚われてしまっているんだもの。

「はい。ありがとうございます。翔さんには幸せになっていただきたいんです。どうか、お願いします」

　私たちはそこで別れた。

　今日は翔さんのマンションに帰ろう。話さなければ始まらない。そんな決意を胸に会社に戻ると……。

「砂羽」

「翔、さん……」

　翔さんが会社の前に立っていたので目を瞠る。

「どう、したんですか？」

　さっき話そうと決意したばかりなのに、不意打ちで来られてしまうとなにを言ったらいいのかわからない。うつむき加減でそう口にすると、彼は私に近づいてきた。

「朝から会議ばかりで、一時間しか空かなかった。それでも、どうしても砂羽に会いたかった」

『空かなかった』ということは、なんとか時間を捻出したということだろうか。しかも一時間って……。ブランピュールとここを往復したら、それだけで四、五十分はかかるのに。

「兄貴のこと、黙っててごめん。でも、兄貴とはビジネス上ではなんの関係もない。だけど、砂羽がイヤな思いをしたのは事実だ。砂羽がもう俺の顔なんて見たくないと言うのなら……」

　彼はそこで言葉を止めてしまう。

『見たくない』なら、なに？　別れる、の？

　勝手に顔がゆがんでしまう。

　私は……あなたのそばにいたいのに。誤解なら、なおさら――。

　そんなことを思っていると、彼はスーッと大きく息を吸い込んでから、再び口を開いた。

「ダメだ。それでもあきらめられない。砂羽しかいらないんだ」

「翔さん……」

　顔を上げると、彼の真剣な眼差しとぶつかる。

「たとえブランピュールを失っても、砂羽が欲しい」

「そんな……」

　ブランピュールは彼が並々ならぬ努力で大きくした会社なのに。

「ごめん。俺の勝手だな……」

「社長、お時間が……」

　そのとき、近くに停めてあった車から林さんが降りてきて、翔さんに声をかけた。

「あぁ、わかった」

　翔さんは心なしか肩を落とす。林さんが離れていくと、彼は私の目を凝視したまま、もう一度口を開いた。

「砂羽を愛してる。一生、砂羽だけを」

　真剣な告白に、胸が疼く。

「時間をとらせてごめん」

　彼はそれだけ言うと、車のほうに向かって足を踏み出した。一歩二歩と彼が遠くなっていく。その様子を見ていると、切なさで胸がいっぱいになる。

「翔さん！」

　私は思わず声をかけてしまった。すると彼は驚いたような顔をして振り向いた。

「今日の夕飯は、なにがいいですか？」

　なんともいえない胸の苦しさを感じながらそう口にすると、彼は目を閉じて天を仰いだ。そして、しばらくして私に視線を移し、顔をほころばせる。

「ロールキャベツが食べたい」

　それを聞いて、ハッとした。彼に振る舞った初めての料理がロールキャベツだったからだ。翔さんがもう一度始めようと言っている気がするのは、考えすぎだろうか。

「わかりました。たくさん作っておきます」

「うん」

　彼はうれしそうな顔で大きくうなずいてから、車に乗り込んだ。

　やっぱり無理だ。彼から離れるなんてできない。『砂羽を愛してる。一生、砂羽だけを』と強く断言してくれた彼を信じたい。




　仕事が終わると、すぐに翔さんのマンションに向かった。

　途中で奈央に【今日はマンションに帰るね】とメッセージを入れると、すぐに返事があった。

【試練を乗り越えたあとは、燃えちゃうかもね】

「な、なに言ってるのよ……」

　頬を赤らめていると、もう一通メッセージが届いた。

【今日はいっぱい甘えるんだよ。遠慮しちゃダメだからね】

【うん、ありがと】

　彼女のおかげで緊張がほどけた。

　途中で買い物をして、マンションの前に立つ。たったひと晩いなかっただけのこの場所がひどく懐かしく感じられて胸がいっぱいだ。

　エントランスで鍵を解除して中に足を踏み入れたところで、私と同じ歳くらいで二重の大きな目が印象的なかわいらしい女性も入ってきた。一緒にエレベーターに乗り込み二十階のボタンを押すと、「あっ」と言われて首を傾げる。

「ごめんなさい。もしかして、一ノ瀬さんの……」

「えっ？」

　翔さんのお知り合い？

「私、隣に住んでいます。八坂です」

　あっ、アルカンシエルの社長さんの奥さまだ。

「初めまして、峰岸です」

　そんな会話をしているうちに、二十階に到着してドアが開いた。【開】のボタンを押して彼女を先に降ろすと、待っていてくれる。

「戻っていらっしゃったんですね。よかった……」

「あっ、あの……」

　私が昨日帰らなかったことまで知ってるの？

「ごめんなさい。昨日は一ノ瀬さん、なんだか真っ青な顔をして主人のところへ訪ねてきて……。峰岸さんにひどいことをしてしまったと頭を抱えていらっしゃったから」

　八坂さんは少し顔をしかめる。

「そう、だったんですか……」

　おそらく、奈央が連絡を入れてくれる前のことだろう。

「私は詳しくはお聞きしなかったんですが……ちょっと参ってらっしゃる様子でしたので、主人がお酒を勧めたんです。でも、峰岸さんはもっとつらい思いをしているから、お酒なんかに逃げられないとおっしゃって」

　それを聞いて鼻の奥がツーンとしてきてしまった。

「実は私たち、おふたりがお付き合いされる前から、峰岸さんのことを知っているんですよ？」

「えっ、どうしてですか？」

　ここに来たこともなければ、お会いしたこともないのに。

「私、一ノ瀬さんからたくさん洋服をいただいて……。主人と一緒に、制作の裏話もお聞きしました。その中で、大切な人を思いながら描いたデザイン画が最高の出来になったと、見せてくださいました。それが峰岸さんのための洋服でした」

「私、の……」

　彼にはたくさんの洋服をもらっている。どれのことだろう。

「薄いピンク色のワンピース、もらってませんか？」

「えっ……」

　ピンクのって、アルカンシエルで行われたパーティで倒れたとき、『試作品』だと家から持ってきたくれたワンピースのこと？　そのときすでに、私を意識してくれていたの？　だけど、それまでに実際に会ったのは、サンプルを無理やり渡した数分と、La mer TOKYO前で声をかけたほんのわずかな間だけだよ？

　信じられないような事実を知り、胸がいっぱいになる。

　試作品なんかじゃないじゃない。

「てっきりお付き合いされてるんだと私は思ってたんですけど、主人が昔ながらの手紙つながりの片思いだからって笑ってて……」

　八坂さんはなにかを思い出すように表情を緩める。

「手紙……」

　あの手紙は私の一方的な、しかも仕事の話ばかりで、好きになってもらえる要素なんてどこにあったのかわからない。けれど、アルカンシエルで助けてもらったときも、翔さんは手紙のことを口にしていたっけ。それから興味を持ってくれて、峰岸織物のことを調べたって。

「そうです。すごく情熱的なお手紙だったと」

「えっ！　ですけどあれは、仕事の話ばかりで……」

「ふふ。それも聞きました。でも、その手紙の端々から峰岸さんの純真さが伝わってくるって。すごく不器用な女性なんだけど、内に秘めた想いが熱くて、どうしても気になって次の手紙を待ってしまうなんておっしゃっていたらしいですよ。あっ、ごめんなさい。ご本人に不器用だなんて……」

「いえ。その通りなんです」

　私が返すと、八坂さんはにっこり笑う。

「もちろん、悪い意味の『不器用』じゃないんですよ。多分……まっすぐすぎて損をしてしまうというような意味なんだと思います。うちも主人が、『正面からぶつかってくる人は好印象だけど、裏で手を回されるのは気分が悪い』なんて時々漏らすんです。そういうことかと。ビジネスの世界にはいろいろあるみたいですから」

　たしかに、ビジネスの世界はときにどす黒い。商品の良し悪しより、接待などでいかに媚こびを売ったかが採用の基準になることも多々あった。

　私は八坂さんの話を聞きながら、泣きそうだった。

　それほどまでに私のことを想っていてくれた翔さんを信じられなかったなんて、とんだ大バカ者だ。

「だからお会いできてうれしいです。よければ仲良くしていただけると……」

「もちろんです」

　私たちは早速、電話番号を交換して、別れた。

　八坂さんに会えてよかった。まさか翔さんがそこまで悩んでくれていたなんて。いつも凛としている彼が、オロオロするところなんて見たことがないので、驚きのひと言だ。

　しかも、手紙で興味を持っただけの私のために洋服を作ってくれていたことに目頭が熱くなる。

「おいしいロールキャベツ作らなきゃ」

　翔さんに感謝が伝わるように、うんと心を込めて作ろう。

　私は家に帰ると、すぐに調理にかかった。




　それから一時間。十九時を過ぎたあたりで、ガチャッと鍵が開く音がしたかと思うと、廊下をバタバタと走る足音がする。

「砂羽」

　リビングのドアが開いた瞬間、翔さんは大きな声で私の名を口にした。

「おかえりなさい」

　笑顔で迎えると、彼は複雑な顔をしながらも「ただいま」と言ってくれる。

　私は調理の手を止め、彼のほうに体を向けた。

「昨日は、心配をかけてしまってごめんなさい」

　八坂さんの話を聞いて、一番に謝ろうと思っていた。

「そんなこと……いいんだ」

　翔さんは私に歩み寄ってきたが、いつものように抱きしめようとはしない。帰ってきたあとのハグとキスは、もう習慣だったのに。遠慮しているのだろう。

「戻ってきてくれてありがとう。俺のほうこそ謝らないといけない。本当にごめん」

　彼が深く頭を下げるので慌ててしまう。

「翔さん、そんな……」

「もし砂羽が了承してくれるなら、話したいことがあるんだ」

　あくまで私の意思を尊重してくれる彼の優しさが身に染みる。

「はい。でも今日、坂井さんがいらっしゃって、いろいろ聞いてしまいました」

「坂井さんが？」

　彼は驚愕している。

「翔さんと重人さんのお母さまが違うこと。そのせいであまり仲良くはしてないことも」

「そっか。俺が一ノ瀬家にとって邪魔な存在だったと、もっと早く話しておけばよかった」

　彼が悲しげな顔をしてそう漏らすので、首を振る。

「邪魔なんかじゃないです。悠馬さんや坂井さんは、すごく心配していらっしゃいます」

　それに、翔さんが家族のぬくもりをあまり知らずに育ったのだったとしたら、これからは私が教えてあげられればいい。

「うん。そう、だね」

　彼がやっとリラックスした表情を見せてくれたので、ホッと胸を撫で下ろした。

　それから翔さんに促され、ソファに座った。隣に座った彼は、私をじっと見つめてから口を開く。

「さっきも言ったように……兄貴と一緒に仕事をしたことはない。ブランピュールは東横銀行と取引があるが、担当は別の人だし、取引の件で兄貴と話したこともない」

　彼は眉根を寄せて苦しげな顔をしながら、言葉を紡ぐ。

「だけど、峰岸織物が持ち直したと銀行内で話題になって、兄貴が、俺が融資したことを知ったらしいんだ。『どういう目的で融資したんだ？』と聞かれたから、『守りたいものがあるからだ』とだけ答えた。砂羽のことも、砂羽が大切に思うものも、俺が盾になって救えればと思ったから」

　翔さんの温かな言葉を聞き、言い知れない幸福感が私を包み込む。彼には感謝しかない。

「銀行マンとしての兄貴との会話はそれが初めてで、それからは一度もない」

　いや、それすら重人さんは仕事上での質問だったかどうか怪しい。ただ、融資の話を耳にして興味本位で聞いてきただけなのかも。

　ちょっと考えれば、翔さんが私をだましたわけではないことがわかるのに。でも、重人さんが東横銀行に勤めていると知ったあのときは、衝撃のあまりに落ち着いて考えられなかった。それはおそらく……『他人のものを奪うのが得意』と重人さんがつぶやいた言葉が強烈に心に刻まれてしまっていたからだと思う。

「ごめんなさい、私……」

「砂羽が謝ることなんてひとつもない。俺が全部悪い」

　彼の言葉に首を振る。

「いえ。私は翔さんだけを見ていればよかったんです。それなのに、他の人の言葉に惑わされてしまいました」

「そんなのは当たり前だ」

　彼はそう言うと、ビシッと背筋を伸ばし、瞬きひとつせず私を凝視する。

「砂羽。もう一度、俺と始めてくれないか。砂羽を苦しめた償いはいくらでもする。でも、どうしても離したくない」

　もう一度始めるなんて……。私たちは終わってないでしょ？

「ひとつだけ、お願いがあります」

　そう告げると、彼は神妙な面持ちでうなずく。

「あぁ、なんでも言って」

「……翔さんも泣きたいときは泣いて。私に甘えてください」

「砂羽……」

「翔さんがそう言ったんですからね？」

　私が訴えると、彼は「参ったな」と苦笑している。

「約束してください」

「うん。約束するよ。砂羽に甘える」

　彼がホッとしたような顔をして私を抱きしめてきたとき、ずっと我慢していた涙がポロリとこぼれた。

　それがなんの涙だったのか、簡単には説明できそうにない。翔さんとの関係が終わらなかったという安堵からなのか、彼の深い傷を知り苦しくなったからなのか。はたまた、彼の重い荷物を一緒に背負わせてもらえるという喜びからなのか。……多分、全部だ。

「砂羽、ありがとう。この先絶対に砂羽の手を離さない。ずっと一緒にいてほしい」

　切なげな彼の声が私の感情を揺さぶってくる。

「私も、離れません。だって、翔さんのことは私が癒すんだから」

「砂羽……。好きだ。愛してる」

　繰り返しくれる愛の囁きのせいで、胸がいっぱいになる。私はなにも言えなくなり、ひたすら彼にしがみついてぬくもりを貪った。

　それからどれくらい経っただろう。彼は手の力を緩め、私の顔を覗き込んでくる。

「覚悟して。俺の愛はとびきり重いよ」

　私が口角を上げてうなずくと、どちらからともなく唇が重なる。触れるだけのキスが熱くて甘くて、離れたくない。

　やがてゆっくり唇を解放した彼は、額と額を合わせたまま口を開く。

「幸せにする。世界で一番だ」

「……はい。私も、翔さんを幸せにします」

　そうつぶやくと、もう一度キスが降ってきた。

　それからふたりで幸せな夕食を共にした。

「やっぱこれはうまい。ソースも完璧」

　自作したデミグラスソースを褒めてくれるロールキャベツは、ふたり分にしては多すぎたと思ったのに、どんどん減っていく。ペンネを入れたトマトのスープも、実においしそうに平らげてくれた。

「はー、食べすぎた」

　満足げな翔さんの表情が柔らかくてホッとする。

「あはは。お風呂の準備をしてきますね」

　私は食器をシンクに置いたまま、とりあえず湯を入れにバスルームに向かった。

　湯加減をみて戻ると、翔さんは電話をしている。

「心配かけて悪かった。あぁ、打ち合わせは改めてよろしく」

　私が入っていくと、すぐに電話は終わった。

「八坂の奥さんに会ったんだって？」

　あっ、今の電話はお隣さんだったんだ。

「はい。さっきエレベーターで一緒になって。とっても素敵な方でした」

「うん。でも……なんか聞いた？」

　翔さんはなんだかちょっと不安顔。

　あ、昨日のことを言っているのかな？

「いえ。翔さんが心配してたから、戻ってきてよかったと言われただけで」

　いろいろ聞いたことは黙っておいた。もしかしたら諸々隠しておきたいのかな、なんて思ったからだ。

「そっか。式や披露宴の打ち合わせに来いってさ」

　つい数時間前まで、もうこれで終わってしまうのかもしれないと思っていた。でも、また未来を見ることができるという喜びで心が満たされ、自然と笑みがこぼれる。

「はい。楽しみです」

　私が言うと、彼はうれしそうに目を細めた。




　その晩は、たっぷり愛されてしまった。彼がいつもより丁寧に、そして時間をかけて私の全身に舌を這わせるので体が真っ赤に染まる。

「砂羽。きれいだよ」

　彼の指や舌が繰り出す快感に悶えることしかできず、時折囁かれる甘い言葉にもまともに反応できない。

「あぁっ、翔、さん……」

　奈央の言う通りだった。すれ違ったあとはいつもより燃えた。

　激しく抱かれクタクタになってしまったせいか、ストンと眠ってしまった。いや、疲れたからではない。翔さんが隣にいてくれることの安心感が私を睡眠へといざなったのだ。




　翌朝目覚めると、私に腕枕をして隣で寝そべっていた翔さんはすでに起きていて、うっとりとしたような目で私を見つめる。

「おはよ、砂羽」

「そ、そんなに見ないで……」

　視線が熱くて思わず顔を手で覆う。

「どうして？　砂羽の顔ならずっと見ていられる」

　彼はクスクス笑う。だけど……。

「えっ、これ……」

　顔を覆った左手に見慣れないものが収まっていて、まじまじと見つめてしまった。

「気に入らない？」

「そんなわけ……」

　薬指に、キラキラ光るダイヤの指輪がはめられていたのだ。

「いつの間に？」

「もうずっと前から用意してあったよ？　プロポーズしてしまったし、いつ渡そうかと温めてあった」

『温めて』って……なんだかおかしい。

「きれいな夜景でも見ながらレストランで食事して……なんて考えてたんだけど、我慢できなくなった。今すぐに俺の証を砂羽につけたくなった」

　彼は照れくさそうに言う。

「体の証は、すぐ消えるから」

「えっ？　あ……」

　昨晩、いたるところにキスマークをつけられたことを思い出し、耳まで真っ赤に染まる。

「大丈夫。服に隠れるところにしかつけてないから」

「も、もう！」

　恥ずかしくてたまらないけど、幸せすぎる。

「なぁ、もっとつけていい？」

「なに、を？」

「決まってるだろ。俺の印」

　彼はあっという間に覆いかぶさってきて、唇をふさぐ。

「ちょっ……仕事行かなきゃ」

「大丈夫。まだ六時前」

　首筋に舌をツーッと這わせた彼は、不敵に微笑み、私を捕まえて離そうとしない。

　朝からクラクラするような色気を放つ彼にタジタジになってしまうけど、幸せなひとときだった。

「ずっとこうしていられたらいいのに」

「む、無理です……」

　そんなの心臓が持たない。

「もう、片時も離れたくない」

「私の戻る場所は、翔さんの隣だけですから。だってこれ、つけたでしょ？」

　左手を彼に見せると、「そうだな」と頬を緩め、手の甲に熱い唇を押しつけた。










感激のサプライズ




　それから三カ月。彼との甘い同棲生活は、すこぶるうまくいっている。

　式の準備は着々と進み、何度もお隣の八坂家にお邪魔して話し合いを重ねているうちに、奥さまの澪みおさんと仲良くなった。

「一ノ瀬さんの作ったウエディングドレス、早く見たいな」

「もうすぐできるみたい」

　八坂さんも翔さんも帰りが遅くなるその日。八坂さんの家で澪さんと話していた。

　翔さんは私のために、ドレスに使う最高級のシルクを峰岸織物に発注してくれた。なんでも一着作るのに百メートル近く使うのだとか。それだけでなくヨーロッパ各地からアンティークのレースを取り寄せてくれている。

「あのチャペル、実は私たちも挙式をしたんだけど、本当に景色が素晴らしくて、海の上で式を挙げているみたいなのよね」

　思いを馳せている様子の澪さんは、頬を緩める。

　式を挙げる予定のアルカンシエルのチャペルは、ホテルの横に併設されていて、大きな窓から目前の海を望めるロケーションは圧巻だ。

「私も楽しみにしてるの」

「うん。でも、やっぱり一ノ瀬さんの招待客もすごい人数だったわね」

　たしかに。会社関係の人は呼ばないわけにいかず、アルカンシエルの一番大きい宴会場でも手狭なくらいだ。

「はー、緊張するな。晴れるといいんだけど」

「そうね。あっ、そういえば写真の前撮りをするって聞いたけど……」

　澪さんの言葉に首を傾げる。

「えっ？　私、聞いてない」

　式や披露宴の細かなプロデュースは、センスのある翔さんにほとんど任せて、八坂さんと相談してもらっている。その進捗状況はよく聞かせてくれるけど、前撮りなんて初耳だ。

「あれ、そうなの？　私の聞き間違いかなぁ」

　今度は澪さんが首をひねる。

「あっ、そろそろ帰ってくるって」

　そのとき澪さんのスマホが震え、八坂さんから帰るとメッセージが入ったようだ。

「それじゃ、そろそろおいとまするね」

「うん、また来て」

　それから二十分。翔さんからも帰るコールがあり、自宅で夕食を温めながら待っていた。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　玄関まで出迎えに行くと、彼は私を抱き寄せキスを落とす。

　毎日のことなのに照れてしまう私は、いつもうつむき加減になってしまう。

「そんなに恥ずかしがるなよ。ベッドの中ではあんなに色っぽい声を上げてるくせに」

「な、なに言って……」

　私をからかう翔さんは、「はは」と笑いながら着替えに行ってしまった。

　今日の夕食は彼の大好きなステーキだ。だけどバランスを考えて、温野菜をたっぷり添えてある。

「おっ、今日もおいしそう」

　仕事から帰ってきて夕食を準備するのは大変なときもあるけれど、彼の笑顔で全部帳消しになる。

「ワイン、飲みますよね？」

「うん。一杯だけ飲もうかな」

　彼はそう言いながら席についたあと、なぜか微かに笑みを浮かべて私をまじまじと見つめる。

「どうかしました？」

「いや、幸せだなと思って。同じ屋根の下に愛する人がいて、おまけにこんなにおいしいご飯まで食べられる」

　彼の言葉に心臓がドクンと音を立てる。奈央にストレートな愛情表現をしてもらえていいなと言われたことがあったけど、その通りかもしれない。彼の囁きは、いつも私を幸せにする。

「ありがとう、ございます」

　だけど彼とは違い私は照れてしまうので、お礼を言うくらいしかできない。

　翔さんが食べ進む様子を見ながら、私は口を開いた。

「さっき澪さんと話してたんですけど……」

「隣に行ってたのか？　仲良くなったな。互いのパートナーの愚痴大会？」

　彼は私を茶化す。

「愚痴なんてひとつもないですよ。澪さんは幸せオーラがあふれてますし。翔さんこそ八坂さんと愚痴ですか？」

　私が口を尖らせて尋ねると、「一緒だよ」と返される。

「一緒？」

「うん、ノロケのオンパレード」

　彼の言葉にフォークが止まる。

「ノロケって……」

「あれ、砂羽は違うの？」

　違わない、かも……。八坂さんは部屋を片付けるのが苦手で、澪さんはそれに手を焼いているし、私は翔さんが仕事に没頭しだすと話が右から左になってしまうと愚痴ったこともある。だけど、そのあとはそれでも優しいとか、いつもスマートだとか、結局ノロケてる。

「どう、でしょう……」

　彼のように本人に直接愛の言葉を囁くのはハードルが高い。曖昧にごまかした。

「ま、いいや」

　おかしそうに頬を緩める彼は、再び食事を口に運びだす。

「それより、澪さんが写真の前撮りがどうとかって……」

「うん。週末空けといてって言わなかったっけ？」

　そうは言われたけど、写真を撮るとは聞いてない。デートでもするのかと思っていた。

「聞きましたけど……」

「写真は撮る予定だけど、他にもあるんだ」

「他？」

　式の前にすることって、あとはなんだっけ？

「ちょっと砂羽に協力してもらいたいことがあってね」

「なんでしょう？」

「今は内緒。でも、立っているだけでいいから」

　立っているだけって……。それが協力？

　なにがなんだかわからないけど、翔さんがステーキを口に入れ、再びおいしそうに食べだしたので、私も深く追及することなく同じように食べ始めた。




　そして迎えた日曜日。翔さんの車に乗り込み、アルカンシエルへと向かった。

　天気がいい今日は、気持ちも上がる。

　ホテルの玄関に車を横付けすると、すぐにドアマンがドアを開けてくれる。お嬢さま対応はまったく慣れなくてドギマギしてしまうものの、翔さんは颯さっ爽そうとしていてすぐに私をエスコートしてくれる。

「一ノ瀬さま、お待ちしておりました」

「今日はよろしくお願いします。弊社の溝口と広報はもう来ておりますか？」

　翔さんは仕事のときのようにキリリと表情を引き締める。

「はい。ただいま打ち合わせ中です」

　秘書の溝口さん？　広報？　私たちの前撮りになんの関係があるの？

　不思議に思いつつ彼を見上げると「行こうか」と促されてしまった。

　ホテルの人に案内されエレベーターで二階に上がる。そこには衣装室とメイク室があった。

　いよいよ翔さんの作ったドレスとご対面だ。ちょっぴり緊張しながら、それでもワクワクは隠せない。どうしても口元が緩んでしまう。

「こちらでございます」

　案内されたブースには、なぜか白無垢が用意されている。

　あれ、間違ってない？

「すぐに係の者が参りますので、少々お待ちください。一ノ瀬さまは、打ち合わせに参加されますよね。会議室にご案内します」

　案内してくれたホテルの人がそう言うけれど、私は首を傾げるばかりだ。

「ありがとうございます。すぐに行きます」

　翔さんは返事をして私に視線を送る。

「翔さん。白無垢……間違ってますよ、ね？」

　どうして指摘しないの？　それに打ち合わせって、なんのだろう。

「いや、これで合ってるよ」

「でも、ドレスじゃないですよ？」

　白無垢は憧れではあるけれど、翔さんの妻となるなら彼が作ってくれたウエディングドレスで式を挙げたいと、プランには入っていない。

「実は……俺がウエディングドレスのデザイン画を描いていることを知ったスタッフから提案があって、ブランピュールもウエディング部門を立ち上げることになったんだ。今日はそのプレスリリースをここでする」

　そうだったんだ。私のドレスのデザインがきっかけということなのかな？　それはとても光栄だ。でも、白無垢で正解ってどういうこと？

「砂羽、本当は白無垢も着たかったんだろ？」

「えっ……」

　バレてたの？　峰岸織物もかつてはたくさんの白無垢を手がけた。その歴史ある一品を着たいという欲求は当然のようにあった。でも、翔さんはデザイナーで、披露宴には多数の関係者が出席する。彼のデザイナーとしての能力をその人たちに見てもらいたくて、衣装替えでもドレスを選択した。

「これ、砂羽のお母さんと橋本さんに頼み込んで、作ってもらったんだよ」

　翔さんは柔和な笑みを浮かべ、白無垢に視線を送る。

「嘘……」

　そんなことはひと言も聞いてない。

「ブランピュールは洋服のノウハウしかない。だからウエディング部門の和装は、峰岸織物の力を借りようと思ってる」

「和装も手がけるんですか？」

　しかもうちの会社が手伝うって……。驚きの展開で、目が点になる。

「あぁ。いろんなチャレンジをしていきたい。それで今日、その発表をする。砂羽には和装のモデルとして登場してもらいたい」

「はいっ？」

「砂羽のドレスは今日は出さない。あれは、量産をするつもりはないからね。だから別のモデルに違うデザインを着てもらう予定だ」

　彼の話を聞きながら、夢でも見ているんだと思った。

　だってモデルって……。ありえない。

　思考が停止してしまい言葉が出てこない。

「砂羽？」

「モ、モデルなんてできません！」

　拒否しないと大変なことになる！と我に返り訴える。

　峰岸織物の白無垢がここに存在することは、涙が出るほどうれしい。彼が私の気持ちを慮おもんぱかって、おそらくこっそり用意してくれたことも。

　でも、プレスリリースって、マスコミが来るってことでしょ？　ドレスはプロのモデルなのに、どうして和装は私なの？

「白無垢は本当にうれしくて……。なんとお礼を言ったらいいのかわかりません。だけど、ブランピュールの大切な発表の場に出るなんて……」

「お礼なんていらないよ。俺も砂羽の白無垢姿を見たかったんだ。それと……」

　彼はテンパりすぎてキョロキョロしてしまう私の頬を両手で包み込み、視線を合わせる。焦げてしまいそうな熱い眼差しに、鼓動が勝手に速まっていく。

「この白無垢は、砂羽でなくちゃダメだ。ただ纏うだけなら他のモデルでもできる。でもこれは、峰岸織物の歴史と技術を世界に発信する大切な機会。それを一番理解している砂羽がその情熱を伝えてほしい」

　彼の口から飛び出してくるのは、私たち峰岸織物の人間としては最高にありがたい言葉だ。しかし、そんな大役を務められるはずがない。

「伝えるって……」

「大丈夫。砂羽はこれを着て登場してくれるだけでいい。着物を身につけるときの表情がいつもと全然違ってるのに気づいてる？」

「表情？」

　気にしたこともないけど、違っているのだろうか。

「うん。峰岸織物の作った作品に自信があるんだなと伝わってくる。凛々しくて自信たっぷりで……それでいて奥ゆかしくて。あぁ、この着物は砂羽に着られて幸せだろうなと思うほどだ」

　翔さんは顔をほころばせる。

「いえっ……」

「もちろん、広報が読み上げる紹介文には、峰岸織物の素晴らしさをたっぷり詰め込んである。俺が原稿を書いたんだ」

　それまた驚いた。そんなことは社長やデザイナーの仕事ではないだろうに。

「砂羽からもらったたくさんの手紙を思い出して、必死に原稿を作った。でも、まだ足りない。峰岸織物の魅力はそんなもんじゃない。砂羽がこの白無垢を着て、華を添えてくれないか？」

　翔さんは、私の白無垢を着たいという夢と、峰岸織物の伝統を守りたいという願望の両方を叶えてくれようとしているんだ。

「緊張しちゃうな……」

「俺がエスコートする。あとで俺も着替えるから、写真も撮ろう」

　結局、私は了承した。モデルなんてとんでもないが、これは人生で何度もない最高に幸せなひとときなのかもしれないと感じたからだ。




　幾度も目にしてきた白無垢だけど、自分が着られるというのは感無量だった。

　鶴と桜があしらわれた白無垢を着て綿帽子を被り、鏡の前に立つと、そこに映るのが自分ではないような感覚に襲われて、息を呑む。

　橋さんたちが丹精込めて織ってくれた正絹は、滑らかで光沢が上品だ。まさに、峰岸織物の技術を余すところなくつぎ込まれた一品だった。

　胸が震える、というのはこういうことを言うのだろう。

　ずっと守りたいと思ってきたものが羽ばたいていくと考えていたら、これから大勢の前に立たなければならないという緊張感より、喜びのほうが大きくなってくる。翔さんはそれすらわかっていて、私にこの大役を任せてくれたのかもしれない。

「砂羽」

　準備が整い控室のイスに座っていると、翔さんの声がして顔を上げた。

「はー、最高だ。すごくきれいだよ」

　感嘆のため息を漏らす彼は、私の近くまでやってきて膝をついて視線を合わせてくれる。そして私の左手を取り、甲に唇を押しつけた。

「ありがとう、ございます。まさか、白無垢を着られるなんて……」

「着せてよかった。そうでなければ一生後悔するところだったよ」

　彼は優しい笑みを見せる。

「準備が整ったんだけど、行ける？」

「はい」

　私は翔さんが差し出した手を取り、立ち上がった。

　誰かに教えられたわけではないが、和服を纏うと気持ちが整っていき、自然と歩き方もいつもと違ってくる。翔さんは『着物を身につけるときの表情がいつもと全然違ってる』なんて言っていたけど、もしかしたら本当なのかも。

　ゆっくりゆっくり歩みを進め、別の階の宴会場のドアの前に到着すると、もう中からは司会者の声が聞こえてきて緊張を隠せない。

「先にドレスからいく。そのあと砂羽だ」

「はい」

　彼は私の手を握り離そうとしない。会場を目の前にしてまともに息も吸えなくなった私に気づいているのだ。

　隣に立っているウエディングドレスとカラードレスをそれぞれ纏ったふたりのモデルは、私より背が十センチ近く高く、もちろんスタイル抜群だ。翔さんのデザインの大きな特徴であるウエストラインの美しさを十分に見てもらえるような。

　その隣が、ごくごく普通の私。気後れするに決まっている。

　でも、着物は日本の伝統文化だ。日本人らしい体型でもきっと大丈夫。そう自分に言い聞かせる。

「翔さんは行かなくてもいいんですか？」

「あぁ。広報に任せてある。俺の部下は優秀なんだ」

　そっか。私が橋さんたち職人さんを信じているのと同じだ。

　それからすぐにドレスのふたりが足取り軽く入場していく。

　そのとき、中の様子がチラリと見えて、顔が引きつった。想像をはるかに超えるカメラが並んでいたからだ。

「すごい人……」

　思わず声を漏らすと、翔さんがクスッと笑う。

「大丈夫。砂羽は峰岸織物のことになると途端にスイッチが入るから」

　そうは言うが、どうしたって顔が険しくなる。翔さんは社長としてマスコミにもよく登場しているから慣れているだろうけど、私は初めてなんだもの。

　外まで聞こえてくるすさまじいシャッター音に気け圧おされながらも、深呼吸しながら、マイクを通して聞こえてくる話に耳を傾ける。

「こちらのドレスは、弊社のメインデザイナー・一ノ瀬 翔の作品でございます。自分の手で愛した人を輝かせたいという男性の願望と、一番美しい姿で愛する人に嫁ぎたいという女性の願望の双方を表現できるようにと、デザインしております」

　それを聞き、ハッと隣の翔さんを見上げる。すると彼は、頬を緩めた。

「愛する人の魅力を自分の手で引き出せるなんて、我ながら最高の仕事を選んだと思ってる。そう思わせてくれた砂羽には、感謝しかない」

「そんな……」

　翔さんは私だけのための洋服を何着も生み出してくれた。そして愛のたっぷり詰まったウエディングドレスも。こんな経験は、なかなかできるわけじゃない。私が感謝をするほうだ。

「続きまして、和装に参ります」

　中から司会者の声がして、ピリリと気持ちが引き締まる。

　もちろん緊張はするけれど……ここにいる人たちに、今の幸せな私を見てもらえればいいと心が決まった。

　そもそもモデルのように魅せ方を知っているわけではないのだし、翔さんもそんなことは望んでいない。ただ、峰岸織物の技術の高さを信じ、あとはそれに幸せの華を添えるだけ。

「行こうか」

「はい」

　翔さんはどうやら中までエスコートしてくれるようだ。

　彼も和装だとよかったけれど、社長としての役割があるのだからこれで精いっぱいなのだろう。

　彼の左手に右手を添え、ゆっくりと足を踏み入れる。三段ほどある階段を上がると、よりいっそううしろのほうまで見えてしまい、たじろいでしまった。でも……。

「あっ……」

　小さな声が漏れてしまう。会場の最後列に、母や橋さん、そして峰岸織物を支えてきてくれた従業員がずらっと並んでいたからだ。

　もしかして、これも翔さんのサプライズのひとつ？

　そっと彼を見上げると、彼は優しい目で私を見つめる。

『ありがとうございます』

　心の中でそうつぶやいてから、視線を前に向けた。すると翔さんはスッと離れていく。

「ブランピュールでは、今後和装の分野にも積極的に進出してまいります。しかしながらその技術はまだまだ未熟で、こちらは傘下の峰岸織物が制作した大変貴重な白無垢になります」

　広報の人が読み上げているのは、翔さんが考えてくれた原稿だ。私はひと言も漏らさぬようにと、耳を傾けていた。

「峰岸織物は、創業百三年の老舗繊維メーカーです。ひたすら職人が技術を磨き、そして伝え、昔から変わらぬ高い品質を保ち続けています。弊社のような新しい会社は学ぶところばかりで、今回和装を手がけるにあたり指導を仰ぐことを即決いたしました。今後、古きよき伝統とブランピュールの新しい息吹とを融合させ、新たな日本の文化を作っていくことができればと思っております」

　まさか、こんなに詳しく峰岸織物について触れてくれるとは思っていなかった。それに……翔さんの原稿には、職人さんへのリスペクトの気持ちが込められていて、胸に込み上げてくるものがある。

　必死に涙をこらえていると、橋さんが腕で目を隠していることに気がついた。泣いているのだ。そして隣の母も、ハンカチで目頭を押さえている。

　それを見つけてしまった私は、こらえきれず涙を流してしまった。

　晴れの舞台なのだから笑っていなくちゃいけないのに。

　すると、それに気づいた翔さんが、マイクを手に再び私の横に来てくれる。

「メインデザイナーの一ノ瀬です。彼女は、峰岸織物の歴史を背負ってきたひとりです。新しいことに流されがちな私たちの間で伝統を守り続けるというのは簡単ではなく、それでもあきらめることなく踏ん張ってこられました。そのおかげで、今、私たちはこんなに素晴らしい白無垢を皆さまにお届けすることができます」

　即興とは思えないほど堂々と、そして滑らかに言葉を紡ぐ彼は、私に一瞬視線を合わせてから再び口を開く。

「私どもも今後は、その一端を担わせていただきたいと切に願っております。これからブランピュールは、古きに学び、新しい歴史を刻んでまいります。本日は存分に、これら商品の品質の高さを目に焼きつけてからお帰りください。ありがとうございました」

　翔さんが頭を下げるのに続き、私も会釈をする。

　彼の温かな言葉にますます涙があふれそうになったが、私は笑顔を作った。

　ここはまだ始まりだ。これから峰岸織物もブランピュールも、もっともっと高みを目指して進んでいくんだ。

　会場のうしろでは職人さんたちも顔をくしゃくしゃにして泣いている。今までの苦労が報われた瞬間だったのかもしれない。

　こんな機会をくれた翔さんには、感謝してもしきれない。

「翔さん、ありがとうございます」

　そっとハンカチを手渡してくれた彼に小声でお礼を口にすると、彼はうれしそうに目を細めうなずいてくれた。

　それからドレス姿のふたりと一緒にたくさんの写真に納まった。

　たいしたポーズが取れるわけでもなく「目線をこっちにお願いします」という言葉に誘導され、右往左往していただけだ。けれども、心からの笑顔だけは作れたように思う。だって、峰岸織物がブランピュールと手をつないで未来に羽ばたいていく姿が思い浮かぶんだもの。

　それから十分ほどして、イベントは終了した。

　明日以降、いろいろな媒体で紹介されるのだとか。

「砂羽、お疲れさま。上出来だよ。初めてとは思えない」

　会場となった宴会場を出ると、翔さんがねぎらってくれる。

「ありがとうございます。でも、もう二度とやりませんよ」

「あれ、頼もうと思ってたのに」

　彼は満面の笑みで私の手を取る。

「溝口、俺は抜ける。あとは任せた」

「了解しております」

　秘書の溝口さんにそう告げた翔さんは、同じように会場から出てきた母たちに気づき、私の手を引き近づいていく。

「翔さん、仕事はいいんですか？」

「もう後片付けだけだし、最初からそう言ってあったからね。これから俺も着替えて写真に納まるよ。俺の紋付き袴も、職人さんたちが作ってくれたんだ」

　だったらやはり、彼も着て登場すればよかったのに。まあ、今日はモデルとしてではなく社長兼デザイナーだったのだから仕方ないか。

　母や橋さんの前に立つと、皆の目が真っ赤に染まっているのがわかってしまい、また感極まってしまう。

「こんなに素敵な白無垢をありがとうございました。峰岸織物から嫁に行けて幸せです」

　お礼を口にしながら腰を折る。

　父が亡くなりどん底も味わった。絶望もした。だけど今は、希望で満ちあふれている。

「砂羽。本当におめでとう。一ノ瀬さん、ありがとうございます」

　母は涙が止まらない様子で声を震わせる。

「砂羽ちゃん、すごくきれいだよ。先代も今頃喜んでるよ。見たかっただろうなぁ」

　橋さんに父のことを言及され、我慢していた涙がこぼれてしまった。でも、すぐに笑みを浮かべる。

「橋さん、皆さん。峰岸織物の大変な時期を一緒に乗り越えてくださり、ありがとうございました。大好きな峰岸の白無垢が着られるなんて思ってなかったから――」

　込み上げてくるものがあり、言葉が続かない。すると橋さんが口を開く。

「砂羽ちゃん、峰岸を守ってくれてありがとうな。これからもよろしく」

「はい」

　私たちの様子を翔さんはずっと優しい眼差しで見つめていた。

　それから翔さんも、和服の第一礼装である、白く染め抜きにした五つの日向ひなた紋の付いた黒い長着と羽織。そして細めの縞しま柄がらの袴に着替え、笑顔で写真に納まった。

　ふたりだけの写真もあるが、もちろん大切な峰岸織物の皆に囲まれた写真もバッチリ撮ってもらった。

「脱がすのがもったいないな。こんなに白無垢が似合う女性は他にはいないよ」

　写真撮影が終わり衣装室に戻ると、翔さんが吐き出すように言う。

「なに言ってるんですか。翔さんも似合ってます。私……すごく幸せです」

「俺も」

　彼のおかげで大切なものを守ることができた。そして最高に幸せな気持ちで、新たな一歩を踏み出せる。

　私たちは誰もいない隙に、熱い口づけを交わした。




　それから本番の結婚式までの二カ月間は、翔さんはとても忙しくなり、毎晩帰りが遅い。しかもデザインが不足しているということで、帰ってきてからもデザイン画を何枚も描いていた。

　その一方で峰岸織物は、あのプレスリリースのおかげで白無垢や色打掛に使う反物の注文が入るようになり、うれしい悲鳴を上げている。

「お疲れさまです。コーヒーいかがですか？」

　帰宅後、仕事部屋でデザイン画を描いていた彼にコーヒーを差し出すと、手を止め顔を見てくれる。

「ありがと。ごめんな。寂しいよな」

　うなずきそうになってこらえた。

　社長でもありトップデザイナーでもあるのだから、仕方がない。

　小さく首を振ったのに、彼に捕まり、あっという間に膝の上に乗せられてしまった。

「寂しいって顔してる」

「そんなこと――」

『ありません』と言おうとして、口をつぐんだ。本当はとびきり寂しかったからだ。

「やっぱり寂しいです……」

　言い直すと、彼は私を強く抱きしめてくれる。

「かわいいな、砂羽は」

「ごめんなさい。わがままだってわかってるんです」

「そんなかわいいわがままなら大歓迎だよ。俺を求めてくれているんだろ？」

　そういう言い方をされると照れくさいけど、その通りだ。

「少しだけギュッと抱きしめてください。そうしたら大丈夫です」

　なにも、ずっと構ってほしいわけじゃない。ただ、彼を感じられる時間がほんの少しあればいい。

「ギュッだけでは済まないかも」

「えっ？」

「だって、俺のほうが本当は寂しいし」

　彼はニヤリと笑ったあと、熱い唇を重ねた。しかもどんどん深くなる。

　息が上がるほどの激しいキスからやっと解放され、頬を赤らめる。すると彼は、私が望んだ通り強く抱きしめてくれた。

「はー、落ち着く」

「本当ですか？」

「あぁ。砂羽に触れていないとソワソワするんだ。今までのことが全部夢だったらどうしようと、時々怖くなる」

　重人さんのことで彼から離れようとしたので、なおさらなのかもしれない。彼は私の頭を抱えるようにして密着してくる。

　だから私も彼の背中に手を回してしがみついた。

「私はここにいます」

「うん。幸せってさ、一度手にすると手放すのが怖くてたまらなくなるんだ。それゆえ臆病にもなるけど……俺は砂羽の幸せだけは絶対に壊したりしない。だから心配しなくていい」

　彼の愛はいつだって伝わってくる。それなら私も返したい。

「翔さん……。私も、翔さんを幸せにしたいです」

　思いきってそう口にすると、彼の手にいっそう力がこもる。

「これ以上？　それは幸せすぎておかしくなりそうだ」

　彼は茶化してつぶやく。

「砂羽。あと少しで終わる。先にシャワーを浴びておいで」

「はい」

　私を膝から下ろした彼は、すぐに机に向かい手を動かし始めた。こういうときの集中力は、私にはとうてい真似できない。ひとり取り残されたようでちょっぴり寂しく感じ、澪さんに愚痴ったこともあるけれど、これが彼の才能のひとつだとも思っている。

　きっと、デザインを描き終わったらまた抱きしめてくれる。

　そんなことを思いながら、先にシャワーに入った。

　バスルームから出てきた頃には、もうさっきのデザインが出来上がっていた。

「うわー、着てみたい」

　彼が見せてくれたデザイン画は、真っ赤なフレアスカートが印象的。デザインだけでなく、使う布の素材や、タックの分量なども細かく指定されている。

「これは素材が勝負。少し張りのある布を使って、パニエを使わなくてもふんわり感がキープできるようにする」

　彼は机の引き出しから布のサンプル帳を取り出し、黄色い布を私に差し出す。

「あっ、これ……うちのだ」

「うん。これって、赤もあるよね？」

「はい。赤と、深い緑があります」

　他の色が欲しければ受注生産も可能だ。

「これに惚れたんだよ。柔らかいのに張りは保てる。魔法のような生地だ」

『魔法』というほどではないけれど、我が社の商品を褒めてもらえてくすぐったい。

「この生地を使ってデザインを、と思ってたんだけど、複雑にすればするほどしっくりこなくて。で、とてつもなくシンプルにして生地のよさに頼りきった商品も悪くないんじゃないかと思ったら、これが描けた」

　彼はデザイン画を掲げて目を細める。

「オリジナリティにこだわりすぎて、素材のよさを生かすのもデザイナーだということを忘れていたよ。生地を生かせば十分にオリジナリティを表現できるのにな」

　そうは言うが、タックの数とか幅とか……ここまで細かく指定しているということは、彼独特のデザインなはずだ。普通はここまで指定せず、パタンナーに任せてしまうと聞いたことがあるから。

「峰岸織物の布が役に立つんですね」

「うん。それと砂羽も。砂羽ならなにを着てもかわいいなと思ったら、素材がいいからだとピンときた」

　彼はごく平然とした表情でそう口にする。

「なっ、なに言ってるんですか！」

　けれども私は、その恥ずかしすぎる発言にしどろもどろになってしまった。

「砂羽のシルエットは本当に美しいからね。男をその気にさせる」

　彼は艶やかな視線を私に向けたあと、スッと立ち上がる。

　また飛び出した爆弾発言に、私はもうなにも言えない。

「さて、シャワーを浴びてくる。ベッドで待ってて」

「えっ……」

「スイッチを入れたのは砂羽だから。それに……」

　彼は私の腰を抱き、耳元に口を寄せる。

「砂羽だって俺のこと欲しいだろ？」

　そして、情欲をそそるような声で囁いてから出ていった。

「ほ、欲しいって……」

　もう何度も体を交えた仲なのに、誘われるようなセリフに目を白黒させる。そのくせ、『寂しい』と素直に言ってしまった私のことを彼が気遣ってくれているのも伝わってきて、つい顔がにやける。

「やっぱり、好き」

　小声でつぶやいた瞬間、バスルームのドアが閉まる音がしたので、ビクッとしてしまった。










エピローグ




　春の日差しが心地よく、晴天に恵まれたその日。私たちはいよいよ挙式を迎えた。

「翔さん、忘れものないですか？」

　リビングを出る前に、持ち物を確認しながら尋ねる。

「うん」

　アタフタしている私とは対照的に、彼は落ち着いている。

「ですけど、もう一回確認したほうが……」

「砂羽、落ち着いて」

　彼に言われてハッとした。私、朝からテンパりすぎだ。

「でも緊張するんです！」

　それが本音。だって彼のほうの招待客はそうそうたる顔ぶれで、お隣の八坂夫妻はもちろんのこと、いわゆる名の通った大企業の社長だったり御曹司だったり……。おまけに彼の服を身に纏いファッション誌を飾っている人気モデルまでいる。

　翔さんと結婚ということにならなければ、一生会うことすらないような人ばかりだからだ。

　わかっていたことだけど、そんな人たちの前で粗相をしたら……と不安にもなるでしょう？

「そういうときは、これ」

　彼はソワソワしている私を腕の中に閉じ込める。

「砂羽はこうしているとストンと落ち着く」

　そんなことまでバレているの？

「……はい」

「で、もっと落ち着く方法を教えてあげようか？」

　なに？　わからないんだけど……。

　私が首をひねると、彼は手の力を緩めニッと笑う。

「最高の薬」

　彼はそうつぶやきながら顔を近づけてきて、キスを落とす。

　すぐに離れてくれたものの、不意打ちすぎて心臓がバクバクと音を立て始めた。

　これ、逆効果じゃない？

「ドキドキしてるだろ？」

　気恥ずかしくて返事をせずうつむいていると、彼は声のトーンを落として続ける。

「今日は俺にずっとドキドキしていればいい。他のことなんてなにも考えないで。俺が全部リードするから」

「……はい」

　これが落ち着く方法として正しかったのかわからない。けれど、ドキドキが緊張を上回ったのはたしかだ。

「そろそろ行こうか」

「そうですね」

　私たちはタクシーに乗り込んだ。

　ドレスはあらかじめホテルに届けられている。実は今日が初めての対面。サイズ確認のために、別の布で作った仮のドレスを試着はしたが、本物はまだ見ていない。デザイン画は見せてもらっているけれど、どんなふうに仕上がっているのか興味津々だった。

「そういえば、ウエディング部門が早速大盛況で、注文をさばききれないとうれしい悲鳴を上げているみたいだよ」

　狭い車内で密着して座る翔さんは、私を見つめ白い歯を見せる。

「へぇー、すごいんですね」

　皆、翔さんのデザインを待ち望んでいたのかもしれない。

「他人事じゃないぞ。和装の注文も入ってるんだから、峰岸織物にもフル回転してもらわないと」

「はい。頑張ります」

　ブランピュールはまだまだこれから伸びていくだろう。そして峰岸織物も。

「こうやって新しい道が開けていくのも、砂羽のおかげ」

「そんな、私はいるだけでしょ？」

　なにもしてない。彼と一緒に生活して、同じ空気を吸っているだけだ。

「一緒にいるだけで男をコントロールするなんて、魔性の女だな」

　彼は鼻で笑う。

「な、なんですか、その『魔性の女』って……」

「出会ってから、なにもかもが砂羽を中心に回ってる。砂羽の笑顔が見たいし、砂羽に褒めてもらいたい。砂羽に触れていたいし……一緒に幸せになりたい」

　彼は穏やかな表情を見せる。

　それは大げさだ。でも……私も翔さんに出会って世界が変わった。彼を中心に回っている。私も、彼と一緒に楽しい未来が見たい。

「その結果、仕事もすこぶる順調なんだ」

「それを言うなら私のほうですよ。峰岸織物は、翔さんのおかげで完全に再生しました」

　順調すぎるほど順調で、天国の父も喜んでくれているはずだ。

「峰岸織物は、もともと能力があったんだ。それを知ってもらうきっかけがなかっただけさ。……実は昨日、お母さんから返済計画の連絡をもらってね」

「そうだったんですか？」

　昨日は今日の準備のために会社を休んだので知らなかった。

「俺としては、峰岸織物が存続してくれるなら返してもらわなくてもいいと思っていたし、もし返済してもらうにしても十分に軌道に乗ってからで大丈夫だからと伝えたんだけど、砂羽に肩身の狭い思いはさせたくないって」

「母がそんなことを……」

　たしかに以前『なんの引け目も感じず、お嫁に行ってほしい』と言っていたけど、こんなに早く返済を始めるなんて予想外だった。

「これが親の愛、なのかなって。ありがたく返済してもらうことにした」

「はい」

　まだ式の前だというのに、母の愛を感じて瞳がじわりと潤んでくる。

「俺は、全力で砂羽を幸せにする。だから、一生ついてきてほしい」

　翔さんはそう言いながら私の手をそっと握る。

「もちろんです」

　私が笑いかけると、彼も目を細めた。




　翔さんが私のために作ってくれたドレスは、峰岸織物のシルクをふんだんに使ってあり、とてもゴージャス。スカート部分は布が幾重にも重ねられていてふわふわだ。そのくせシルエットがもたつかないのは、デザインやパターンが秀逸だからだろう。

　上半身には翔さんがわざわざ取り寄せてくれたアンティークのレースがたっぷり使われていて、重厚な雰囲気を醸し出している。まるでどこかの国の王妃さまにでもなった気分だ。

　ロングベールは、チャペルの長いバージンロードに合わせて作ってくれた。きらびやかなティアラやネックレスも、翔さんがデザインしてくれた。

　身につけている物すべてが、この世でたったひとつ、私のためだけに用意された代物ばかりだ。

「旦那さまがお越しになられました」

　ホテルの担当者が、着替え終わり控室にいた私に声をかけてくれる。

　翔さんが入ってきたのと同時に、担当者は気を利かせたのか出ていった。

「砂羽……本当にきれいだ」

　黒いフロックコートを着てアスコットタイを締めている翔さんは、ため息交じりにつぶやき、熱い視線を私に注ぐ。

「翔さん、ありがとうございます。私、幸せすぎて胸がいっぱいです」

　私が感謝を述べると、彼は近づいてきてグイッと抱き寄せてくれた。

「もう、絶対に離さない」

「はい。離れません」

　だってこれ以上の幸福なんて絶対にないと言いきれるもの。私は翔さんだけを信じて歩いていく。

「皆、待ってるよ」

「はい」

　改めて自分の気持ちを確認してから、彼に手を引かれチャペルに向かった。

　今日は重人さん夫婦も招待している。私をわざと傷つけるような言葉を放った彼を招待することを翔さんはためらっていたけれど、私がお願いしたのだ。

　翔さんは幼少の頃、つらい思いをしたかもしれない。けれども、そんな経験があったからこそ、彼の優しさが作られている。これから少しずつ会話を重ねて、重人さんにもわかってもらいたい。

　もちろん、苦しい経験はないほうがいい。でも、もう過ぎてしまったことはどうにもならない。

　それより、明日の幸せを見ていよう。彼と一緒になら、どんな困難も乗り越えられる自信がある。

　父が亡くなっているため、翔さんと一緒に入場することにした私は、チャペルの扉の前に立ち彼の腕に手を添えた。

　当初は父の代わりを橋さんに頼んだのだが、『裏方が性に合っているから、隅で祝福させてほしい』と断られてしまった。峰岸織物の縁の下の力持ちである橋さんらしい言葉に納得して、翔さんとの入場となった。

　それからすぐに、パイプオルガンの音が聞こえてきた。

「参ります」

　担当者の声と共に、大きな扉が開いた。

　この扉は、楽しい明日への入り口だ。

　出会ったばかりの頃は、峰岸織物を守らなければと、ひとりで満タンになってしまっていた。泣くことも忘れ、心も荒んでいた。だけど、それに気づいた翔さんが泣かせてくれて……甘えさせてくれた。

　あの頃の私に教えてあげたい。誰かを頼りにすることは少しも悪いことじゃないんだよ、と。

　そして、人を愛するのは理屈じゃないことも。地位も家柄も関係ない。心が勝手に相手を求めてしまうのが、愛なんだ。

　私は彼と過ごすうちに、それを学んだ。

　ゆっくりバージンロードを進むと、もうすでに目を真っ赤にしている母が視界に入り、胸に込み上げてくるものがある。

『幸せになるからね』

　心の中でそうつぶやいて、さらに足を進めた。

　やがて神父さまの前まで来ると、ガラス張りの祭壇からは広大な海が見える。

　私たちはこれから、手に手を取り合ってこの広い海原を泳いでいく。

　そして順調に式は進み……。

「誓いのキスを」

　翔さんと向き合うと、ゆっくりとベールを上げてくれる。

　もう感動の涙がこぼれそうになっている私に、彼は微笑む。

「一生、愛してる」

　私にだけ聞こえるような声でそう囁いた翔さんは、甘く優しいキスを落とした。
















特別書き下ろし番外編










もっと高く、もっと遠くへ　Ｓｉｄｅ翔




　砂羽と式を挙げて三カ月。俺はアルカンシエル本館のインペリアルスイートにいた。といっても、宿泊していたわけではなく仕事で訪れている。

　この一室を改装するにあたり、ブランピュールがひと部屋丸ごとプロデュースすることになったのだ。備品はもちろんのこと、ベッドやソファなどの家具や照明、はたまたシャワールーム、トイレに至るまですべて自由にさせてもらうことになっている。

「一ノ瀬、お疲れ」

　俺が来ていると聞きつけた八坂が顔を出した。俺と同じくらいの身長で切れ長の瞳を持つ八坂は、最近社長としての貫禄が出てきたように感じる。

「お疲れ。備品のデザインはすべて終わったぞ。あとは壁紙と家具と……」

　八坂がこの話を持ちかけてきたとき、なかなか斬新なアイデアだなとふたつ返事で引き受け、それからさまざまなデザイン画を描き、提出してある。

「備品のデザイン画は俺も見せてもらったよ。さすがだな」

「ということは、デザインは合格か？」

「当たり前だろ。ブランピュールの一ノ瀬 翔に文句をつけられる人間なんていないさ」

　八坂はニヤリと笑う。

　八坂が俺を褒めるなんて珍しい。明日は雨かもしれないな。

　そんなことを考えながら、俺の目は隣の部屋で物思いにふけるかのように、おそらくイメージを膨らませている砂羽をとらえていた。

「砂羽さん、真剣だな」

「なんでも全力投球が、彼女のいいところだからね」

　実は八坂が、海外からのお客さまに日本の文化に触れてもらいたいと、二十畳ほどの洋室の一室を和室に改装すると言いだしたのだ。それで、和室に関しては峰岸織物に手を貸してもらうことになっている。

　ブランピュールとしても、こうしてホテルの客室を手がけるのは初めての試みだけど、自社製品の紹介のためのカタログや広告制作で、背景となる空間をプロデュースすることは日常茶飯事なので問題はない。

　しかし、峰岸織物はそもそも繊維メーカーで、日本の伝統に詳しいとはいえ空間のプロデュースなどまったくの専門外。けれども、この仕事には和の心を持っている人間が必要だと感じ、打診して現在に至る。

　しばらくすると、砂羽が俺たちのほうに歩み寄ってきた。

「八坂さん。いらしてたんですね。お世話になります」

「いえいえ、こちらこそ。なにか案でも浮かびましたか？」

　八坂の問いかけに目を輝かせる砂羽は、俺のことをチラッと見つめる。

「なんでも言って。その意見からどうプロデュースするかは俺の腕の見せ所だから」

　俺がそう促すと、彼女はうなずき話し始める。

「和室の床は、半畳の縁へりなし畳を使って市松敷きにするということですよね」

「うん」

　和も洋も取り入れたいということで、その敷き方を採用する予定だ。

「その畳の一部をくり抜く形で、〝炉ろ〟を作れないでしょうか？」

「それはもしかして……」

「はい。海外のお客さまに、お茶のおもてなしもいいかと思って」

　砂羽は俺の問いかけに微笑みながらうなずく。

　炉は、茶席で湯を沸かすために使ういろりのことだ。

「なるほど、茶室か……」

　俺より先に八坂が口を挟んだ。

「希望されるお客さまには、お茶をおたてするのもいいかと。そのときに着物を貸し出すのはいかがでしょう？」

　すでに浴衣を導入することは決まっている。といっても、着物が初めてのお客さまが自分で着られるように俺がアレンジする予定だ。でも、それとは別に本格的な訪問着があってもいいかもしれない。

「それはいいアイデアだ。企業がお客さまをお茶で接待するなんてことも可能になる」

　格式高いアルカンシエルは、なにも自分で予約して来る人ばかりではない。有名企業が国内外から招いた顧客の宿泊場所として選択することも多々あると聞く。

　俺がそう意見すると、彼女の表情がいっそう輝いた。

「着物もいいね。峰岸織物さんに何種類か用意してもらって、好きな物をチョイスしてもらえれば、いい思い出になりそうだ」

　八坂も砂羽の意見に感心している。

「そうだな」

「それじゃあ、建築士との話し合いを進めよう」

　俺がうなずくと、八坂はそう言った。

　この仕事、なかなか楽しいな。仕事はうまくいくことばかりではない。ときに苦痛もあるが、この案件に関しては最初からなんのストレスもない。

　新しいチャレンジをするときは慎重になりすぎるあまり視野が狭くなりがちだが、砂羽がそばにいて刺激をくれるおかげか、アイデアが湯水のようにあふれ出してきて止まらないのだ。




　それから二週間ほどで建築士との調整も終わり、アルカンシエルの会議も通った。あとは改装業者に任せ、備品の制作に入るだけだ。

　その仕事が一段落ついた日曜の昼下がり。砂羽とソファに並んで座り、コーヒーを楽しみながら話をしていた。

「アルカンシエルのお仕事、すごく楽しかったです」

「最初はここにシワが寄ってたじゃないか」

　彼女の眉間に指で触れて指摘すると、「あはは」と笑みをこぼす。

「だって、お部屋のプロデュースなんて大きなお仕事、正直腰が引けたんですもの」

「大丈夫だって言っただろ？　橋本さんたちの意見もすごく役に立ったし、八坂も喜んでる」

　茶室に用意することになった着物の選定はもちろんのこと、細々とした備品まで、橋本さんたち職人さんにも積極的に意見してもらった。

　その結果、スイートに宿泊してくれたお客さまには扇子のお土産をつけることも決定し、峰岸織物が昔から付き合いがある老舗メーカーに発注の手配もしてもらってある。

「はい。でも、翔さんとのお仕事だったから、格別楽しかったのかもしれません」

「ん？」

　今までにもたくさんやり取りしてきただろ？

「大好きな旦那さまの才能を、あの部屋を通して世界に自慢できるんですよ。私、幸せで。あ……」

　彼女は満面の笑みを浮かべてそこまで発言したところで、ハッと口を押さえる。

「そんなふうに思ってくれていたんだ」

　砂羽は恥ずかしさからか、あからさまに俺への気持ちを口にすることがほとんどないので、つい顔がにやけてしまう。

「あっ、そ、そうです……」

　動揺してる。かわいすぎる。でも、もっと聞きたい。

　俺はコーヒーをテーブルに戻し、彼女の肩を抱いた。

「もう一回言って？」

　そして耳元で囁くと、体を固くする砂羽が頬を真っ赤に染める。

「な、なにを？」

「『大好きな旦那さま』ってとこ」

　そう囁くと、彼女は肩をすくめてうつむいてしまう。

　いつまで経っても初々しい反応がたまらない。

「む、無理です……」

「どうして？　あれ、本当はそう思ってないとか？」

　ちょっとからかったつもりだった。だけど彼女は、想像以上の反応を見せる。

「思ってます。いつだって翔さんは私の自慢なんです。世界中の人に叫びたいくらい」

　耳まで真っ赤にした砂羽は、俺から顔をそむけてしまう。

　一方俺は、彼女の熱烈な告白に脳までしびれてしまった。

「俺もだよ。俺も叫びたい。俺の妻は最高の女性だってね」

　あぁ、なんて幸せなんだろう。砂羽に出会えたことを神様に感謝したい。

「わ、私は……。キャッ」

　俺は素早く彼女の手からカップを奪ってテーブルに置き、ソファに押し倒した。

　彼女の大きな瞳に自分が映っているのを見つけて、それだけで胸がいっぱいになる。

　ずっと俺だけを見ていてほしい。

「しばらく忙しかったから、砂羽が足りなくなってきた」

「えっ……」

　俺がそう漏らすと、彼女は目を大きく開く。

「砂羽が煽ったんだから、責任とって」

「ちょ……っ、まだ明る……んあっ」

　薄いピンクの艶やかな唇をふさぐと、官能的なため息が聞こえてきて、彼女を求める気持ちを制御できなくなった。




　アルカンシエルのインペリアルスイートは、それから一カ月ほどですべての準備が整った。

　深いブラウンで統一し、素材にまでこだわり抜いた備品もデザイン通り仕上がってきて満足している。

　シルクのパジャマは峰岸織物の最高級品を使ったおかげで、八坂にも関係者にも大評判だ。

　無地ではあるが、綴織緞帳にヒントを得て、糸の種類を変えることで柄を作ったカーテンも然り。落ち着いた雰囲気でありながら、さりげなくブランピュールの個性が発揮されていると喜ばれている。

　そうした中でも一番自慢できるのは和室の出来だ。砂羽の助言で炉も設置され、〝和〟をより身近に感じてもらえる空間として評価も高い。

　備品のひとつとして和室に用意した浴衣は、生地は峰岸織物に頼んで古典柄にしてもらい、その代わり帯を少し工夫している。

　慣れていないと自分では着られないという難点をなんとかしたくて、帯に関しては、『作り帯』というあらかじめ形作られた結び目を胴に巻いた帯に差し込むだけの簡易式。ブランピュールらしさを出したいと、その結び目を花びらのようにアレンジしたり、一部にシフォンの生地を加えたりなど、遊び心も入れてある。

　そうして準備は滞りなく終了した。




　強い日差しを感じる八月の金曜日。関係者や常連の顧客を招いての内覧会が行われることになった。しかも八坂に拝み倒され、砂羽が着物を纏い和室の案内をすることになってしまった。

「はー」

「朝から何回ため息をついてるんだよ」

　接客が一段落ついたとき、同じように接客を終えた八坂が隣にやってきてつぶやく。

「八坂が砂羽を担ぎ出すからだろ。俺以外の男に笑顔を振りまくところなんて見たくない。近いぞ、あの人」

　説明を続ける砂羽と、話に耳を傾けている関係者に視線を送りそう口にすると、八坂が噴き出す。

「ははっ。ブランピュールの社長ともあろう人が、こんなことでヤキモキしているとはね。滑稽だ」

　うるさいな。八坂だって奥さんのことになると必死じゃないか。

「いらっしゃいませ。お待ちしておりました」

　新たにやってきた関係者に気づいた八坂は瞬時に社長の顔を作り、離れていった。

　それからは俺も、プロデュースしたデザイナーという立場で聞かれた質問に答えていった。

　そんな中、とある商社の副社長が俺に話しかけてきた。この会社は海外からのお客さまをもてなすとき、必ずアルカンシエルを利用しているらしい。

「いやぁ、客室に茶室まであるとはあっぱれです。あの和服の女性が茶をたててくれるんでしょうか？」

　副社長は、笑みを浮かべて身を乗り出すように尋ねてくる。

「いえ、彼女はこの部屋のプロデュースに関わったひとりで、アルカンシエルの従業員ではございませんので……」

「それは残念だ」

　あからさまに肩を落とされ、複雑な気持ちだ。

　茶会に通っていた砂羽は、自分でも抹茶をたてることができるらしい。しかし、ここで働かせるわけにはいかない。彼女は峰岸織物の、そしてデザイナーとしての俺の大切なキーマンだ。彼女のおかげで生み出されたデザインは数知れない。

「彼女をどうにか引き抜きたいですね」

　そこに八坂が戻ってきて余計なことを口にする。

「それはいいですね。利用者も増えそうだ」

　ふたりは顔を見合わせ笑っている。

　俺はその横で笑顔を作ったものの、内心はモヤモヤしていた。

　砂羽は渡さないからな。

　副社長が行ってしまうと、八坂が口を開く。

「一ノ瀬さん、笑顔が曇っておりますが？」

「視力が落ちられたのではないですか？　八坂さん」

　俺が不機嫌なのを知っていてからかってくる八坂に、満面の笑みをつけてお返ししてやった。

　自分がこんなに子供じみた嫉妬をするようになるなんて、思ってもいなかった。だけど、それくらい砂羽のことが大切なのだ。

　内覧会の反応は上々で、早速複数の大手企業が利用したいと申し出てくれるほど。特に和室のクオリティを褒められ、鼻が高い。

　しばらくすると、外資系証券会社の支社長がやってきた。この会社もまた、アルカンシエルの常連のはずだ。

　おそらく四十代くらいの金髪の支社長は、俺のデザインした部屋を気に入ったらしく、褒めちぎってくれている。しかしアメリカ人の彼は来日したばかりのようで、日本語はたどたどしい。和室で彼の秘書が通訳をしていたものの、説明が実に大雑把で、砂羽の話の細かなニュアンスが伝わっていないように感じる。

　留学経験もあり、海外を飛び回っていて英語が堪能な八坂もそれに気づいたようだ。

「中なか野の、通訳をして差し上げて」

　彼は自分の秘書であり、英語がペラペラの中野さんを通訳につけようとした。

「いや、ここは俺が」

　けれども、俺はそれを遮り砂羽の隣に行く。

　それから、用意されている着物の説明やこの和室のこだわり、そしてそこから飛躍して、茶道の文化についてまで話が盛り上がった。

　俺が英語を話せることを知らなかったらしい砂羽は、最初こそ目を丸くしていたけれど、好きな着物の話や日本の伝統文化について尋ねられ、生き生きと会話を続ける。

　俺はそれを通訳しながら、輝いている砂羽の横顔を時々盗み見ては満足していた。

　こういう彼女が好きなんだ。

　支社長も砂羽が気に入ったらしく、砂羽が丁寧に説明をした訪問着を数枚購入したいとまで言いだした。どうやら、奥さんと娘さんにプレゼントするらしい。

　思わぬ商談にまでこぎつけ、砂羽の笑顔がいっそう弾ける。

　おまけに、三カ月後に来日予定の本社社長の宿泊をここでと、もう予約まで入った。

　それからも特に外資系企業関係者の高評価が続き、八坂の思惑が大当たり。ブランピュールの〝洋〟と峰岸織物の〝和〟が混ざり合ったこの部屋は、大成功のようだ。

　内覧会にまで砂羽を担ぎ出した八坂にため息をついていたが、ブランピュールだけでなく砂羽を通して峰岸織物の評価も飛躍的に上がったように感じる。

　砂羽と出会ってからというもの、古きよきものを取り入れた新たな日本の文化をブランピュールが作っていくという意気込みで、デザインにも経営にも携わっている。まだまだ日々精進が必要ではあるけれど、こんなに早く海外に向けてそれがアピールできるとは思っていなかった。




「お疲れさまでした。砂羽さん、大活躍でしたね」

　内覧会がすべて終わると、八坂が砂羽をねぎらっている。

「いえ。こんなことは初めてでしたので、この部屋の魅力がうまく伝わったかどうか自信がないのですが……」

「砂羽さんに頼んで大正解でしたよ。うちの従業員では日本の文化について尋ねられても答えられませんでした」

　たしかに、この部屋のコンセプトやこだわりについてはあらかじめ頭に叩き込んでおけば案内役は務まるが、文化についての会話を弾ませるのは難しいだろう。八坂の言う通り、砂羽が適任だったのかもしれない。

「これは、着物を売り込むしかなくなったな、八坂」

　八坂にそう言うと、うなずいている。

　先ほどの支社長のように、この部屋を利用した海外からのお客さまが、着物や浴衣に興味を抱いてくれれば日本の文化が世界に羽ばたいていくはずだ。

「もちろん協力するよ。あと、パジャマとタオルあたりはうちとブランピュールのコラボ商品として販売も考えているから、それが正式に決まったら連絡する」

「了解。それじゃあ今日は失礼するよ」

　もう十八時になる。このまま直帰しよう。

「ちょっと待った」

　砂羽を伴いスイートを出ていこうとすると、八坂に止められてしまった。

「この部屋のお客さま第一号は、今後利用してくれる人たちが幸運をつかめるように、縁起を担いでとびきり幸せオーラが出ている人がいいんだ」

「は？」

　突然なにを言っているんだ？

「夕食はフレンチのフルコースをこちらに用意させます。その他はご自由に。もちろん、燃え上がっていただいてもけっこうです」

　八坂はニヤッと笑みを浮かべ、俺にカードキーを押しつけて部屋を出ていく。

　その様子を唖然として見送っていたものの、隣の砂羽が耳を真っ赤にしているのに気がついた。

「アイツ……」

　ひと言多いんだよ。でも、第一号の客に俺たちを指名してくれた、ということか。おそらく今日のお礼だろう。

「砂羽。せっかくだから楽しもうか」

「は、はい」

　ほんのり頬を上気させている砂羽が、かわいくてたまらなかった。




　八坂が用意してくれたフレンチには、白ワインのソーテルヌが添えられていた。

　以前八坂に、砂羽は貴腐ワインなら飲めると漏らしたことがあるからだろう。それをしっかり覚えていて、こういうときにさりげなく出してくれるのは、彼らしい気の使い方だ。

　しかし、いつもより多めにワインを口にした砂羽の目がトロンとしていて、妙な色気を放っている。

「砂羽、酔った？」

「平気ですよ」

「そうは見えないぞ？」

　洋服を持ってこなかったので、彼女はまだ着物姿だ。

　俺は彼女を誘導して大きなソファに座らせ、帯に手をかけた。

「ん？」

「苦しいだろ？　ほどいてあげる」

「んふふ。ありがとうございます」

　程よく酔うとこんなふうになるのか。素面しらふなら『自分でできます！』と逃げそうなのに、素直に体を預けてきた。

「はー、楽になりました」

　帯をほどき終わると、上機嫌な砂羽は俺の肩に頭を乗せてくる。こんなことを彼女からしてきたのは初めてだ。

「砂羽、今日は八坂のわがままを聞いてくれてありがとう」

　彼女の肩を抱きお礼を口にすると、「楽しかったですよ」とつぶやいている。

「俺も楽しかった。自分の好きな物ばかり詰め込んだ部屋を作れて……それを賞賛してくれる人がたくさんいて、砂羽の輝いている顔まで見られたからね」

　近い距離で話す客にヤキモキしていたことは秘密にしてそう話すと、砂羽は頬を緩める。

「私も、翔さんの作った部屋が褒められて、とーってもうれしかったんです。ふふふ」

　彼女は不意に俺に抱きついてきた。後れ毛がかかって色香を感じさせるうなじが、酔っているせいかほんのり赤く染まっている。

　無理だろ、これ。さすがに我慢できない。

「砂羽。燃え上がろうか」

「ん？」

　上目遣いで俺と視線を合わせる彼女の唇がほんのり濡れていて、ゾクッとする。

「抱きたいってこと」

　そう言ったのと同時に砂羽を抱き上げ、大きなベッドに運ぶ。

　いつもなら恥ずかしがって目を白黒させる彼女だけど、今日は抵抗する様子を見せない。はだけた着物の裾から白い太ももがあらわになっていて俺を誘ってくる。

「砂羽」

　彼女を見下ろし名前を呼ぶと、つい今しがたまでトロトロに溶けそうだった表情が一瞬引き締まり、熱い視線が絡み合う。

「翔さん。私に幸せをくれてありがとう。翔さんと一緒にいると、どんどん世界が広がっていくの。私の自慢の旦那さま……」

　なんだ、これ。胸を鷲わしづかみにされたように苦しくてたまらない。けれども同時に、彼女を妻にできた喜びが込み上げてくる。

「砂羽は俺の自慢の奥さんだよ。ふたりでもっともっと広い世界を見ような」

「はい」

　せっかく部屋の隅々まで気を配りプロデュースしたのに、砂羽のことしか目に入らない。

　まあ、最高の気分だからいいか。

　砂羽。俺に幸せをありがとう。砂羽が隣にいてくれれば、俺はまだまだ羽ばたける。もっと高く、もっと遠くへ――。

　彼女の唇にキスを落とすと、明るい未来が見えた気がした。
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あとがき




　砂羽と翔の物語にお付き合いくださり、ありがとうございました。浴衣を手縫いしていた祖母の記憶がうっすらと残っていて、それを思い出しながら書いてみました。着物を持っていない私ですが、欲しくなりました。着る機会がないんですけどね。




　砂羽は父の死からうまくいかないことばかりで、それでも大切な会社を、そして伝統を守りたいと奮闘しました。でも、自分がなんとかしなくてはという気持ちでいっぱいで、泣くのもこらえ、他の人を頼ることもできませんでした。

　実は私もそういうタイプ。どれだけ努力を重ねてもうまくいかず気が焦り……。その結果、まだ努力が足りないんだと思い込み、倒れるまで自分を追い込んで……。そういうことが今まで何度もありました。おまけに、泣き言を口にすることがよくないことだと思っているので、誰にもその苦しい胸の内をあらわにすることもできない。

　けれども、そうやって必死になっているときは決まって周りが見えていません。目の前に救いの手があるのに、不思議なことに気がつかないんです。そんな私が今まで窮地を脱してこられたのは、『ここに手があるよ。握ってごらん』と囁いてくださる人がいたからです。砂羽にとっては翔がその人でした。翔は泣くことすら忘れていた砂羽に『泣いてもいいよ』と教えました。翔自身も泣けなかった経験があったからこそ気がついたんでしょうけどね。

　私は差し出していただいた手を握らせてもらい、今があります。その方々には、真っ暗なトンネルにも出口があることを教えていただきました。私もたいしたことはできませんが、『大丈夫だよ。一緒に歩こう』と囁ける人間になれればいいなと思っています。この作品を読んでくださいました中のおひとりでも、誰かの手を借りてもいいんだと心を緩めてくださったなら、こんなにうれしいことはありません。




　この度も、迷う私を導いてくださいました担当の中尾さま。ヨダさま。イラストレーターの茉莉花さま。スターツ出版の皆さま。そして、この作品を手にしてくださいました皆さまに、お礼申し上げます。ありがとうございました。
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